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お買い上げありがとうございます

お使いの前にこの「取扱説明書」と別冊の「安全上のご注意」をお読みのうえ、正しくお使いください。

特に「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、安全にお使いください。

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときお読みください。

製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際は本機に製造番号が正しく記されているか、またその製造番
号と保証書に記載されている製造番号が一致しているかお確かめください。
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名
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ご注意 
ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300を使用する場合は、次の機器を使用してください。

• メインコントローラーWD-M300(E)タイプ以降
•  セルステーションWD-T300(E)タイプ以降

(E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部がお使いいただけない場合があります。
WD-TR350のチャージャーは、WT-C50(B)タイプ以降を使用してください。
機器の型名、タイプは機器本体のネームプレートに記載されています。
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特長

■ 1.9GHz帯デジタル通信技術の採用により、明瞭な
音での通話、秘匿性と、広いサービスエリアを実現
します。

■ 免許および申請手続きは一切不要ですので、設置
していただいたその日から使用ができます。

■ メインコントローラーWD-M300　1台を使った小
規模システムから、サブコントローラーWD-M310
を組み合わせた大規模システムまで柔軟なシステム
構築が可能です。

■ メインコントローラーWD-M300/サブコントロー
ラーWD-M310は、EIA 1Uの薄型設計です。 
最小1Uでセルステーションが最大8台接続でき、子
機最大24台のシステム構築が可能です。

■ 同時に双方向の通話が可能です。

■ 通常モードでは、多層階などエリアを分けられる場
合に最大96者間（多機能操作器WD-MC30、ポータ
ブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300、ワイ
ヤレストランシーバーWD-WT20、音声入出力ユ
ニットWD-AF30を含む）のグループ通話ができま
す。

■ 子機を受信専用にするヒアリングモードを使用する
と、子機の動作や使用環境に制限がありますが、少
ないセルステーションでより多くの子機が運用でき
ます。

■ 複数の子機、多機能操作器WD-MC30でグループ通
話（インカム）、1対1の個別通話、構内（フロア）放送
など、多彩な運用ができます。

■ 外線電話（公衆回線）に接続することで、電話回線か
らグループ通話への参加や個別通話、外線電話への
発信や取次などが可能です。

■ 複雑な操作なしに、インカムのトークボタンを押す
だけでいつでもすぐに通話することができます。

■ 最大8グループに分けることができ、階別のグルー
プ通話や、業務担当グループごとのグループ通話が
できます。グループ分けの運用でも、全員への一斉
連絡や1対1の個別通話など、他のグループの人とも
通話ができます。

■接話型のコントロールマイクロホンを使用すること
で、高騒音下でも騒音を抑えた明瞭な音で通話がで
きます。

はじめに

この取扱説明書の見かた
■ 本書では、
 セルステーション WD-T300を「CS」
 ポータブルトランシーバー WD-TR350/WD-TR300/ワイ
ヤレストランシーバー WD-WT20を「子機」と表記するこ
とがあります。

■ 本文中の記号の見かた

ご注意 
 操作上の注意が書かれています。

機能や使用上の制限など、参考になる内容が書
かれています。

参考ページや参照項目を示しています。

■ 本書の記載内容について
• 本書の著作権は当社に帰属します。本書の一部、または
全部を当社に無断で転載、複製などを行うことは禁じら
れています。

• 本書に記載されている他社の製品名は、一般に各社の商
標、または登録商標です。本書ではTM、®、©などのマー
クは省略してあります。

• 本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容につい
ては、改善のため予告なく変更することがあります。

• Windowsは米国マイクロソフト社の登録商標です。

■ 音声入出力ユニットWD-AF30を用いて、外部音声
をインカム通話に入力したり、インカム通話を音声
モニターなどに出力できます。

■ デジタルボイスファイルPA-DR600を使用すること
で、子機や多機能操作器WD-MC30の操作で、あら
かじめ録音したアナウンスメッセージを、インカム
通話に入力したり構内（フロア）放送することができ
ます。

■ 使用する端末ごとに構内（フロア）放送先を設定で
きます。

■ 子機のバッテリーは単体で充電ができ、バッテリー
を取り換えることにより、子機を連続して使用する
ことができます。1個のバッテリーによる連続使用
時間はポータブルトランシーバーWD-TR350で約
10時間、ポータブルトランシーバーWD-TR300で
約15時間、ワイヤレストランシーバーWD-WT20
で約8時間です。
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安全上のご注意

ご使用の前によくお読みのうえ、正しくお使いください。

絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載
されています。これらは、製品を安全に正しくお使い
いただき、お客様や他の人々への危害や財産の損害を
未然に防止するための表示です。絵表示の意味をよく
理解してから本文をお読みください。

 警告
この表示（文字含む）を無視
して、誤った取り扱いをす
ると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される
内容を示しています

 注意
この表示（文字含む）を無視
して、誤った取り扱いをす
ると、人が傷害を負ったり、
物的損害の発生が想定され
る内容を示しています

絵表示の説明

一般的注意

注意（警告を含む）が必要なことを
示す記号

禁止

してはいけない行為（禁止行為）を
示す記号

電源プラグを抜く

必ずしてほしい行為（強制・指示
行為）を示す記号

●

チャージャー用増設コンセントを
他の用途で使用しない
他の用途で使用すると、故障や火災の原因
となります。
チャージャー用増設コンセントはチャー
ジャーの増設だけに使用してください。

異常な状態のままで充電しない
充電中に異臭を感じたり、発熱、変色、変形
などの異常が起こったときは、ただちに充電
器の電源ケーブルをコンセントから抜いてく
ださい。安全であることを確かめてから充電
中の子機、バッテリーを充電器から取り出し、
お買い上げ販売店にご連絡ください。
そのまま充電を続けると火災や感電の原因
となります。

 注意
イヤホンを耳に付けたまま電源を  
入/切しない
大きな音がでて、耳を痛めることがあります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つ
づけて聞くと、聴力に悪い影響をあたえる
ことがあります。
また、はじめから音量を上げすぎると、突然
大きな音がでて耳を痛めることがあります。
音量は徐々に上げるようにしてください。

イヤホンを取り換えるときは音量
を下げる
コントロールマイクロホン、イヤホン、イヤ
ホンマイクアダプターは、同じ音量の設定で
あっても、大きな音がでて、耳を痛めること
があります。イヤホンを換えるときは、必ず
音量を下げてからイヤホンを耳に付けてくだ
さい。

 警告
専用の充電器以外は使用しない
専用品以外を使用すると、故障や火災の原
因となります。子機の充電は、必ず専用充
電器を使用してください。
● ポータブルトランシーバーWD-TR350：  

WT-C50（（B）タイプ以降）
● ポータブルトランシーバーWD-TR300/  
ワイヤレストランシーバーWD-WT20：  
WD-C11/WD-C12
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正しくお使いいただくための
ご注意

■ 技術基準適合証明ラベルについて
セルステーションWD-T300、ポータブルトランシー
バーWD-TR350/WD-TR300およびワイヤレストラ
ンシーバーWD-WT20には、「技術基準適合証明品」
をあらわす証明ラベルが貼ってあります。証明ラベ
ルを剥がしたり、破いたりしないでください。サー
ビスを受けられなくなります。

■ ポータブルトランシーバー/ワイヤレストランシー
バー/多機能操作器/音声入出力ユニット について
落としたり、ぶつけたりしないでください。精密機
器ですので強い衝撃をあたえると故障の原因となり
ます。

■ コントロールマイクロホン、イヤホンマイクアダプ
ターについて

• コントロールマイクロホン、イヤホンマイクアダ
プターおよびイヤホンは適合機種以外のものを使
用しないでください。誤動作の原因となります。

• コントロールマイクロホンやイヤホン、イヤホン
マイクアダプターを抜くときは、ケーブルを引っ
張らないでください。断線の原因となります。必
ずツインプラグ/プラグ部を持って抜いてくださ
い。

• ツインプラグの金属部を手で触ったりしないでく
ださい。接触不良の原因となります。汚れた場合
は、乾いたきれいな布などでふき取ってください。

• コントロールマイクロホンやイヤホンマイクアダ
プターを接続するときは、必ず子機の電源をOFF
にしてから行なってください。電源がONの状態で
接続すると、保護装置がはたらき、子機本体での
操作ができなくなります。コントロールマイクロ
ホンやイヤホンマイクアダプターも動作しません。

• コントロールマイクロホンWT-UM33など、ロッ
ク式のマイクはロックを解除してから接続してく
ださい。

• コントロールマイクロホンのプラグは、まっすぐ
差し込んでください。

■ システムについて
• ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-

TR300を使用する場合は、次の機器を使用してく
ださい。
- メインコントローラーWD-M300(E)タイプ以降
- セルステーションWD-T300(E)タイプ以降

 (E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部が
お使いいただけない場合があります。

 WD-TR350のチャージャーは、WT-C50(B)タイプ
以降を使用してください。

 機器の型名、タイプは機器本体のネームプレート
に記載されています。

• 本デジタルワイヤレスインターカムシステムは無
線通信を使用しているため、電波の届かない場所
に移動するとノイズがでたり、通話が途絶えたり
することがあります。

• ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-
TR300/ワイヤレストランシーバーWD-WT20とセ
ルステーションWD-T300間の電波の届く範囲は、
屋内で約30 m～60 m、屋外で約100 mです。両
者のあいだに障害物がある場合、この距離は短く
なります。

• 機器を長時間、直射日光の当たる場所や暖房器具
の近くに放置しないでください。

• ハウリング現象（ピーンあるいはキャーンという
音）を起こした場合はスピーカーの音量を絞るか、
マイクの向き、位置などを変えてください。また、
子機と多機能操作器WD-MC30を同じ部屋で使用
した場合に、ハウリング現象が起こることがあり
ます。

• ポータブルトランシーバーWD-TR200(C)タイプ
以降は、本システムで使用できます。

• ポータブルトランシーバーWD-TR200用のコント
ロールマイクロホン（WD-UM15など）は、ポータ
ブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300では
使用できません。

• 電波環境や設置状況により、接続できる台数が少
なくなる場合があります。

はじめに
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■ ポータブルトランシーバー/ワイヤレストランシー
バーのバッテリー（充電式電池）について
• バッテリーを使わないときは、涼しい乾燥した場
所に保存してください。

 高温になる場所（直接日光の当たる場所など）に放
置しないでください。液漏れや寿命を早める原因
になります。

• バッテリーの端子部が汚れていると、動作時間が
短くなります。メインコントローラー WD-M300
に添付されている「充電端子のお手入れについて」
をご覧になり、清掃してください。

• バッテリーの充放電回数のめやすは次のとおりで
す。

機種 充電回数のめやす
ポータブルトランシーバー
WD-TR350 約300回

ポータブルトランシーバー
WD-TR300

約500回
ワイヤレストランシーバー
WD-WT20

 めやすの回数以下であっても動作時間が大幅に短
くなったら、バッテリーの寿命と思われます。新
しいものをお買い求めください。

 リチウムイオンバッテリー（充電式電池）のリサイ
クルについて

 美しい環境維持にあなたも一役。 
リサイクルに協力しましょう。
ご不要になった充電式電池は、貴
重な資源を守るために、破棄しな
いで充電式電池リサイクル協力店
へお持ちください。

 安全のため、充電式電池の金属部には、セロハ
ンテープなどの絶縁テープを貼ってお持ちくだ
さい。

■ 日常のお手入れについて
電源を切ってからバッテリーや電源プラグを抜い
て、次のようにお手入れしてください。

• 汚れは乾いた柔らかい布などでふき取ってくださ
い。

• ひどい汚れは、水で薄めた中性洗剤に布を浸して
固く絞ってから汚れをふき、乾いた布で水分をふ
き取ってください。

ご注意 
ベンジンやシンナーは使用しないでください。
ボディの損傷や故障の原因になります。

■ 省エネルギーについて
節電のため、使用しないときはシステムの電源を
切ってください。

■ 本システム使用周波数に関わるご注意
本システムの使用周波数帯では、PHSの無線局のほ
かに異なる種類のデジタルコードレス電話の無線局
が運用されています。
本システムは、同一周波数帯を使用する他の無線局
と電波干渉が発生しないように考慮されています
が、万一、本システムから他の無線局に対して有害
な電波干渉の事例が発生した場合には、本システム
の電源を切って、お買い上げ販売店または設置業者
にお問い合わせください。
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システム構成

システム構成図

WD-M310

87654321

SUB  CONTROLLER

入

電源

ユニット

切

WD-M310

87654321

SUB  CONTROLLER

入

電源

ユニット

切

WD-M300

8システム 7654321

MAIN  CONTROLLER

入

電源
設定用端子

ユニット

切

入力 出力 入力 出力
CH1

CH1
CH2

CH2 LINE

WD-AF30 AUDIO UNIT

TARK

電源

WD

CH
AR
GE
R

C1
1

充電
中

充電
完

1

充電
中

充電
完

3

充電
中

充電
完

2

充電
中

充電
完

1

充電
中

充電
完

2

充電
中

充電
完

3

一斉

WD-
WT20

WIRELESS  TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

WD-
TR300

PORTABLE TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

チャージャー
 WT-C50

ポータブル
トランシーバー
WD-TR350

コントロールマイクロホン
WD-TR350/WD-TR300用
（WT-UM8/WT-UM50/WT-
UM52）
WD-WT20用（WD-UM23）

ヘッドセットマイクロホン
WD-TR350/WD-TR300用
（WT-UM33）
WD-WT20用（WD-UM20）

イヤホンマイクアダプター
WD-TR350/WD-TR300用
（WD-UM300）

セルステーション
WD-T300

サブコントローラー
WD-M310

最大で8台の機器を接続可能※

構内放送/
モニタースピーカーなど

外部音声
（コンピューター音声など）サブコントローラーWD-M310

接続最大7台

サブコントローラー
WD-M310

音声入出力
ユニット

WD-AF30

最大で8台の機器を接続可能※

システム設定PC 多機能操作器
WD-MC30

メインコントローラー
WD-M300

ポータブル
トランシーバー
WD-TR300

外部制御機器

公衆回線/PBX

ホールマスター
WT-MC60
ACアダプター
UN110-1210

デジタルボイスファイル
PA-DR600

セルステーション
WD-T300

セルステーション
WD-T300

セルステーション
WD-T300

最大で8台の機器を接続可能※

ワイヤレス
トランシーバー
WD-WT20

チャージャー WD-C11
チャージャー WD-C12

※  メインコントローラーWD-M300、サブコントローラーWD-M310 1台につき、セルステーションWD-T300、多
機能操作器WD-MC30、音声入出力ユニットWD-AF30を組み合わせて最大8台まで接続できます。

●



9

は
じ
め
に

準
備
す
る

通
話
を
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
モ
ー
ド
を
使
う

電
話
機
能
を
使
う

そ
の
他

システム構成表

No. 機種名 商品名 備考
1 WD-M300 メインコントローラー システム全体を制御します。PCによるシステムデータの設定ができます。

2 WD-M310 サブコントローラー メインコントローラーに接続する増設ユニットです。（7台まで使用可能）

3 WD-MC30 多機能操作器 モニタースピーカーを搭載したマイクユニットです。グループ通話や個別通話、
外線電話の発着信などの操作を行うインカム通話端末として使用します。

4 WD-AF30 音声入出力ユニット 他の音響機器、またはホールマスターと接続し、外部機器の音声信号をインカ
ム通話に入力したり、インカム通話の音声を外部機器に出力できます。

5 WD-T300 セルステーション ポータブルトランシーバー/ワイヤレストランシーバーとの通信を行います。

6 WD-TR350 ポータブルトランシーバー インカムシステムの子機です。セルステーションと無線通信を行う、バックラ
イトつきLCDディスプレイが搭載されたトランシーバーです。外線電話の発着
信もできます。

7 WD-TR300 ポータブルトランシーバー インカムシステムの子機です。セルステーションと無線通信を行うトランシー
バーです。外線電話の発着信もできます。

8 WD-WT20 ワイヤレストランシーバー 800 MHz帯ワイヤレスマイク機能を内蔵した、インカムシステムの子機です。
セルステーションと無線通信を行うトランシーバーです。

9 WT-UM8 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300用のコントロールマイクロ
ホンです。（タイピン接話型）

10 WT-UM50 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300用のコントロールマイクロ
ホンです。（タイピン型）

11 WT-UM52 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300用のコントロールマイクロ
ホンです。（イヤホン・マイク一体型）

12 WT-UM33 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300用のコントロールマイクロ
ホンです。（ヘッドセット型）

13 WD-UM300 イヤホンマイクアダプター ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300用の変換アダプターです。
KENWOODブランドのアクセサリー（コントロールマイクロホンなど）と接続
して使用します。

14 WD-UM20 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-WT20専用のコントロールマイクロホンです。
（ヘッドセット型）

15 WD-UM23 コントロールマイクロホン ポータブルトランシーバーWD-WT20専用のコントロールマイクロホンです。
（タイピン型）

16 WT-MC60 ホールマスター 音声出力ユニットWD-AF30に接続してインカム通話に参加できます。

17 WT-C50 チャージャー ポータブルトランシーバーWD-TR350用の充電器です。（3台まで同時充電可能）

18 WD-C11 チャージャー ポータブルトランシーバーWD-TR300/ワイヤレストランシーバーWD-WT20
用の充電器です。（3台まで同時充電可能）

19 WD-C12 チャージャー ポータブルトランシーバーWD-TR300/ワイヤレストランシーバーWD-WT20
用の充電器です。（6台まで同時充電可能）

20 PS-RU11 ラックマウント金具 メインコントローラーWD-M300、サブコントローラーWD-M310をEIAラック
に取り付ける場合に使用します。

21 WDZU30BJ WD-AF30用ラックマウン
ト金具（斡旋品）

音声入出力ユニットWD-AF30をEIAラックに取り付ける場合に使用します。

22 WDZS30J 子機登録用ソフトウェア
キット（斡旋品）

ワイヤレストランシーバーWD-WT20をシステムに登録する際に使用します。

ご注意 
ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300を使用する場合は、次の機器を使用してください。

• メインコントローラーWD-M300(E)タイプ以降
•  セルステーションWD-T300(E)タイプ以降

(E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部がお使いいただけない場合があります。
WD-TR350のチャージャーは、WT-C50(B)タイプ以降を使用してください。
機器の型名、タイプは機器本体のネームプレートに記載されています。

●
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各部の名称とはたらき

メインコントローラー WD-M300・ 
サブコントローラー WD-M310

ご注意 
メインコントローラーWD-M300は必ず(E)タイプ
以降を使用してください。
(E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部が
お使いいただけない場合があります。

【メインコントローラー WD-M300正面】
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

WD-M300

87654321

MAIN  CONTROLLER

【メインコントローラー WD-M300背面】
4321

765

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

【サブコントローラー WD-M310正面】
⑤ ⑥ ⑦

WD-M310

87654321

SUB  CONTROLLER

【サブコントローラー WD-M310背面】

⑧ ⑩ ⑫ ⑮

① システム設定用パソコン接続（RJ-45）端子
（WD-M300のみ）

システムデータの設定時に使用する通信端子です。

② LAN状態ランプ（緑）（WD-M300のみ）

PCとのデータ通信時に点灯します。

③ 保守用設定スイッチ （WD-M300のみ）

システムの設定およびメンテナンス用の操作ス
イッチです。操作しないでください。

④ システム動作状態ランプ（緑）
システムの状態を表示します。

表示状態 内容
点灯 正常動作中
点滅 異常発生時
消灯 起動中

⑤ ユニット状態ランプ（緑）
接続されている多機能操作器WD-MC30、音声
入出力ユニットWD-AF30、セルステーション
WD-T300との状態を表示します。

表示状態 内容
点灯 正常動作中
速い点滅（1秒間に2回点灯） 異常発生時
遅い点滅（1秒間に1回点灯） 起動中
消灯 端末接続なし

⑥ 電源ランプ
メインコントローラー WD-M300/サブコントロー
ラー WD-M310に電源が入ると、緑色に点灯します。

⑦ 電源スイッチ
電源の入/切を行います。

⑧ 電源ケーブル
AC100 Vの電源をご使用ください。

⑨ モジュラージャック（WD-M300のみ）

アナログ公衆回線（外線電話）を接続します（1回線）。

⑩ ケーブルクランプ
付属のワイヤークランプで配線ケーブルを固定します。

⑪ 外部制御接続端子（WD-M300のみ）

外部制御を行う機器を接続します（2回路）。

⑫ ユニット接続端子
多機能操作器WD-MC30、音声入出力ユニット
WD-AF30、セルステーションWD-T300を接続し
ます。最大8台まで接続できます。

⑬ サブコントローラー接続端子（WD-M300のみ）

サブコントローラー WD-M310を接続します。最
大7台まで接続できます。

⑭ RS-232C接続端子（WD-M300のみ）

デジタルボイスファイル PA-DR600を接続します。

⑮ メインコントローラー接続端子（WD-M310のみ）

メインコントローラー WD-M300に接続します。
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多機能操作器 WD-MC30

①② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧⑨⑩ ⑪ ⑫⑬

⑭ ⑮ ⑯

① モニタースピーカー
インカム通話/電話の音声や呼出音を聞くことが
できます。

② ディスプレイ
ダイヤル番号・動作モード・設定メニュー、日時
などを表示します。

③ マイク
相手と通話するときに使用します。
着信時にマイクの下側のLEDランプ（緑）が点滅し
ます。
※ 通話中や移動の際にマイクのシャフト部を持たないでく
ださい。またねじったり、連続して屈曲させないでくだ
さい。故障の原因になります。

※ マイクのシャフト部からきしみ音が発生することがあり
ますが、構造によるもので故障ではありません。

④ ［▲］［▼］（音量）ボタン
受話音量や着信音量、マイク音量の調節、メニュー
設定時に使用します。

⑤ ［トーク/決定］ボタン（ランプ）
相手と通話するときに操作します。
メニュー設定の場合は決定ボタンとして使用します。

⑥ ダイヤルボタン（テンキー）
子機を個別に呼び出すときや、外線電話/内線電
話発信するときにダイヤルします。

⑦ ［再/短］ボタン
リダイヤルや短縮ダイヤルで発信するときに使用
します。

⑧ ［保留］ボタン
外線電話を保留するときに使用します。

⑨ ［応答］ボタン
外線電話の着信およびインカム通話の個別呼出な
どに応答するときに使います。

⑩ ［スピーカー］ボタン
スピーカーをオン/オフします。また、内部の呼
び出しや外線電話をかけるときに押します。

⑪ ［転送］ボタン
外線電話などを転送するときに使用します。

⑫ ［メニュー］ボタン
着信音やディスプレイなどの各種設定をするとき
に使用します。

⑬ ファンクションボタン
グループ通話をするときや一斉連絡をするときな
どに使用します。工場出荷時は下表のように設定
されています。変更したいときは、お買い上げ販
売店または設置業者にお問い合わせください。
※「未設定」になっているボタンを押しても動作しません。

グループ通話 一斉通話
個別通話 未設定
未設定 未設定
未設定 未設定

⑭ LINE端子
メインコントローラー WD-M300/サブコント
ローラー WD-M310に接続します。

⑮ モジュラー端子
市販の電話機を接続できます。

電話機は、受話器での送話、受話音声のみに使用
します。テンキーなどのボタン類の操作はできま
せん。

電話機は、技術基準適合認定品をご使用ください。

FAXやモデムは絶対に接続しないでください。

⑯ ケーブルクランプ
付属のワイヤークランプで、配線ケーブルを固定
します。
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音声入出力ユニット WD-AF30
【正面】

① ② ③ ④

入力 出力 入力 出力
CH1

CH1
CH2

CH2 LINE

WD-AF30 AUDIO UNIT

【背面】

LINE CH1 CH1CH2

外部制御

入力

平衡 不平衡

出力
CH2

入力

平衡 不平衡

出力

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑪⑩

① 入出力音声 音量ボリューム

② CH1状態ランプ（緑）

表示状態 内容
点灯 正常動作中
消灯 使用していない

③ CH2状態ランプ（緑）

表示状態 内容
点灯 正常動作中
消灯 使用していない

④ LINE状態ランプ（緑）

表示状態 内容
点灯 正常動作中
点滅 異常
消灯 接続されていない

⑤ ケーブルクランプ
付属のワイヤークランプで配線ケーブルを固定し
ます。

⑥ LINE
メインコントローラー WD-M300/サブコント
ローラー WD-M310に接続します。

⑦ 外部制御接続端子
制御する外部機器に接続します。

⑧ CH1出力平衡/不平衡切換スイッチ

⑨ CH1音声入出力端子（6.3 Φフォンジャック）
外部音響機器に接続します。

⑩ CH2出力平衡/不平衡切換スイッチ

⑪ CH2音声入出力端子（6.3 Φフォンジャック）
外部音響機器に接続します。

セルステーション（CS） WD-T300

ご注意 
セルステーションWD-T300は必ず(E)タイプ以降
を使用してください。
(E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部が
お使いいただけない場合があります。

【表面】

① ②

【裏面】

③

④

④
【底面】
⑤ ⑥
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① 子機接続状態ランプ（緑）
子機の接続状態を表示します。

表示状態 内容
点灯 子機が接続されている
消灯 子機が接続されていない

② 動作状態表示ランプ（赤/緑/橙）
CSの動作状態を表示します。

表示状態 内容
橙点灯 マスターCS正常動作中
緑点灯 正常動作中
緑点滅 起動中
赤点滅 異常
消灯 接続されていない

③ LINE

④ ケーブルガイド
配線ケーブルをケーブルガイドにはわせて固定し
てください。

⑤ サービスコネクター
使用しません。

⑥ マスターセルステーション設定スイッチ
操作しないでください。

ポータブルトランシーバー（子機）WD-TR350
【ポータブルトランシーバー WD-TR350正面】

①

②

③

④

⑤

① ［機能］（トーク/機能）ボタン
お好みのファンクション（1機能のみ）を割り当て、
実行することができます。（  24ページ）

工場出荷時は、トークが設定されています。他の
ファンクションを割り当てるとトークボタンとし
ては使用できません。

トークボタンを使用した通話の方法は、子機の設定によって異な
ります。本書では、PTT設定での操作方法を記載しています。
PTT： 子機本体またはコントロールマイクロホンのトークボタン

を押しているあいだ、通話することができます。
PTTホールド： 子機本体またはコントロールマイクロホンのトー

クボタンを一度押すと通話状態になり、もう一度
押すと通話を終了します。

VOX： 音声に反応して自動的にマイクONの状態になります。トー
クボタンを押すことなく、ハンズフリー通話ができます。

※ PTT、PTTホールド、VOXはシステムデータの設定により選択
します。くわしくは、お買い上げ販売店または設置業者へお問
い合わせください。

② ［メニュー］（メニュー/電源）ボタン
電源の入/切、メニュー画面の表示に使用します。
※  メニュー選択画面は一定時間（約6 秒間）操作しないと解
除され、メニュー選択画面操作前のモードにもどります。

③ ［実行］（実行/グループ）ボタン
表示されているファンクションの実行、グループ
通話へもどるときなどに使用します。

④ ［＋］［－］（音量・設定変更）ボタン
音量の変更、個別通話での内線電話番号の選択な
どに使用します。

⑤ 内蔵マイク
子機本体で通話するときに内蔵マイクに向かって
話します。別売のコントロールマイクロホンを接
続すると使用できなくなります。
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【ポータブルトランシーバー WD-TR350正面】

⑥

⑥ 表示部
表示部には現在実行しているファンクション、音量、
バッテリーの残量などの様々な情報が表示されます。

パラメーター 
表示部

ファンクション 
表示部

表示 説明
バッテリーの残量が表示されます。
他の子機などへの呼出中に点滅表示され、
通話の送信中に表示されます。
他の子機などからの呼出中に点滅表示さ
れ、通話の受信中に表示されます。
キープロテクト機能がONに設定されてい
るときに表示されます。

 ／ メニュー画面でファンクション選択中に表
示されます。

パラメーター 
表示部　　　

現在選択している内線電話番号やグループ
番号、音量レベル、ヒアリンググループな
どが表示されます。

 ／  ／ 子機に登録されている外線電話番号を呼び
出しているときに表示されます。

ファンクション表示部の表示について
現在実行または選択しているファンクションが表示さ
れます。

表示 ファンクション 表示 ファンクション

グループ通話 外線電話通話

一斉呼出／一斉通話 外線電話取次

個別通話 外線電話強制切断

招集通話 緊急通知

放送 手動ハンドオーバー

トーク プリセット機能選択
（FUNCTION）

外部機器制御 ヒアリングモード

外部音源起動

バッテリー残量表示について
本機の表示部には、バッテリー残量のめやすが3段階
で表示されます。

バッテリー残量

約30%以上

電池残量MAX MIN

（要充電）
約10%以下約30%

～10%

※  バッテリー残量が低下すると、電池残量警告音（10
秒間隔でピッ、ピッ…）がなります。バッテリーを
充電するか、予備のバッテリーに交換してください。

【ポータブルトランシーバー WD-TR350背面】

⑭

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑦ クリップ
子機を衣服などへ固定するときに使用します。

⑧ マイク端子※

⑨ イヤホン端子※

別売のイヤホンを接続します。

※  2つの端子にコントロールマイクロホンのツインプ
ラグを接続します。

⑩ ロックレバー
バッテリーカバーの取り付け、取りはずしのとき
に使用します。

⑪ モード設定スイッチ
ファンクションやサービス用の設定を行います。
通常は使用しません。スイッチには触らないでく
ださい。

⑫ データ設定端子
子機のシステムへの登録や設定の変更などを行う
ときに使用します。
通常は使用しません。端子には触らないでください。

⑬ バッテリー
⑭ バッテリーカバー
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ポータブルトランシーバー（子機）WD-TR300・
ワイヤレストランシーバー（子機）WD-WT20
【ポータブルトランシーバー WD-TR300正面】

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦

WD-
TR300

PORTABLE
TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

【ワイヤレストランシーバー WD-WT20正面】

②

④

③

⑥

⑦

WD-
WT20

WIRELESS  TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

① ［トーク］ボタン（WD-TR300のみ）

子機本体で通話するときに操作します。

② ［グループ］（グループ/電源）ボタン
電源の入/切、または「グループ通話」への切換に
使用します。

③ データ設定端子
子機をシステムへ登録したり、設定の変更などを
行うときに使用します。
通常は使用しません。端子には触らないでください。
ホルダーに装着するときは、端子カバーに浮きが
ないことを確認して装着してください。

④ 機能ボタン
グループ通話をするときや一斉連絡をするときな
どに使用します。工場出荷時は次のように設定さ
れています。変更したいときは、お買い上げ販売
店またはお近くの設置業者にご相談ください。

ボタン名 機能 機能名

一斉 すべてのグループの人に連絡
します。 一斉通話

個別 あらかじめ設定された特定の
相手を呼び出します。 未設定

応答 呼び出されたときに使用しま
す。 応答

グループ切換 他のグループに切り換えると
きに使用します。 未設定

オプション 任意の機能を割り付けること
ができます。 未設定

※ 各ボタンに割り付けられた機能は、変更することができます。
※ ボタンに割り付けられている機能が「未設定」の場合は、押し
ても動作しません。

ご注意 
機能が変更されたボタンには、変更後の機能名の
ラベルが貼られていることがあるため、イラスト
と表示が異なる場合があります。
くわしくは、お買い上げ販売店または設置業者へ
お問い合わせください。

⑤ 内蔵マイク（WD-TR300のみ）

子機本体で通話するときに内蔵マイクに向かって
話します。別売のコントロールマイクロホンを接
続した場合、使用できません。

⑥ 動作ランプ
子機の動作状態を表示します。

表示状態 内容
緑点滅 CSと接続中
緑点灯 通話可
赤点灯 通話不可（電波が届かない、CSに空き

チャンネルがない、妨害電波の影響など）
赤点滅 バッテリー残量低下
橙点灯 ヒアリングスレーブ運用中（WD-

TR300のみ）
橙点滅
（4秒間に1回消灯）

ヒアリングマスター運用中（WD-
TR300のみ）

⑦ ［音量］ボタン
受話音量レベルを調節します。

WD-TR300：10段階
WD-WT20：5段階
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【ポータブルトランシーバー WD-TR300背面】
1

3
音
量
 

2

⑧

⑨

⑪

⑬

⑭

⑩

【ワイヤレストランシーバー WD-WT20背面】

⑧

⑨

⑫

⑩

⑭

2
1

3
音
量

⑧ マイク端子※

⑨ イヤホン端子※

別売のコントロールマイクロホン、イヤホン、ま
たはイヤホンマイクアダプターを接続します。適
合機種以外のものは接続しないでください。

※  2つの端子にコントロールマイクロホンのツインプ
ラグを接続します。

⑩ ロックレバー
バッテリーを取りはずすときに使用します。

⑪ 音量/バッテリー残量表示ランプ（WD-TR300）
［音量］ボタンを押しているあいだ、音量レベルを
表示します。

音量レベル
音量/バッテリー残量表示ランプ

1 2 3
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

：点灯　 ：消灯

また、電源を入れたときに4秒間、［電池残量お知
らせ］ボタンを押したときに3秒間バッテリー残量
を表示します。

バッテリー残量
音量/バッテリー残量表示ランプ

1 2 3

約30%以上

約30%～10%

約10%以下

：点灯　 ：消灯

⑫ 音量表示ランプ（WD-WT20）
音量レベルを表示します。

音量 
レベル

音量表示ランプ
1 2 3

特小

小

中

大

特大

：点灯　 ：消灯

⑬ モード設定スイッチ
動作モードやサービス用の設定を行います。
通常は使用しません。スイッチには触らないでく
ださい。

⑭ バッテリー
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ホールマスター WT-MC60
【上面】

一斉

①
②
③

④

⑤

⑥

① マイク音量調節ボリューム
マイクの音量を調節します。

② WT-T60接続ランプ
使用しません。

③ モニタースピーカー音量調節つまみ
モニタースピーカーの音量を調節します。
過度の力で回さないでください。故障の原因とな
ります。

④ ［一斉］（通話）ボタン（ランプ）
通話するときや、呼び出しに応答するとき、このボ
タンを押しながらマイクに向かって話します。通話
中、ランプがオレンジ色に点灯します。

⑤ モニタースピーカー
モニター音声を出力します。

音量はスピーカー音量調節つまみで調節します。

⑥ マイク
通話するとき、このマイクに向かって話します。
※ 通話中や移動の際にマイクのシャフト部を持たないでく
ださい。またねじったり、連続して屈曲させないでくだ
さい。故障の原因になります。

※ マイクのシャフト部からきしみ音が発生することがあり
ますが、構造によるもので故障ではありません。

【底面】
⑦

高 低
起動感度

外
部
入
力

大 小
音量調節

9

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑦ 設定スイッチ
操作しないでください。

⑧ 接続端子
音声入出力ユニット WD-AF30と接続します。

⑨ DC12V電源入力端子
AC アダプター（別売）からDC12V 電源を入力し
ます。

AC アダプターについては、お買い上げ販売店ま
たはお近くのサービス窓口にお問い合わせくださ
い。AC アダプターは必ず指定のものを使用して
ください。他のAC アダプターを使用すると、動
作不良や故障の原因となることがあります。

⑩ 外部入力音量調節ボリューム
使用しません。

⑪ 外部入力起動感度調節ボリューム
使用しません。

⑫ ホルダー（付属品）
ケーブルを接続後、ホルダーを取り付けます。ケー
ブルが抜けないように、ケーブルとホルダーをワ
イヤークランプ（付属品）で固定します。
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チャージャー WT-C50

ご注意 
チャージャーWT-C50は、必ず（B）タイプ以降を使
用してください。

【チャージャー WT-C50正面】

充電中－(赤)
充電完－(緑)

充電中－(赤)
充電完－(緑)

充電中－(赤)
充電完－(緑) 電 源

① ②

① 充電中/充電完了ランプ
充電中のとき赤色に点灯します。

充電が完了すると緑色に点灯します。

② 電源ランプ
電源が入っているとき緑色に点灯します。

【チャージャー WT-C50上面】
③

④

③ バッテリー充電口
充電するバッテリーを挿入する充電口です。

④ トランシーバー充電口
充電するトランシーバーを挿入する充電口です。

【チャージャー WT-C50側面】

⑤

⑤ 電源入力端子
付属のACアダプターを接続し、AC100 V電源に
接続します。

ACアダプターは必ず付属のものを使用してくだ
さい。他のAC アダプターを使用すると、動作不
良や故障の原因となることがあります。

はじめに
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チャージャー WD-C11/WD-C12
【チャージャー WD-C11上面】
① ②③ ⑤

④

電源

WDCHARGER C11

充電中

3

充電完

充電中

充電中

充電中充電中

充電中

充電完

充電完

充電完充電完

充電完

3

2

21

1

【チャージャー WD-C12上面】

充電中ランプが「赤点滅」するときは
もう一度差し直して「赤点灯」になる
ことを確認してください。
それでも直らないときは充電端子を
綿棒などで清掃してください。
清掃するときは、事故防止のため、必ず
電源コードをコンセントから抜いてく
ださい。

お願い

充電完

充電中

充電完

充電中

充電完充電中 電源充電完充電中充電完充電中充電完充電中充電完充電中

充電完

充電中

充電完充電中

CHARDER  WD-C12

①②

③

⑤④

① 充電中ランプ
充電中のとき赤色に点灯します。

（WD-C11：6箇所）

（WD-C12：9箇所）

② 充電完了ランプ
充電が完了すると緑色に点灯します。

（WD-C11：6箇所）

（WD-C12：9箇所）

③ トランシーバー充電口
充電するトランシーバーを挿入する充電口です。

④ バッテリー充電口
充電するバッテリーを挿入する充電口です。

⑤ 電源ランプ
電源が入っているとき緑色に点灯します。

【チャージャー WD-C11底面】

⑥

⑦

【チャージャー WD-C12底面】

⑥

⑦

⑥ チャージャー用増設コンセント
AC100 Vのコンセント（アウトレット）です。

チャージャーを増設するときに使用します。

⑦ 電源ケーブル
AC100 V電源に接続します。
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システムの電源を入れる/切る

電源を入れるとき

サブコントローラーWD-M310、メインコントローラーWD-M300の順に電源スイッチを「入」にする。
最初にサブコントローラーWD-M310の電源スイッチを入れたあと、メインコントローラーWD-M300の電源スイッ
チを入れてください。
電源ランプが緑色に点灯します。約1分後、システムランプが点灯すれば電源の投入作業完了です。

WD-M300

8システム 7654321

MAIN  CONTROLLER

入

電源
設定用端子

ユニット

切

WD-M310

87654321

SUB  CONTROLLER

入

電源

ユニット

切

入

電源

切

入

電源

切

② WD-M300

① WD-M310

電源を切るとき

メインコントローラーWD-M300、サブコントローラーWD-M310の順に電源スイッチを「切」にする。
最初にメインコントローラーWD-M300の電源スイッチを切ったあと、サブコントローラーWD-M310の電源スイッ
チを切ってください。
約5秒後、電源ランプが消灯するとシステム電源が切れます。

WD-M300

8システム 7654321

MAIN  CONTROLLER

入

電源
設定用端子

ユニット

切

WD-M310

87654321

SUB  CONTROLLER

入

電源

ユニット

切

入

電源

切

入

電源

切

① WD-M300

② WD-M310

ご注意 
メインコントローラーWD-M300とサブコントローラーWD-M310を接続しての使用時、サブコントローラーWD-M310の
電源が入っている状態でも、メインコントローラーWD-M300の電源が切れている場合は、システムは動作しません。

●

●

準備する
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ポータブルトランシーバー
WD-TR350の準備

バッテリーを充電する
トランシーバーをお使いになるときは、あらかじめ専
用充電器 WT-C50で充電（約3～4時間）してください。

充電するときは、子機の電源をOFFにしてください。
充電中ランプ（赤）が点灯しない、もしくは点滅するときは、もう
一度入れ直してください。

ご注意 
• ポータブルトランシーバーWD-TR350を充電す
るときは、必ず専用充電器WT-C50（（B）タイ
プ以降）を使用してください。

• トランシーバーを使用中に、イヤホンから「ピッ
ピッ、…」（約10秒間隔）というアラーム音がな
る場合は、バッテリーが消耗しています。速や
かに充電を行なってください。

同一スロットに子機とバッテリーを同時に挿入した場合は、子機
の充電が優先されます。子機の充電完了後、子機を充電器からは
ずすとバッテリーの充電がはじまります。

バッテリーを取り付ける/取りはずす

【バッテリーを取り付ける】

ご注意 
• バッテリーカバーは、防水機能を確保するため
取り付けがきつくなっています。

• バッテリーカバーがロックレバーで確実にロッ
クされていることを確認してください。使用中
にバッテリーカバーがはずれてバッテリーが飛
び出す恐れがあります。

●

●

1 ロックレバーを下図矢印の方向へスライドさ
せながら、バッテリーカバーを持ち上げる。

ロックレバー

バッテリーカバー

①
②

2 バッテリーの端子と本体の端子を合わせ、
バッテリーを押し込む。

文字の印刷された面

3 本体とバッテリーカバーのつめを合わせ、つ
めを奥まで差し込む。

4 矢印の方向に閉じ、バッテリーカバーの上部 
（ の部分）を強く押す
ロックレバー バッテリーカバー

つめ

（        の部分を強く押す）

下図のように、ロックレバーが確実にロックされ
ていることを確認してください。
確実にロックされている状態

すきまがある

ロックが不完全な状態

ロックレバーがロックしづらいときは、バッテ
リーカバーの上部（  の部分）を押してロック
レバーを下げてください。

【バッテリーを取りはずす】

1 電源を切った状態で、ロックレバーを下図矢
印の方向へスライドさせながら、バッテリー
カバーを持ち上げる。

ロックレバー

バッテリーカバー

①
②
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2 バッテリーを持ち上げて取りはずす。

バッテリーWT-UB50（3個入り）、をお買い求めになるときは、
お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓口にお問い合わせく
ださい。

コントロールマイクロホンを接続する
別売のコントロールマイクロホンを使用すると、高騒
音下でも明瞭な音で通話することができます。
WT-UM8、WT-UM50、WT-UM52、WT-UM33は、
ポータブルトランシーバー WD-TR350対応のマイクロ
ホンです。

TARK

また、イヤホンマイクアダプターWD-UM300を使用
することで、KENWOODブランドのアクセサリーを接
続することもできます。対応アクセサリーについては、
イヤホンマイクアダプターWD-UM300の取扱説明書
をご覧ください。

ご注意 
• コントロールマイクロホンのプラグは、まっす
ぐ差し込んでください。

• コントロールマイクロホンを接続すると、トラ
ンシーバーの内蔵マイクは使えなくなります。

• 接続するときは、ツインプラグを最後まで挿入
してください。使用中に通話できなくなったり、
プラグが抜けたり、雑音発生の原因となること
があります。

• コントロールマイクロホンWT-UM33など、
ロック式のマイクはロックを解除してから接続
してください。

●

【 「MIC」 の点滅表示】
電源が入った状態でコントロールマイクロホンを接続
すると、誤接続防止のため、表示部に「MIC」が点滅表
示され、すべてのボタン操作、通話ができなくなりま
す。電源を切り、コントロールマイクロホンを接続し
た状態で電源を入れてください。

子機の電源を入れる/切る

ご注意 
システムの電源を入れてから子機の電源を入れて
ください。

【電源を入れる】

［メニュー］ボタンを2秒以上押す。
イヤホンから“ピッ”という音が聞こえ、「グループ通話
モード」になります。

 

表示部が「LINK」から「GRP」の表示に変わらないときは、近くに
接続できるCSがありません。CSと接続できる場所へ移動してく
ださい。

●

準備する
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【電源を切る】

［メニュー］ボタンを2秒以上押す。
表示部のすべての表示が消えます。

イヤホンの音量を調節する
他の子機または多機能操作器 WD-MC30からの音声を
聞きながら、聞きやすい音量に調節します。
本体の［＋］［－］（音量・設定変更）ボタンで音量を調
節します。
どちらかのボタンを一度押すと、音量設定画面が表示
され、［＋］ボタンを押すと音量が大きくなり、［－］ボタ
ンを押すと音量が小さくなります。音量は1（最小）～
10（最大）のあいだで設定ができます。

●

キープロテクトを実行する/解除する
本体の［メニュー］ボタンや［実行］ボタンが動作しない
ようにロックします。

ご注意 
工場出荷時は、電源を入れる/切る操作と緊急通知
以外のファンクションはすべてロックされます。
ロックするファンクションについては、お買い上げ
の販売店または設置業者にお問い合わせください。

【キープロテクトを実行する】

音量・設定変更ボタンの［＋］ボタンを押しながら、
［－］ボタンを3秒以上長押しする
キープロテクトが実行され、表示部に「  」が表示さ
れます。

【キープロテクトを解除する】

音量・設定変更ボタンの［＋］ボタンを押しながら、
［－］ボタンを3秒以上長押しする
キープロテクトが解除され、表示部の「  」が消えま
す。

●
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準備する

機能ボタンにファンクションを割り当
てる

本体の［機能］ボタンにお好みのファンクションを1つ
割り当て、機能ボタンとして使用できます。

ご注意 
［機能］ボタンのファンクションは、あらかじめ設
定されている場合があります。くわしくは、お買
い上げの販売店または設置業者にお問い合わせく
ださい。

1 登録したいファンクションが表示されるまで
［メニュー］ボタンを数回押す
• グループ番号や内線番号などの番号を指定する
場合は、［＋］［－］ボタンで登録したい番号を選
択します。

（例）外線電話取次（HOLD）を登録する

2 本体の［機能］ボタンを3秒以上長押しする
表示部に「COMP」と表示され、イヤホンから
“プーッ”という音が聞こえます。

• すでに別のファンクションがボタンに登録され
ていた場合は、あとから登録したファンクショ
ンに上書きされます。

［機能］ボタン

● ポータブルトランシーバー 
WD-TR300/ワイヤレストラ
ンシーバー WD-WT20の準備

バッテリーを充電する
トランシーバーをお使いになるときは、あらかじめ専
用充電器 WD-C11/WD-C12で充電（約3～4時間）し
てください。

充電するときは、子機の電源をOFFにしてください。
充電中ランプ（赤）が点滅するときは、もう一度入れ直してくださ
い。

電源

WD

CH
AR
GE
R

C1
1

充電
中

充電
完

1

充電
中

充電
完

3

充電
中

充電
完

2

充電
中

充電
完

1

充電
中

充電
完

2

充電
中

充電
完

3

グルー
プ

電源一斉

トーク

応答

音量

グルー
プ切換

オプシ
ョン

 

WD-TR300

PORTABLE TRANSCEIVER

個別

1
音
量
 

3
2グルー

プ

電源一斉

トーク

応答

音量

グルー
プ切換

オプシ
ョン

 

WD-TR300

PORTABLE TRANSCEIVER

個別
1

音
量
 

3
2

ご注意 
• ポータブルトランシーバーWD-TR300/ワイヤ
レストランシーバーWD-WT20を充電するとき
は、必ず専用充電器 WD-C11/WD-C12を使
用してください。

• トランシーバーを使用中に、イヤホンから「ピッ
ピッ、…」（約10秒間隔）というアラーム音がな
り、電源ランプが赤色に点滅する場合は、バッ
テリーが消耗しています。速やかに充電を行
なってください。

• 専用充電器WD-C11では、対応するスロットに子機とバッテ
リーを挿入すると、子機が優先的に充電されます。子機の充
電が完了すると、バッテリーの充電がはじまります。

• 専用充電器WD-C12では、挿入するスロットに関わらず、子
機とバッテリーが同時に充電できます。

●
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コントロールマイクロホンを接続する
別売のコントロールマイクロホンを使用すると、高騒
音下でも明瞭な音で通話することができます。
WT-UM8、WT-UM50、WT-UM52、WT-UM33は、ポー
タブルトランシーバー WD-TR300対応のマイクロホンです。
WD-UM20、WD-UM23は、ワイヤレストランシー
バー WD-WT20専用のマイクロホンです。

TARK

3

ご注意 
• コントロールマイクロホンのプラグは、まっす
ぐ差し込んでください。

• コントロールマイクロホンを接続すると、トラ
ンシーバーの内蔵マイクは使えなくなります。

• 接続するときは、ツインプラグを最後まで挿入して
ください。使用中に通話できなくなったり、プラグ
が抜けたり、雑音発生の原因となることがあります。

また、ポータブルトランシーバーWD-TR300ではイヤ
ホンマイクアダプターWD-UM300を使用することで、
KENWOODブランドのアクセサリーを接続することも
できます。対応アクセサリーについては、イヤホンマイ
クアダプターWD-UM300の取扱説明書をご覧ください。

【音量ランプの点滅表示】
電源が入った状態でコントロールマイクロホンを接続
すると、誤接続防止のため、音量/バッテリー残量表示
ランプの「1」と「3」が点滅し、すべてのボタン操作、通
話ができなくなります。一旦電源を切り、コントロール
マイクロホンを接続した状態で電源を入れてください。
なお、[トーク]ボタンがロックできるものをご使用の
場合は、[トーク]ボタンのロックを解除した状態で電
源を入れてください。

グルー
プ

電源一斉

トーク

応答

音量

グルー
プ切換

オプシ
ョン

 

WD-TR300

PORTABLE TRANSCEIVER

個別

1
音
量
 

3
2

1
2

3

（点滅）

（点滅）

● 子機の電源を入れる/切る

【電源を入れる】

［電源］ボタンを動作ランプが緑色の点滅になるま
で押し続ける。
動作ランプが点滅から緑色の点灯に変われば使用できます。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

動作ランプ

ポータブルトランシーバーWD-TR300では、電源を入れたときに
4秒間バッテリー残量を表示します。（  16ページ）

【電源を切る】

［電源］ボタンを動作ランプが消えるまで押し続ける。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

●
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イヤホンの音量を調節する
他の子機または多機能操作器 WD-MC30からの音声を
聞きながら、聞きやすい音量に調節します。
ポータブルトランシーバーWD-TR300は10段階、ワイ
ヤレストランシーバーWD-WT20は5段階で調節でき
ます。
本体の［音量］ボタンを押すたびに音量が増加します。
最大音量の次は最小音量になります。設定された音量
は、［音量］ボタンを押したときに表示される音量表示
ランプの点灯状態で確かめることができます。（［音量］
ボタンを押していないときは、音量表示ランプは消灯
しています。）

音量表示ランプ
１ ２ ３１ ２ ３  １ ２ ３  １ ２ ３  １ ２ ３  

1・2
（特小）

3・4
（小）

5・6
（中）

7・8
（大）

9・10
（特大）

グルー
プ

電源一斉

トーク

応答

音量

グルー
プ切換

オプシ
ョン

 

WD-TR300

PORTABLE TRANSCEIVER

個別

1
音
量
 

3
2

［音量］ボタン 

音量表示ランプ 

● バッテリーを取り付ける/取りはずす

【バッテリーを取り付ける】
本体にバッテリーのつめを合わせ、バッテリーの上部
をカチッと音がするまで押します。

【バッテリーを取りはずす】
電源を切った状態で、ロックレバーを矢印の向きへス
ライドさせながら、バッテリーを持ち上げます。

バッテリーをお買い求めになるときは、お買い上げ販売店または
お近くのサービス窓口にお問い合わせください。

バッテリー残量を確認する
現在のバッテリー残量を確認することができます。

1 ［電池残量お知らせ］ボタンを押す
※ 電池残量お知らせボタンは、工場出荷時にはボタンに機
能が割り付けられていません。機能を割り付けてお使い
ください。

電池
残量
お知
らせ

音量バッテリー残量表示ランプが２秒間点灯します。

バッテリー残量
音量/バッテリー残量表示ランプ

1 2 3

約30%以上

約30%～10%

約10%以下

：点灯　 ：消灯

●

●

準備する
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多機能操作器 WD-MC30の 
準備

多機能操作器 WD-MC30は、インカム機能全般の操作
と、外線電話（公衆回線）の発着信を行うユニットです。
ここでは多機能操作器 WD-MC30の設定のしかたを説
明します。

［トーク/決定］ボタン 
［▼］ボタン ［▲］ボタン ［メニュー］ボタン

着信音量やディスプレイを調節する 
（ボリュームコントロール）

【モニタースピーカーの音量を調節する】
グループ通話などでモニタースピーカーから音がでて
いるときに、［▲］［▼］ボタンを押す。
［▲］：大きくする  ［▼］：小さくする

●

【ディスプレイのコントラストを変える】

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 1 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「01. LCD
ﾋｮｳｼﾞﾉｳﾄﾞ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 ［▲］［▼］ボタンでコントラストを調節する。
［▲］：濃くする  ［▼］：淡くする

5 調節が終わったら、［トーク/決定］ボタンを押
す。
• ［メニュー］ボタンを押すと、コントラストは変
更されません。
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【着信音の音量を変える】

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 2 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「02. ﾁｬｸｼ
ﾝ ｵﾝﾘｮｳ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 ［▲］［▼］ボタンで着信音の音量を調節する。
［▲］：大きくする  ［▼］：小さくする

5 調節が終わったら、［トーク/決定］ボタンを押
す。
• ［メニュー］ボタンを押すと、着信音の音量は変
更されません。

着信音がなっているときに［▲］［▼］ボタンを押すことでも調節
することができます。

内線電話および外線電話の着信音色を
変える

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 内線電話の着信音を変えるときは 3 ボタン
または［▲］［▼］ボタンで「03. ﾅｲｾﾝﾁｬｸｼﾝｵﾝ」
をえらぶ。外線電話の着信音を変えるときは

4 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「04. ｶﾞｲｾ
ﾝﾁｬｸｼﾝｵﾝ」をえらぶ。

（例）「03. ﾅｲｾﾝﾁｬｸｼﾝｵﾝ」をえらんだとき

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 1 ～ 5 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで着信
音をえらぶ。
えらんだ番号の音色がスピーカーから聞こえます。

5 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すと着信音は変更されま
せん。

●

準備する
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ボタンを押したときの音（キータッチ
トーン）の有無を設定する

ボタンを押すたびに“ピッ”という音を出すことで、ボ
タンを押したことを音で確かめることができます。

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 5 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「05. ｷｰﾀｯﾁ
ﾄｰﾝ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 ［▲］［▼］ボタンでキータッチトーンの「ｱﾘ」 
「ﾅｼ」をえらぶ。
［▲］［▼］ボタンを押すたびに「ｱﾘ」「ﾅｼ」が交互に
変わります。

5 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すとキータッチトーンの
設定は変更されません。

● ［トーク/決定］ボタンの動作を設定する
［トーク/決定］ボタンの動作を、“［トーク/決定］ボタン
を押しているあいだ、マイクがオン”または“［トーク
/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オフが切り換
わる”のどちらかに設定できます。

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 8 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「08. ﾄｰｸ 
ﾎﾞﾀﾝ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 ［▲］［▼］ボタンを押して［トーク/決定］ボタ
ンの動作をえらぶ。
［▲］［▼］ボタンを押すたびに「ｵｼﾃﾙｱｲﾀﾞｵﾝ」
「ｵｽｺﾞﾄﾆｵﾝ」が交互に変わります。

「ｵｼﾃﾙｱｲﾀﾞｵﾝ」：［トーク/決定］ボタンを押してい
るあいだ、マイクがオン

「ｵｽｺﾞﾄﾆｵﾝ」：［トーク/決定］ボタンを押すたびに
マイクのオン/オフが切り換わる

5 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すと［トーク/決定］ボタン
の動作設定は変更されません。

●
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日時・曜日を設定する
ディスプレイに表示される日時や曜日を設定します。

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 0 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「10. ﾄｹｲｾ
ｯﾃｲ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 ダイヤルボタン（テンキー）で→または←の
カーソルが示す項目を設定する。
1）  年（西暦）の2けた目を入力します。 
（例：1を入力）

2）  カーソルが←になり、年の1けた目を入力します。 
（例：1を入力）

3）  月の2けた目を入力します。 
（例：0を入力）

● 4）  月の1けた目を入力します。 
（例：4を入力）

5）  同様に日・時・分を入力します。

変更の必要がないときは［保留］ボタンを押すたび
にカーソルが以下のように移動します。

年 月 日

分 時

5 設定が終わったら、［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すとを押すと日時、曜日
は変更されません。

準備する
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マイクの感度を調整する
多機能操作器WD-MC30のマイクの感度を8段階で調
整します。

ご注意 
次のような場合は、マイクの感度の調整はできま
せん。
• 受話音量変更中のとき
• 着信音量変更中のとき
• ［トーク/決定］ボタンを押してもランプが点灯し
ないとき（内線電話待機状態、接続している電話
機の受話器がオフフックの場合などは、［トーク
/決定］ボタンの操作が無効になっています）

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

● 2 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、［▲］［▼］
ボタンでマイクの感度を調節する。
［▲］：大きくする  ［▼］：小さくする

• ［トーク/決定］ボタンのランプが点灯し、ディス
プレイに「ﾏｲｸ」と表示されていることを確認し
て操作してください。
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通話をする

動作モードについて

通話には、8つの動作モードがあります。（32ページ、33ページ）

動作モードの名前 動作状態
グループ通話
グループ切換

  34ページ、 
40ページ

インカムとしての動作モードです。話の内容は同一グループ内すべての人に聞こえます。

一斉連絡※

（一斉呼出）
 35ページ

使用しているすべてのグループ全員を呼び出しするときのモードです。一斉呼出をした人はインカムの音声
は聞こえません。

一斉連絡※

（一斉通話）
 38ページ

使用しているすべてのグループ全員と通話するときのモードです。

招集通話
 42ページ

あらかじめ設定した招集メンバー（複数の相手）と通話するときのモードです。

個別呼出
 44ページ

あらかじめ設定した特定の相手を呼び出し通話するモードです。ファンクションボタンで相手を設定できま
す。通話の内容は他のメンバーには聞こえません。

※  一斉呼出/一斉通話は、システムデータの設定でどちらかを選択します。同時に使用することはできません。工場出荷時は、一斉呼出に
設定されています。

※  一斉呼出/一斉通話は、システムデータの設定でどちらかを選択します。同時に使用することはできません。工場出荷時は、一斉呼出に
設定されています。
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動作モードの名前 動作状態
個別通話

 46ページ

一斉呼出や個別呼出、外線電話からの呼び出しに応答することで相手と1対1で個別に通話できるモードです。
相手と電話のように会話ができ、その内容は他の人には聞こえません。

システムデータの設定により、以下の2つの運用形態があります。
• 内線電話方式：内線電話と同じ通話状態になります。この間は一斉連絡は聞こえません。
• 個別グループ方式：個別通話中でも一斉連絡が聞こえる通話状態です。個別通話ですべての個別グループ
を使用しているときは、個別呼び出しをしたり、一斉連絡に応答することはできません。

放送
 48ページ

構内放送やフロア放送するときのモードです。構内（フロア）放送設備、音声入出力ユニットWD-AF30と接続
されている必要があります。

ヒアリング
 56ページ

（WD-TR350、WD-TR300）

ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300を通話の受信専用子機として使用するモードです。
少ないCSでより多くの子機を運用することができます。特定の人のみ指示や返事を行い、他の人はその内容
を聞くことだけが多い場合などに有効です。

ご注意 
ヒアリングモードは使用できる環境や子機の動作に制限があります。くわしくは、お買い上げの
販売店または設置業者にお問い合わせください。

電話
 64ページ

（WD-MC30、WD-TR350、
WD-TR300）

多機能操作器WD-MC30を電話端末として使用することができます。
また、ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300で外線の発着信ができます。

用語の紹介

• インカム：スタッフ間のコミュニケーションを円滑に行うために使用する同時双方向通信できる通信装置のことです。

• グループ：本システムをご使用になる方々の区分けです。担当業務などによって分けられます。

• 招集：グループの中から、さらに特定のメンバーを選定することです。
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インカム通話をする 
（グループ通話モード）

自分の属しているインカムグループの全員と通話した
いときに使用します。

• グループ分けの変更については、お買い上げ販売店
または設置業者にお問い合わせください。

子機で操作する場合

子機の電源を入れると、「グループ通話モード」になります。

1 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-

TR300は、コントロールマイクロホンを装着し
なくても本体のボタンでトークボタンの操作を
することができます。

TARK

（例） タイピン接話型のコントロールマイクロホン
を使用しているとき

2 話し終えたら、［トーク］ボタンをはなす。

TARK

●

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

（例）グループ1、2に設定しているとき

2 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイクに
向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。

［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができます。
それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オ
フが切り換わるようにもできます。

●

通話をする
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3 話し終えたら、［トーク/決定］ボタンをはなす。
［トーク/決定］ボタンのランプが消灯します。

内線電話待機中にもどる場合は、［スピーカー］ボタンを押します。

すべてのグループに対して呼
びかける（一斉呼出モード）

使用しているすべてのグループ全員に呼び出しを行い
ます。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  ALL 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 ［実行］ボタンを押す。
「送信」が点滅し、イヤホンから“ピポーピポー”と
いう音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

●
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3 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

• 一斉呼出モードの場合は、相手が応答操作をす
るまではイヤホンからは音声は聞こえません。

TARK

ここで相手が応答操作をすることにより、個別通話に移ることも
できます。  個別通話モード（46ページ）

4 話し終えたら、「GRP」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［一斉］ボタンを押す。
イヤホンから“ピポーピポー”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

一
斉

●

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

• 一斉呼出モードの場合は、相手が応答操作をす
るまではイヤホンからは音声は聞こえません。

TARK

ここで相手が応答操作をすることにより、個別通話に移ることも
できます。  個別通話モード（46ページ）

3 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

通話をする
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多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

2 ［一斉］ボタンを押す。
［一斉］ボタンのランプが点灯し、スピーカーから
“ピポーピポー”という音が聞こえます。
• “プップッ”という音（無効音）が聞こえた場合
は、しばらくしてからやり直してください。

● 3 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイク
に向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。

• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

• 一斉呼出モードの場合は、相手が応答操作をす
るまではイヤホンからは音声は聞こえません。

• ［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができま
す。それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクの
オン/オフが切り換わるようにもできます。

• ここで相手が応答操作をすることにより、個別通話に移るこ
ともできます。  

 個別通話モード（46ページ）

4 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。
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すべてのグループと通話する
（一斉通話モード）

使用しているすべてのグループ全員と通話します。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  ALL 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 ［実行］ボタンを押す。
「送信」、「受信」が表示され、イヤホンから“ピポー
ピポー”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

3 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

TARK

●

4 話し終えたら、「GRP」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 「グループ通話モード」にもどる操作は1～2で一
斉通話の操作を実行した人のみできます。

• 「グループ通話モード」にもどると、相手も自動
的に「グループ通話モード」にもどります。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［一斉］ボタンを押す。
イヤホンから“ピポーピポー”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

一
斉

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

TARK

●

通話をする
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3 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 「グループ通話モード」にもどる操作は1で［一
斉］ボタンを押した人のみできます。

• 「グループ通話モード」にもどると、相手も自動
的に「グループ通話モード」にもどります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

●

2 ［一斉］ボタンを押す。
［一斉］ボタンのランプが点灯し、スピーカーから
“ピポーピポー”という音が聞こえます。
• “プップッ”という音（無効音）が聞こえた場合
は、しばらくしてからやり直してください。

3 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイク
に向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。
• システムデータの設定により、個別グループを
使用していない場合は、個別通話をしている子
機に対して一斉連絡はできません。

［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができます。
それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オ
フが切り換わるようにもできます。

4 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。
• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。

• 「グループ通話モード」にもどると、相手も自動
的に「グループ通話モード」にもどります。
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グループを切り換えて通話す
る（グループ切換モード）

切り換えた先のグループと通話ができます。

ご注意 
グループ切り換えをするためには、システムデー
タの設定変更が必要です（WD-TR350を除く）。設
定変更は、お買い上げ販売店または設置業者にお
問い合わせください。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  GRP 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 目的のグループが表示されるまで［＋］［－］
ボタンを数回押す。

●

3 ［実行］ボタンを押す。
イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

グループ通話モードと同じグループを選択した場合は、グループ
番号に「hom」と表示されます。

4 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

5 話し終えたら、「hom」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

通話をする
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子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

ご注意 
あらかじめシステムデータにより設定されたグ
ループに切り換えます。グループの設定について
は、お買い上げ販売店または設置業者にお問い合
わせください。

1 ［グループ切換］ボタンを押す。
※ 「グループ切換」ボタンには、工場出荷時には機能が割り
付けられていません。機能を割り付けてお使いください。

イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
切
換

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 話し終えたら［グループ］ボタンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

● 多機能操作器WD-MC30で操作する場合

ご注意 
あらかじめシステムデータにより設定されたグ
ループに切り換えます。グループの設定について
は、お買い上げ販売店または設置業者にお問い合
わせください。

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

2 切り換えたいグループの［グループ切換］ボタ
ンを押す。
※ 「グループ切換」機能は工場出荷時には割り付けられてい
ません。任意のファンクションボタンに機能を割り付け
てお使いください。

［グループ切換］ボタンのランプが点灯し、スピー
カーから“ピッ”という音が聞こえます。

（例）切り換えるグループを5、6、7に設定

●
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3 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイク
に向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。

［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができます。
それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オ
フが切り換わるようにもできます。

4 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
もとのグループの「グループ通話モード」にもどり
ます。

• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。

特定の複数子機と通話する
（招集通話モード）
あらかじめ設定している特定の複数の相手と連絡をし
たいときに使います。

• 呼び出し先の設定については、お買い上げ販売店ま
たは設置業者にお問い合わせください。

子機WD-TR350で操作する場合
1 「  MTG 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 ［実行］ボタンを押す。
「送信」が表示され、イヤホンから“ピポポ”という
音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

3 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• 呼び出し先が個別通話をしている場合、個別通
話をしている人には聞こえません。

TARK

●

通話をする
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4 招集通話を終えたら、「GRP」が表示されるま
で［実行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 「グループ通話モード」にもどる操作は1～2で招
集の操作を実行した人のみできます。

• 「グループ通話モード」にもどると、相手も自動
的に「グループ通話モード」にもどります。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［招集］ボタンを押す。
※ 「招集」機能は工場出荷時には割り付けられていません。
任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いください。

イヤホンから“ピポポ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

招
集

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• 呼び出し先が個別通話をしている場合、個別通
話をしている人には聞こえません。

TARK

●

3 招集通話を終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 「グループ通話モード」にもどる操作は1で［招
集］ボタンを押した人のみできます。

• 「グループ通話モード」にもどると、相手も自動
的に「グループ通話モード」にもどります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

●
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2 ［招集］ボタンを押す。
※ 「招集」機能は工場出荷時には割り付けられていません。
任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお使い
ください。

［招集］ボタンのランプが点灯します。

スピーカーから“ピポポ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

3 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイク
に向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。

• 個別通話や放送をしている人には聞こえませ
ん。

［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができます。
それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オ
フが切り換わるようにもできます。

4 招集通話を終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。

特定の相手を呼び出す（個別
呼出モード）

あらかじめ設定している特定の相手と個別通話をした
いときに使います。

• 呼び出し先の設定については、お買い上げ販売店ま
たは設置業者にお問い合わせください。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  NUM 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 目的の内線電話番号が表示されるまで［＋］
［－］ボタンを数回押す。

内線電話番号は3けたまでしか表示されません。4けたの内線電
話番号は次のように表示されます。
例）「1201」の場合：120 → 201 → 01 → 1 → 120 → 201...

●

通話をする
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3 ［実行］ボタンを押す。
「送信」が点滅し、イヤホンから“トゥルルルルル”
という音が聞こえます。
呼び出した相手が応答操作をすると、通話ができま
す。［トーク］ボタンを押しながら話してください。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

4 話し終えたら、「GRP」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 相手も自動的に「グループ通話モード」にもどりま
す。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［個別］ボタンを押す。
イヤホンから“トゥルルルルル”という音が聞こえ
ます。

呼び出した相手が応答操作をすると、通話ができま
す。［トーク］ボタンを押しながら話してください。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

個
別
 

●

2 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 相手も自動的に「グループ通話モード」にもどりま
す。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

●
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2 ［個別］ボタンを押す。
［個別］ボタンのランプが点灯します。
スピーカーから“トゥルルルルル”という音が聞こ
えます。
呼び出した相手が応答操作をすると、通話ができ
ます。［トーク/決定］ボタンを押しながら話してく
ださい。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

• 呼び出す相手の番号を入力して呼び出すこともできます。
  内線電話をかける（64ページ）
• ［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができま
す。それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクの
オン/オフが切り換わるようにもできます。

3 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。

個別呼出や一斉呼出に応答す
る（個別通話モード）

個別に呼び出されたときや、一斉呼出を受けて個別に
通話したいとき、転送された外線電話に応じるときに
使います。

ご注意 
個別通話には内線電話方式と個別グループ方式が
あります。個別グループ方式に設定している場合
で、個別グループに空きがない状態のときには
“プップッ”という音（無効音）が聞こえ、応答でき
ません。システムデータの設定については、お買
い上げ販売店または設置業者にお問い合わせくだ
さい。

子機WD-TR350で操作する場合

1 着信音がなったら、［実行］ボタンを押す。
※ 個別呼出のときイヤホンから“ピッ”という音が聞こえま
す。一斉呼出のときは呼出音ではなく呼び出しの音声が
聞こえます。

内線電話番号は3けたまでしか表示されません。4けたの内線電
話番号は次のように表示されます。
例）「1201」の場合：120 → 201 → 01 → 1 → 120 → 201...

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• 通話の内容は他の人には聞こえていません。

TARK

●

通話をする
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3 話し終えたら、「GRP」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 一方が「グループ通話モード」にもどると、相手
も自動的に「グループ通話モード」にもどります。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 着信音がなったら、［応答］ボタンを押す。
※ 個別呼出のときイヤホンから“ピッ”という音が聞こえま
す。一斉呼出のときは呼出音ではなく呼び出しの音声が
聞こえます。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換
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ショ
ン
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応
答

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。
• 通話の内容は他の人には聞こえていません。

TARK

3 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

• 一方が「グループ通話モード」にもどると、相手
も自動的に「グループ通話モード」にもどります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換
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ショ
ン

個別
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●

通話の相手が先に電話を切った場合は、必ず［グループ］ボタンを
押してください。

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 着信音がなったら、［応答］ボタンを押す。
※ 個別呼出のときイヤホンから“ピッ”という音が聞こえま
す。一斉呼出のときは呼出音ではなく呼び出しの音声が
聞こえます。

［トーク/決定］ボタンを押しながら話してください。

2 話し終えたら、［グループ］ボタンまたは［ス
ピーカー］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 一方が「グループ通話モード」にもどると、相手
も自動的に「グループ通話モード」にもどります。

●
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放送する（放送モード）

構内やフロア内などに、直接放送したいとき使用しま
す。

ご注意 
「放送モード」を使用するには、システムに音声入
出力ユニットWD-AF30が接続されていて、チャン
ネルが「放送出力」モードに設定されている必要が
あります。
また、多機能操作器および子機に放送機能を設定
する必要があります。
接続と設定は、お買い上げの販売店または設置業
者にお問い合わせください。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  SPK 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。

2 目的の放送グループ番号（1～8、ALL）が表示
されるまで［＋］［－］ボタンを数回押す。

「ALL」にするとすべての放送グループに一斉に放送ができます。

●

3 ［実行］ボタンを押す。
「送信」が点灯し、イヤホンから“ピッ”という音が
聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

4 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

5 放送を終えたら、「GRP」が表示されるまで［実
行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

通話をする
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子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［放送］ボタンを押す。
※ 「放送」機能は工場出荷時には割り付けられていません。
任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いください。

イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

放
送

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 放送を終えたら、［グループ］ボタンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

WD-TR300
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● 多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［グループ］ボタンを押す。
［グループ］ボタンと［スピーカー］ボタンのランプ
が点灯します。

• グループ通話中はこの操作は不要です。

2 ［放送］ボタンを押す。
※ 「放送」機能は工場出荷時には割り付けられていません。
任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお使い
ください。

［放送］ボタンのランプが点灯します。

スピーカーから“ピッ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

●
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3 ［トーク/決定］ボタンを押しながら、マイク
に向かって話す。
［トーク/決定］ボタンのランプが点灯します。

［トーク/決定］ボタンは動作の設定を変更することができます。
それにより、［トーク/決定］ボタンを押すたびにマイクのオン/オ
フが切り換わるようにもできます。

4 話し終えたら、［グループ］ボタンを押す。
「グループ通話モード」にもどります。

• 内線電話待機中にしたいときは、［スピーカー］
ボタンを押します。

特番で放送する
多機能操作器WD-MC30では特番を利用して放送を行
うことができます。

1 ［スピーカー］ボタンを押す。
［スピーカー］ボタンのランプが点灯し、スピー
カーから「プープー」音が聞こえます。

グループ通話中に特番で放送する場合は、［スピーカー］ボタンで
はなく、ダイヤルボタンの 8  を押してください。

2 ダイヤルボタンで“802”をダイヤルする。

3 ダイヤルボタンで放送したいグループをダイ
ヤルする。
• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

“0”をダイヤルすると一斉放送となります。

4 話し終えたら、［スピーカー］ボタンまたはダ
イヤルボタンを押す。
内線電話待機中にもどります。

グループ通話中に放送をはじめた場合は、［スピーカー］ボタンで
はなく、［グループ］ボタンを押してください。「グループ通話モー
ド」にもどります。

通話をする
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外部機器を制御する

外部音源を起動するなどの外部機器制御をすることが
できます。

ご注意 
あらかじめシステムデータにより設定された外部
機器の制御を行います。機器の設定については、
お買い上げ販売店または設置業者にお問い合わせ
ください。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  EXT 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。
※ 「外部制御」機能は工場出荷時にはメニュー画面に表示さ
れません。システムデータの設定によりメニュー画面に
表示する機能を変更してお使いください。

2 目的の機器番号が表示されるまで［＋］［－］
ボタンを数回押す。

●

3 ［実行］ボタンを押す。
イヤホンから“ピポ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

このときもグループ通話はふつうにすることがで
きます。

制御をもとにもどすときは、再度メニュー画面か
ら「EXT」を選択し、実行します。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［外部制御］ボタンを押す。
※ 「外部制御」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いくださ
い。

イヤホンから“ピポ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

外
部
制
御

このときもグループ通話はふつうにすることがで
きます。

制御をもとにもどすときは、［外部制御］ボタンを
押します。

●
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多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［外部制御］ボタンを押す。
※ 「外部制御」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお
使いください。

［外部制御］ボタンのランプが点灯し、スピーカー
から“ピポ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

外部制御

内線電話待機中に［外部制御］ボタンを押したとき

グループ通話中に押したとき

制御をもとにもどすときは、［外部制御］ボタンを
押します。

［外部制御］ボタンのランプが消灯します。

「E1」は外部制御1に設定しているときの表示です。外部制御2は
「E2」と表示されます。

● 外部音源を起動する

外部音源（PA-DR600）に登録されている音声メッセー
ジをグループ通話または外部に送出します。

ご注意 
あらかじめシステムデータにより設定された音源
を起動します。外部音源の設定については、お買
い上げ販売店または設置業者にお問い合わせくだ
さい。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  SUND 」が表示されるまで［メニュー］ボ
タンを数回押す。
※ 「外部音源」機能は工場出荷時にはメニュー画面に表示さ
れません。システムデータの設定によりメニュー画面に
表示する機能を変更してお使いください。

2 目的の番号が表示されるまで［＋］［－］ボタ
ンを数回押す。

●

通話をする
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3 ［実行］ボタンを押す。
イヤホンから“ピポ”という音が聞こえ、音声メッ
セージが送出されます。

このときもグループ通話はふつうにすることがで
きます。

子機WD-TR300/ WD-WT20で操作す
る場合

1 ［外部音源］ボタンを押す。
※ 「外部音源」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いくださ
い。

イヤホンから“ピポ”という音が聞こえ、音声メッ
セージが送出されます。

外
部
音
源

このときもグループ通話はふつうにすることがで
きます。

●

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［外部音源］ボタンを押す。
※ 「外部音源」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお
使いください。

スピーカーから“ピポ”という音が聞こえ、音声
メッセージが送出されます。

外部音源

数秒間表示されたあと、もとの表示にもどります。

●
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接続するCSを切り換える
現在接続しているCSから別のCSへ手動で接続を切り
換える「手動ハンドオーバー」を行います。
インカム通話中に音声の途切れが多くなったり、明瞭
に聞こえない場合に、接続するCSを切り換えることで
改善されることがあります。

ワイヤレストランシーバーWD-WT20は手動ハンドオーバー機能
に対応していません。

子機WD-TR350で操作する場合

1 「  H/O 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。
※ 「手動ハンドオーバー」機能は工場出荷時にはメニュー画
面に表示されません。システムデータの設定によりメ
ニュー画面に表示する機能を変更してお使いください。

2 ［実行］ボタンを押す。
他のCSに再接続します。

●

子機WD-TR300で操作する場合

1 ［手動ハンドオーバー］ボタンを押す。
※ 「手動ハンドオーバー」機能は工場出荷時には割り付けら
れていません。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお
使いください。

他のCSに再接続します。

手動
ハン
ドオ
ーバ
ー

●

通話をする



55

は
じ
め
に

準
備
す
る

通
話
を
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
モ
ー
ド
を
使
う

電
話
機
能
を
使
う

そ
の
他

子機の使用中のお知らせ音について

子機は、使用しているモードや状況により、イヤホンからお知らせ音が聞こえます。
各お知らせ音の名前および内容は、下表をご覧ください。

お知らせ音 名前 状況
ピッ モード切換音 グループ切換、構内放送等で通話モードが切り換わったとき。一斉、

個別、招集状態からグループ通話にもどったとき。

プップッ 無効音 ボタン操作が無効のとき。子機の動作モードが変わらなかったとき。
すでにそのモードになっているとき。

トゥルルルルル 個別呼出音※ 個別呼出で相手を呼び出しているとき。

ピピピピ 個別着信音※ 個別呼出を受けているとき。

プポピポ 外線電話着信音※ 外線電話（公衆回線）がかかってきているとき。

ピポーピポー 一斉連絡音 一斉連絡（一斉呼出、一斉通話）を実行したとき。

ピポポ 招集通話音 招集通話を実行したとき。

パポ 取次完了音 他の端末への外線電話の取次が完了したとき。

プーッ、… 圏外音 電波の弱いところに移動したり、CSに空きチャンネルがないときに
［トーク］ボタンを押したとき。
個別呼出で相手がでられない（相手が通話エリア外、電源が入っていな
い、個別通話をしている）とき。グループ通話にもどる操作をしてくだ
さい。

ピッピッ、…（10秒間隔） バッテリー残量低下
（警告音）

充電式電池のバッテリー残量が少なくなってきたとき。速やかに充電
するか充電済みのバッテリーと交換してください。

プッ…プッ…プッ… ヒアリングスレーブ
通話移行音

ヒアリングスレーブ運用中に、通話の送信を行うモードに切り換わる
とき。

プッ ヒアリングスレーブ
通話切換音

ヒアリングスレーブ運用中に、通話の送信を行うモードに切り換わっ
たとき。

ピッピッピッ… その他の警告音 バッテリー残量がほとんどなくなったとき。充電するか、充電済みの
バッテリーと交換してください。

※  工場出荷時の設定です。システムデータの設定変更により、お知らせ音を変更することができます。
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ヒアリングモードを使う

ヒアリングモードについて

本システムには、複数の子機が通話の受信だけを行う「ヒアリングモード」があります。
ヒアリングモードは使用できる環境や子機の動作に制限がありますが、少ないCSでより多くの子機を運用すること
ができます。特定の人のみ指示や返事を行い、他の人はその内容を聞くことだけが多い場合などに有効です。

ご注意 
ヒアリングモードを使用するためには、子機データの設定が必要です。設定変更はお買い上げ販売店または設置業者にお問
い合わせください。

ヒアリングモードの概要
ヒアリングモードでは、子機をマスター子機（ヒアリングマスター）とスレーブ子機（ヒアリングスレーブ）で運用し
ます。
ヒアリンググループとは、ヒアリングマスターとヒアリングスレーブで構成されたグループです。
• ヒアリングマスターは、セルステーション（CS）に常に接続した子機です。通話の送信と受信の両方ができます。
• ヒアリングスレーブは、設定されたヒアリンググループと同じヒアリングマスターの通話を受信します。
• ヒアリングマスターは、インカムグループの切り換えができます。
• ヒアリングスレーブは、ヒアリンググループ切り換え操作で、別のヒアリンググループに移動することができます。
• ヒアリングモードに設定された子機は、電源を入れるとヒアリングモードで起動します。
• ヒアリングマスターとヒアリングスレーブのどちらに設定されているかは、表示部または動作ランプの表示で確認
できます。（  58ページ）

• CSに空きチャンネルがある場合、ヒアリングスレーブは通話を受信するだけでなく、送信もできます。
• ヒアリングスレーブでの通話の送信方法については、「ヒアリングスレーブ子機から通話する」（  59ページ）をご
覧ください。

• ヒアリングモードに設定された子機と通常モードの子機は同じシステム内で混在して使用できます。
• ヒアリングモードに設定された子機は、１つのシステムで64台まで使用できます。
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通常モード
（通話可能）

ヒアリングモード

ヒアリング
マスター
（通話可能） ヒアリングスレーブ

（通話の受信のみ可能）

セルステーションWD-T300

●
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ヒアリングモードの制限事項

対応機種：
• ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300
※ワイヤレストランシーバーWD-WT20は対応していません。

ご注意 
ポータブルトランシーバーWD-TR350/WD-TR300を使用する場合は、次の機器を使用してください。

• メインコントローラーWD-M300(E)タイプ以降
•  セルステーションWD-T300(E)タイプ以降

(E)より前のタイプをご使用の場合、機能の一部がお使いいただけない場合があります。

使用環境：
• ヒアリングマスターの電源が入っていないとヒアリングモードの運用ができません。 
確実に運用するためにヒアリングマスターのバッテリー残量にご注意ください。 
（ヒアリングスレーブだけでの運用はできません。）

• ヒアリングマスターが圏外になると、ヒアリングスレーブは通話を聞くことができなくなります。

• ヒアリングスレーブがヒアリングマスターから離れすぎると、音声途切れが発生したり、通話が聞こえなくなりま
す。

• ヒアリングモードの通話可能エリアのめやすは、接続しているCSから屋内で30 m～60 m、屋外で約100 m以内です。 
建物の構造や障害物の有無により通話可能エリアが狭くなることがあります。

動作の制限：
ヒアリングモードに設定された子機はできる操作につぎのような制約があります。

• ヒアリングマスターでできる操作
1. 音量変更
2. インカムグループの切り換え
3. [トーク]ボタンによる通話
4. 手動ハンドオーバー

• ヒアリングスレーブでできる操作
1. 音量変更
2. ヒアリンググループの切り換え
3. [トーク]ボタンによる通話

 ※ 通話をするにはCSに空きチャンネルが必要です。 
通話ができる状態になるまでに時間がかかることがあります。

●
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ヒアリングモードの表示

お使いの子機がヒアリングモードに設定されている場
合、電源を入れるとヒアリングモードで起動します。
子機がヒアリングマスターとヒアリングスレーブのど
ちらに設定されているかは、表示部または動作ランプ
の表示で確認することができます。

子機WD-TR350の表示

ヒアリングマスター
表示部に「HEAR」、「グループ」と「送信」、「受信」が表示
されます。

ヒアリングスレーブ
表示部に「HEAR」、「ヒアリンググループ」と「受信」が表
示されます。

●

子機WD-TR300の表示

ヒアリングマスター
動作ランプが橙色に点滅します。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

橙色に点滅

点滅の間隔は通常より長いため、10秒以上動作ランプの状態を
確認してください。

ヒアリングスレーブ
動作ランプが橙色に点灯します。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

橙色に点灯

●

ヒアリングモードを使う
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ヒアリングスレーブ子機から
通話する

ヒアリングスレーブから通話するには、通話の受信の
みを行うモードから一時的に通話の送信を行うモード
に切り換えます。

ご注意 
通話を送信するモードや受信のみを行うモードへ
の切り換えは、システムの設定や電波環境により
時間が長くなることがあります。システム設定に
ついては、お買い上げ販売店または設置業者にお
問い合わせください。

ヒアリングマスターでの通話の送信に特別な制限はありません。

子機WD-TR350で操作する場合

1 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押し続ける。
通話が聞こえ続け、“プッ…プッ…プッ”という
音が混って聞こえます。通話の送信を行うモー
ドに切り換わると“プッ”という切換音が聞こえ、
「HEAR」、「受信」および「送信」が表示されます。

• 約5秒［トーク］ボタンを押し続けても通話が聞
こえ続け、“プッ…プッ…プッ”という音が聞こ
える状態が続くときは、しばらくしてからやり
直してください。

TARK

●

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押したまま、マイクに向かって話す。

3 話し終えたら、［トーク］ボタンをはなす。
［トーク］ボタンをはなして一定時間（約5秒）経過する
と、「LINK」が表示され、イヤホンから“プーッ、･･･”
という音が聞こえます。通話の受信のみを行うモー
ドに切り換わり、「HEAR」と「受信」が表示されます。

子機WD-TR300で操作する場合

1 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押し続ける。
通話が聞こえ続け、“プッ…プッ…プッ”という音
が混って聞こえます。通話の送信を行うモードに
切り換わると“プッ”という切換音が聞こえ、動作
ランプが橙色に点滅します。

• 約5秒［トーク］ボタンを押し続けても通話が聞
こえ続け、“プッ…プッ…プッ”という音が聞こ
える状態が続くときは、しばらくしてからやり
直してください。

TARK

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
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橙色に点滅

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押したまま、マイクに向かって話す。

3 話し終えたら、［トーク］ボタンをはなす。
［トーク］ボタンをはなして一定時間（約5秒）経過する
と、動作ランプが赤色に点灯し、イヤホンから“プーッ、
･･･”という音が聞こえます。通話の受信のみを行う
モードに切り換わり、動作ランプが橙色に点灯します。

●
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ヒアリングスレーブでヒアリンググループを移動する

複数のヒアリンググループが運用されているときは、ヒアリングスレーブ子機のヒアリンググループ切り換え操作
で、別のヒアリンググループに移動することができます。
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通常モード
（通話可能）

ヒアリンググループA

ヒアリンググループB

ヒアリング
マスター
（通話可能）

ヒアリンググループ
切り換え操作をする

ヒアリングスレーブ
（通話の受信のみ可能）

セルステーションWD-T300

CS1

CS2

インカムグループ1

インカムグループ2
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TR300

PORTABLE
TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

WD-
TR300

PORTABLE
TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

通常モード
（通話可能）

ヒアリング
マスター
（通話可能） ヒアリングスレーブ

（通話の受信のみ可能）

セルステーションWD-T300

ヒアリングモードを使う
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子機WD-TR350で操作する場合

1 [メニュー]ボタンを押す。

2 目的のヒアリンググループが表示されるまで
[＋][－]ボタンを数回押す。

3 [実行]ボタンを押す。
イヤホンから“ピッ”という音が聞こえ、表示が
「LINK」に切り換わります。しばらくすると再び
「HEAR」に切り換わり、目的のヒアリンググルー
プに接続され、通話を聞くことができます。

4 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

5 元のグループにもどるときは、「hom」が表示
されるまで［実行］ボタンを押し続ける。
自分のヒアリンググループにもどります。

● 子機WD-TR300で操作する場合

1 [グループ切換]ボタンを押す。
※ [グループ切換]機能は工場出荷時には割り付けられてい
ません。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いく
ださい。

イヤホンから“ピッ”という音が聞こえ、動作ラン
プが赤色に点灯します。

しばらくすると動作ランプが橙色に点灯し、目的
のヒアリンググループに接続され、通話を聞くこ
とができます。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
切
換

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 元のグループにもどるときは、［グループ］ボ
タンを押す。
自分のヒアリンググループにもどります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

●
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ヒアリングマスターでグループ切り換えを行う

ヒアリングマスターのグループ切り換えを行うことができます。ヒアリングマスターがグループ切り換えを行った
場合、同じヒアリンググループのヒアリングスレーブの通話も変わります。

WD-
TR300

PORTABLE
TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

WD-
TR300

PORTABLE
TRANSCEIVER

グ
ル
ー
プ

電
源

一
斉

ト
ー
ク

応
答

音
量

グ
ル
ー
プ
切
換

オ
プ
シ
ョ
ン

個
別

通常モード
（通話可能）

通常モード
（通話可能）

ヒアリンググループA

ヒアリンググループA

ヒアリング
マスター
（通話可能）

ヒアリングスレーブ
（通話の受信のみ可能）

インカムグループ1

インカムグループ2

通常モード
（通話可能）

通常モード
（通話可能）

ヒアリング
マスター
（通話可能） ヒアリングスレーブ

（通話の受信のみ可能）

グループ
切り換え操作をする

ヒアリンググループA全員がグループ2へ移動

ご注意 
ヒアリングマスターがグループ切り換え操作を行なっているときは、ヒアリング
スレーブとの通話が一旦途切れます。

ヒアリングモードを使う
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子機WD-TR350で操作する場合

1 「  GRP 」が表示されるまで[メニュー]ボタン
を数回押す。

2 目的のグループが表示されるまで[＋][－]ボ
タンを数回押す。

3 [実行]ボタンを押す。
イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

グループ通話モードと同じグループを選択した場合は、グループ
番号に「hom」と表示されます。

4 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

● 5 元のグループにもどるときは、「hom」が表示
されるまで［実行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

子機WD-TR300で操作する場合

1 ［グループ切換］ボタンを押す。
※ 「 グループ切換」ボタンには、工場出荷時には機能が割り
付けられていません。機能を割り付けてお使いください。

イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
切
換

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 元のグループにもどるときは、［グループ］ボ
タンを押す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

グ
ル
ー
プ
 

電
源
 

●



64

電話機能を使う

内線電話をかける

子機や他の多機能操作器WD-MC30を呼び出すことが
できます。

1 インカム通話中に、ダイヤルボタンで通話し
たい相手の内線電話番号をダイヤルする。

（例）内線電話番号が“210”のとき

内線電話待機中に内線電話をかける場合は、［スピーカー］ボタン
を押してから内線電話番号をダイヤルします。

2 呼出音がなり、相手が応答したら、［トーク
/決定］ボタンを押しながらマイクに向かって
話す。

3 通話が終了したら［スピーカー］ボタンを押
す。
内線電話待機中にもどります。

• 相手の内線電話番号をダイヤルしたあとに［スピー
カー］ボタンを押しても、電話をかけることができます。

• 内線電話番号を4けたで登録している場合は、番号は4
けたで表示されます。

電話を受ける

外線電話や内線電話がかかってきたとき、応答するこ
とができます。

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 着信音がなったら、［スピーカー］ボタンまた
は［応答］ボタンを押す。
着信音がなると、［応答］ボタンのランプが点滅し
ます。

2 ［トーク/決定］ボタンを押しながらマイクに
向かって話す。

3 通話が終了したら［スピーカー］ボタンを押
す。

グループ通話中に電話を受けた場合は、［グループ］ボタンを押し
ても通話を終了できます。

●

メインコントローラーWD-M300と接続したときに多機能操作器 WD-MC30を電話機として使うこともできます。
外線電話の発着信と取次は、ポータブルトランシーバーWD-TR350でも行うことができます。
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子機WD-TR350で操作する場合

1 着信音がなったら、［実行］ボタンを押す。
着信音がなると、「受信」が点滅します。

• 個別通話中に着信に応答した場合、相手は「グ
ループ通話モード」にもどります。

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 通話が終了したら、 「GRP」が表示されるま
で［実行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

● 子機WD-TR300で操作する場合

1 着信音がなったら、［応答］ボタンを押す。
• 個別通話中に着信に応答した場合、相手は「グ
ループ通話モード」にもどります。

WD-TR300
PORTABLE TRANSCEIVER

グル
ープ

電源

一斉

トー
ク

応答 音量

グル
ープ
切換

オプ
ショ
ン

個別

応
答

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 通話が終了したら、 ［グループ］ボタンを押
す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

●
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外線電話をかける

ご注意 
外線電話を使用する場合は、システムデータの設
定で「外線発信許可」の設定が必要です。設定につ
いては、お買い上げ販売店または設置業者にお問
い合わせください。

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 ［スピーカー］ボタンを押す。
［スピーカー］ボタンのランプが点灯し、スピー
カーから「プープー」音が聞こえます。

• グループ通話中は、この操作は不要です。

2 ダイヤルボタンの 0 をダイヤルし、スピー
カーから「ツー」音が聞こえたら続けて相手先
電話番号をダイヤルする。

（例）外線電話番号が“0123456789”のとき

3 呼出音がなり、相手がでたら通話する。

4 通話が終了したら［スピーカー］ボタンを押
す。
内線電話待機中にもどります。

相手先電話番号をダイヤルしたあとに［スピーカー］ボタンを押し
ても、電話をかけることができます。

●

子機WD-TR350で操作する場合
システムで短縮ダイヤルとして登録されている電話番
号に外線電話発信することができます。

• 最大3件の電話番号（短縮ダイヤル）が登録できます。

ご注意 
子機WD-TR350への電話番号（短縮ダイヤル）の登
録は、システムデータの設定変更が必要です。設
定変更は、お買い上げ販売店または設置業者にお
問い合わせください。

1 「  TEL 」が表示されるまで［メニュー］ボタン
を数回押す。

2 目的の短縮番号（M1～M3）が表示されるまで
［＋］［－］ボタンを数回押す。

3 ［実行］ボタンを押す。
「送信」が点滅し、相手を呼び出します。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

●

電話機能を使う
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4 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

5 通話が終了したら、 「GRP」が表示されるまで
［実行］ボタンを押し続ける。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

子機WD-TR300で操作する場合
システムであらかじめ登録されている電話番号に外線
電話発信することができます。

ご注意 
子機WD-TR300への電話番号の登録は、システム
データの設定変更が必要です。設定変更は、お買
い上げ販売店または設置業者にお問い合わせくだ
さい。

1 ［外線発信］ボタンを押す。
相手を呼び出します。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

外
線
発
信

2 コントロールマイクロホンの［トーク］ボタン
を押しながら、マイクに向かって話す。

TARK

3 通話が終了したら、 ［グループ］ボタンを押
す。
自分のグループでの「グループ通話モード」にもど
ります。

●
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短縮番号を登録する

相手先の電話番号をあらかじめ登録しておくと、簡単
な操作で外線電話発信することができます。

• システムで最大10件登録できます。

• 短縮ダイヤルはシステムで共通になります。多機能
操作器WD-MC30で短縮ダイヤルを変更すると、子
機WD-TR350/WD-TR300に登録している外線電話番
号も変更されます。

ご注意 
内線電話ではご利用になれません。

短縮番号の登録のしかた

1 ［メニュー］ボタンを押す。

2 6 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「06. ﾀﾝｼｭ
ｸﾄｳﾛｸ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

●

4 ダイヤルボタンを押して短縮番号を入力す
る。
• 短縮番号は0～9の10個です。

（例）“7”とダイヤルしたとき

“0”とダイヤルしたときは、「ﾀﾝｼｭｸ 10」と表示されます。

5 ダイヤルボタンを押して登録したい相手先電
話番号を入力する。
• 電話番号の先頭に、外線電話発信の"0"を入力し
てください。

• 1件の短縮ダイヤルの電話番号は最大24けたで
す。

（例）“0123456”とダイヤルしたとき

6 ［保留］ボタンを押す。

7 相手の名前を入力する。
名前の入力のしかたは「文字の入力のしかた」  
（  69ページ）をご覧ください。

• 1件の短縮ダイヤルの名前は最大7文字まで登録
できます。

電話機能を使う
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8 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すと短縮ダイヤルは登録
されません。

• 同じ短縮番号へ新しい相手先電話番号を登録することにより、
以前に登録した相手先電話番号は新しい番号に置き換わりま
す。

• 登録できる番号は最大24けたまでで、0～9が登録できます。
また、相手の名前は半角英数字またはカタカナで最大7文字ま
で登録できます。

文字の入力のしかた
各ボタンを押したときに入力される文字は、「文字入力
一覧表」（  70ページ）をご覧ください。
（例）“スズキB”と入力する場合

1 3 を3回押す。

2 # を1回押す。

3 3 を3回押す。

4 を1回押す。

5 # を1回押す。

6 2 を2回押す。

●

7 ［応答］ボタンを押す。

8 2 を2回押す。

入力を間違えたときは
［転送］ボタンを押すと、一文字ずつ消去されます。修正したい文
字までもどって、入力し直してください。

登録内容の確認

1 ［再/短］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが点灯します。

2 ダイヤルボタンまたは［▲］［▼］ボタンで短
縮番号を入力する。

（例）“9”とダイヤルしたとき

3 ［保留］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが消灯します。

続けて短縮番号を確かめるときは、2 の操作後、［▲］［▼］ボタン
で短縮番号をえらんでください。

●
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文字入力一覧表
カナ入力モードと英数字入力モードを切り換えるときは、［応答］ボタンを押します。

カナ入力モード時
ダイヤル
ボタン

ダイヤルボタンを押す回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1  ア ア イ ウ エ オ ァ ィ ゥ ェ ォ 「ア」にもどる

2  カ カ キ ク ケ コ 「カ」にもどる

3  サ サ シ ス セ ソ 「サ」にもどる

4  タ タ チ ツ テ ト ッ 「タ」にもどる

5  ナ ナ ニ ヌ ネ ノ 「ナ」にもどる

6  ハ ハ ヒ フ ヘ ホ 「ハ」にもどる

7  マ マ ミ ム メ モ 「マ」にもどる

8  ヤ ヤ ユ ヨ ャ ュ ョ 「ヤ」にもどる

9  ラ ラ リ ル レ ロ 「ラ」にもどる

0  ワ ワ ヲ ン 「ワ」にもどる

゛ ゜ － 。 「 」 、 ・ 「゛」にもどる

# 確定 空白
（スペース）

英数字入力モード時
ダイヤル
ボタン

ダイヤルボタンを押す回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1  ア 1 @ [ ¥ ] ^ _ ｀ { ￤ } → ← 「1」にもどる

2  カ A B C a b c 2 「A」にもどる

3  サ D E F d e f 3 「D」にもどる

4  タ G H I g h i 4 「G」にもどる

5  ナ J K L j k l 5 「J」にもどる

6  ハ M N O m n o 6 「M」にもどる

7  マ P Q R S p q r s 7 「P」にもどる

8  ヤ T U V t u v 8 「T」にもどる

9  ラ W X Y Z w x y z 9 「W」にもどる

0  ワ 0 ! " # $ % & ' ( ) 「0」にもどる

* + , - . / : ; < = > ? 「*」にもどる

# 確定 空白
（スペース）

●

電話機能を使う
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ファンクションボタンにワン
タッチダイヤルを登録する

相手先の電話番号を各ファンクションボタンに登録し
ておくと、ワンタッチで発信することができます。

電話番号の登録のしかた

1 ［メニュー］ボタンを押す。
［メニュー］ボタンのランプが点灯します。

2 7 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「07. ﾌｧﾝｸ
ｼｮﾝｷｰ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 登録したいファンクションボタンを押す。

（例）ファンクションキー番号が8のとき

5 0 1 ボタンを押す。

●

短縮番号を使って外線電話を
かける

1 ［再/短］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが点灯します。

2 ダイヤルボタンまたは［▲］［▼］ボタンで短
縮番号を入力する。

（例）“9”とダイヤルしたとき

3 ［スピーカー］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが消灯し、［スピーカー］ボ
タンのランプが点灯します。

自動的にダイヤル発信します。呼出音がなり、相
手がでたら通話できます。
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6 ダイヤルボタンを押して登録したい相手先電
話番号を入力する。
• 電話番号の先頭に“0”をつければ外線電話、つ
けなければ内線電話の登録になります。

• 1件の短縮ダイヤルの電話番号は最大24けたで
す。

（例）“208”とダイヤルしたとき

7 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すとファンクションボタ
ンは登録されません。

• 1台の多機能操作器には8個のファンクションボタンがあり、
宛先を8件まで登録することができます。

• 同じファンクションボタンに新しい相手先電話番号を登録す
ることにより、以前に登録した相手先電話番号は新しい番号
に置き換わります。

• ワンタッチダイヤルには、0～9が登録できます。

登録内容の確認

1 ［メニュー］ボタンを押す。
［メニュー］ボタンのランプが点灯します。

2 7 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「07. ﾌｧﾝｸ
ｼｮﾝｷｰ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 確かめたいファンクションボタンを押す。

（例）ファンクションキー番号が6のとき

5 ［メニュー］ボタンを押す。
［メニュー］ボタンのランプが消灯します。

続けて他の登録内容を確かめるときは、4 の操作後、他のファン
クションボタンを押してください。

●

電話機能を使う
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登録内容の消去

1 ［メニュー］ボタンを押す。
［メニュー］ボタンのランプが点灯します。

2 7 ボタンまたは［▲］［▼］ボタンで「07. ﾌｧﾝｸ
ｼｮﾝｷｰ」をえらぶ。

3 ［トーク/決定］ボタンを押す。

4 登録をもとにもどしたいファンクションボタ
ンを押す。

（例）ファンクションキー番号が6のとき

5 0 0 ボタンを押す。

6 ［トーク/決定］ボタンを押す。
• ［メニュー］ボタンを押すとファンクションボタ
ンはもとにはもどされません。

● ワンタッチダイヤル機能を
使って電話をかける

1 ワンタッチダイヤルが登録されているファン
クションボタンを押す。
［スピーカー］ボタンのランプが点灯します。

自動的にダイヤル発信します。呼出音がなり、相
手がでたら通話できます。
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リダイヤル（再発信）で外線電
話をかける

ご注意 
内線電話ではご利用になれません。

直前にかけた相手にかけ直す

1 ［再/短］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが点灯し、最後に発信し
た相手の電話番号が表示されます。

2 ［スピーカー］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが消灯し、［スピーカー］ボ
タンが点灯します。

●

発信履歴を消去する
記憶されている発信履歴の番号を消去します。

1 ［再/短］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが点灯し、最後に発信し
た相手の電話番号が表示されます。

2 削除したい電話番号が表示されているときに
［保留］ボタンを押す。

3 2 ボタンを押す。

4 ［再/短］ボタンを押す。
［再/短］ボタンのランプが消灯します。

●

電話機能を使う
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通話中の電話を他の多機能操
作器WD-MC30または子機に
転送する

外線電話と通話中、その通話を一時保留にして他の多
機能操作器WD-MC30または子機に転送することがで
きます。

1 外線電話と通話中に［保留］ボタンを押す。
［保留］ボタンのランプが点滅になり、［トーク/決
定］ボタンのランプが消灯します。

2 転送したい相手の内線電話番号をダイヤルす
る。

（例）内線電話番号が“205”のとき

3 相手がでたら、［転送］ボタンを押す。

相手が話し中のときやでないときなどは、緑点滅している［保留］
ボタンを押すと保留した相手との通話にもどります。

外線電話取次をする

外線電話と通話中、その通話を一時保留状態にしてグ
ループ通話、招集通話、個別通話、一斉通話を利用し
て他の多機能操作器WD-MC30または子機に外線電話
を取り次ぐことができます。

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

1 外線電話と通話中に［外線取次］ボタンを押
す。
※ 「外線取次」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお
使いください。

• “プップッ”という音（無効音）が聞こえたとき
は、しばらくしてからやり直してください。

外線取次

イラストは外線電話着信前の状態がグループ通話の場合をあらわ
しています。外線電話着信前の状態がグループ通話でない場合は、
点灯するランプ、ディスプレイの表示が異なります。

2 グループ通話（  34ページ、40ページ）/一
斉通話（  38ページ）/招集通話（  42ペー
ジ）/個別通話（  46ページ）で他の端末に
呼びかける。
相手が応答操作をすると、外線電話取次が完了し、
スピーカーから“パポ”という音が聞こえます。

• 一斉呼出は利用できません。

個別通話で呼びかけを行なった場合は、相手が応答操作をすると
個別通話に移行します。相手がもう一度応答の操作を行うと外線
電話取次が完了となります。

●
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子機WD-TR350で操作する場合

1 外線電話と通話中に「  HOLD 」が表示される
まで[メニュー]ボタンを数回押す。
※ 「外線取次」機能は工場出荷時にはメニュー画面に表示さ
れません。システムデータの設定によりメニュー画面に
表示する機能を変更してお使いください。

2 ［実行］ボタンを押す。
イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。外線
電話との通話は保留になります。

3 グループ通話（  34ページ、40ページ）/一
斉通話（  38ページ）/招集通話（  42ペー
ジ）/個別通話（  46ページ）で他の端末に
呼びかける。
相手が応答操作をすると、外線電話取次が完了し、
イヤホンから“パポ”という音が聞こえます。自分
のグループでの「グループ通話モード」にもどりま
す。

• 一斉呼出は利用できません。

個別通話で呼びかけを行なった場合は、相手が応答操作をすると
個別通話に移行します。相手がもう一度応答の操作を行うと外線
電話取次が完了となります。この場合、イヤホンから“パポ”とい
う音は聞こえません。

● 子機WD-TR300で操作する場合

1 外線電話と通話中に［外線取次］ボタンを押
す。
※ 「外線取次」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いくださ
い。

イヤホンから“ピッ”という音が聞こえます。外線
電話との通話は保留になります。

外
線
取
次

2 グループ通話（  34ページ、40ページ）/一
斉通話（  38ページ）/招集通話（  42ペー
ジ）/個別通話（  46ページ）で他の端末に
呼びかける。
相手が応答操作をすると、外線電話取次が完了し、
イヤホンから“パポ”という音が聞こえます。自分
のグループでの「グループ通話モード」にもどりま
す。

• 一斉呼出は利用できません。

個別通話で呼びかけを行なった場合は、相手が応答操作をすると
個別通話に移行します。相手がもう一度応答の操作を行うと外線
電話取次が完了となります。この場合、イヤホンから“パポ”とい
う音は聞こえません。

●

電話機能を使う
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外線電話モードの切り換えを
する

多機能操作器WD-MC30で外線電話モードを切り換え
ます。

ご注意 
• 外線電話モードはシステムデータの設定により
決まります。システムデータの設定については、
お買い上げ販売店または設置業者にお問い合わ
せください。

• 子機WD-TR350/WD-TR300/WD-WT20では、
外線電話モードの切り換えはできません。

1 外線電話モード切り換え特番（初期値：803）
をダイヤルする。

2 ダイヤルボタンで外線電話モード（“1”～“4”）
をダイヤルする。

外線電話（公衆回線）からグ
ループ通話をする

外線電話からインカムのグループ通話に入るには、
DIDとDISAの2つの方法があります。また、それぞれ
自動接続モードと特番入力モードの2つのモードがあ
ります。

• 外線電話からDID、DISAでグループ通話に参加した場合、多
機能操作器WD-MC30や子機WD-TR350などの端末の通常の
操作（［スピーカー］ボタンを押す、［実行］ボタンを押し続ける）
では外線電話を切ることはできません。

• DID、DISAでグループ通話に参加するときは、あらかじめ端
末に「外線強制切断」機能を割り付けることをおすすめします。
くわしくは、お買い上げ販売店または設置業者へお問い合わ
せください。

DID（ダイレクト イン ダイヤリング）
通話モード

【自動接続モード】

1 外部の電話機からインカムのグループ通話に
参加する。
自動的にインカムに参加します。

システムデータの設定により次のようになりま
す。

①  グループ番号1～8のいずれかに接続されるよ
うに設定されている場合

• 設定されたインカムグループ全員とグループ
通話をします。

② 一斉連絡するように設定されている場合

• 内容は全員に聞こえています。

• 個別通話や放送をしている人には聞こえませ
ん。

●



78

【特番入力モード】

1 外部の電話機からインカムの外線電話をかけ
る。

2 「ピー」という音が聞こえたら、グループ通話
アクセス特番（初期値：801）＋グループ番号
（1～8、0で一斉連絡）をダイヤルする。
グループ番号1～8をダイヤルした場合
• 指定したインカムグループ全員とグループ通話
をします。

グループ番号0をダイヤルした場合
• 内容は全員に聞こえています。

• 個別通話や放送をしている人には聞こえません。

ご注意 
• 自動接続モードか特番モードかは、システム
データの設定により決まります。お買い上げ販
売店または設置業者にお問い合わせください。

• 通話終了時、外部の電話機の受話器をもどすと、
受話器と電話機が当たる音が子機のイヤホンか
ら発生し、耳を傷める場合があります。通話を
終了するときは、必ず次の方法で行なってくだ
さい。
① 外部の電話機のフックスイッチを指で押し
てから、受話器をもどす。

② 外部の電話機の受話器を静かにもどす。
• 電話回線や交換機の状態によっては、外部の電
話機の受話器をもどしてもグループ通話が終了
しない場合があり、そのときに交換機から警告
音が子機のイヤホンから発生して耳を傷める場
合があります。お買い上げ販売店または設置業
者にご相談ください。

DISA（ダイレクト イン サービス アク
セス）通話モード

パスワードが必要なので、関係者以外はインカムグ
ループと通話や一斉連絡ができません。

【自動接続モード】

1 外部の電話機からインカムのグループ通話に
参加する。

2 「ピー」という音が聞こえたら、パスワード（6
けた）をダイヤルする。
システムデータの設定により次のようになりま
す。

①  グループ番号1～8のいずれかに接続されるよ
うに設定されている場合

• 設定されたインカムグループ全員とグループ
通話をします。

② 一斉連絡するように設定されている場合
• 内容は全員に聞こえています。

• 個別通話や放送をしている人には聞こえませ
ん。

●

電話機能を使う
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【特番入力モード】

1 外部の電話機からインカムの外線電話をかけ
る。

2 「ピー」という音が聞こえたら、パスワード（6
けた）をダイヤルする。

3 再度、「ピー」という音が聞こえたら、グルー
プ通話アクセス特番（初期値：801）＋グルー
プ番号（1～8、0で一斉連絡）をダイヤルする。
グループ番号1～8をダイヤルした場合
• 指定したインカムグループ全員とグループ通話
をします。

グループ番号0をダイヤルした場合
• 内容は全員に聞こえています。

• 個別通話や放送をしている人には聞こえません。

ご注意 
• パスワードや自動接続モードのときの接続先
は、システムデータの設定により決まります。
お買い上げ販売店または設置業者にお問い合わ
せください。

• 通話終了時、外部の電話機の受話器をもどすと、
受話器と電話機が当たる音が子機のイヤホンか
ら発生し、耳を傷める場合があります。通話を
終了するときは、必ず次の方法で行なってくだ
さい。
① 外部の電話機のフックスイッチを指で押し
てから、受話器をもどす。

② 外部の電話機の受話器を静かにもどす。
• 電話回線や交換機の状態によっては、外部の電
話機の受話器をもどしてもグループ通話が終了
しない場合があり、そのときに交換機から警告
音が子機のイヤホンから発生して耳を傷める場
合があります。お買い上げ販売店または設置業
者にご相談ください。

外線電話を強制的に切断する

DID、DISAでグループ通話に参加した外線電話を、多
機能操作器WD-MC30や子機WD-TR350で、強制的に
切断します。

多機能操作器WD-MC30で操作する場合

【自動接続モード】

1 ［外線切断］ボタンを押す。
※ ［外線切断］機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意のファンクションボタンに機能を割り付けてお
使いください。

スピーカーから“プッ”という音が聞こえます。

外線切断

【特番入力モード】

1 グループ通話外線電話の強制切断特番（初期
値：804）＋グループ番号（1～8、0で全グルー
プ）をダイヤルする。
スピーカーから“プッ”という音が聞こえます。

●
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子機WD-TR350で操作する場合

1 「  BRK 」が表示されるまで［メニュー］ボタ
ンを数回押す。
※ 「外線切断」機能は工場出荷時にはメニュー画面に表示さ
れません。システムデータの設定によりメニュー画面に
表示する機能を変更してお使いください。

2 ［実行］ボタンを押す
イヤホンから“プッ”という音が聞こえます。

● 子機WD-TR300で操作する場合

1 ［外線切断］ボタンを押す。
※ 「外線切断」機能は工場出荷時には割り付けられていませ
ん。任意の機能ボタンに機能を割り付けてお使いくださ
い。

イヤホンから“プッ”という音が聞こえます。

外
線
切
断

●

電話機能を使う
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その他

こんなときは

「故障かな？」と思ったら、修理を依頼する前にお確かめください。

症　　状 原　　因 処　　置

一斉連絡や［放送］ボタンを押しても
「プップッ」という音がして一斉連絡や放
送ができない。

一斉連絡や同じ出力先への放送は同時に1人
しか使用できません。

一斉連絡や放送を行なっている人が終了する
まで待ってからやり直してください。

音声入出力ユニットWD-AF30が未接続、ま
たは「放送出力」が設定されていません。

お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓
口にご相談ください。

使用中に通話が途切れたりノイズが聞こ
えたりする。

電波の状態によってCSからの電波が届かな
くなり、別のCSを探しています。
また、CSが見つからなかった場合や、CSに
すでに3台の子機が接続されている場合、い
つまでも接続できるCSを探し続け、その間
は通信ができなくなります（動作ランプが赤
色に点灯します）。

CSの近くでありながら通信できなくなるこ
とが多い場合にはサービス窓口にご相談くだ
さい。また、初期設定でビジー音を小さくす
ることもできます。くわしくは、お買い上げ
販売店またはお近くのサービス窓口にご相談
ください。

子機のイヤホンから「ブツ」というノイズ
が発生することがある。

本システムは1.9 GHz帯のデジタル無線通信
を使用しています。近くにノイズを発生する
機器がある場合、デジタル信号を音声信号に
変換するとき、ノイズに変換される場合があ
ります。

ノイズ源となるコンピューターやモーター、
放電式空気清浄機などから離れて使用する
か、CSの設置位置をこれらの機器から離れ
た場所に移動させてください。
CSに近づきすぎると（2 m以内）、ノイズがで
る場合があります。CSの設置位置を移動さ
せるか離れて使用してください。

子機を接続エリアから圏外（電波の届か
ない場所）に移動した場合、接続エリア
にもどってもCSにかなり近づかなけれ
ば再接続しない。

頻繁にCSとの接続を変更（ハンドオーバー）
しないよう、また電波の弱い遠くのCSとの
接続が起こらないように、電波が強くなけれ
ば接続しないようにしています。

圏外になるときと接続するときの電波の強さ
を設定することができます。あまりにも気に
なるようでしたら、お買い上げ販売店または
お近くのサービス窓口にご相談ください。

メインコントローラーWD-M300、
サブコントローラーWD-M310のユニッ
ト状態ランプが速く点滅（1秒間に2回点
滅する）

点滅している場所に設置されているユニット
の異常または接続の異常です。

お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓
口にご相談ください。

メインコントローラーWD-M300のシス
テム状態ランプが点滅する。

システムが正常に動作していない状態です。 お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓
口にご相談ください。

すべてのグループの通話が聞こえる。 一斉連絡モードになっています。（ポータブル
トランシーバーWD-TR350の場合は、「ALL」
が表示されています。）

一斉連絡モードを終了し、グループ通話モー
ドへ変更してください。一斉連絡モードの終
了は、一斉連絡モードを開始した人のみがで
きます。

ポータブルトランシーバーWD-TR350
表示部に「999」と表示される。

システムに子機が登録されていません。
（工場出荷状態）

システムの登録が必要です。お買い上げ販売
店またはお近くのサービス窓口にご相談くだ
さい。

ポータブルトランシーバーWD-TR300/  
ワイヤレストランシーバーWD-WT20
動作ランプが緑点滅する。
音量表示ランプ2が赤色で点灯する。
イヤホンからエラー音が聞こえる。

システムに子機が登録されていません。
（工場出荷状態）

システムの登録が必要です。お買い上げ販売
店またはお近くのサービス窓口にご相談くだ
さい。

ポータブルトランシーバーWD-TR350
「LINK」（右上に「902」）と点滅表示され
る。

同一場所に設置されたCS1台につき3台の子
機しか通話できません。それを超えた子機は、
症状のような表示になります。

CSを増設するか、他のCSの近くに移動して
ください。

ポータブルトランシーバーWD-TR300/  
ワイヤレストランシーバーWD-WT20
［音量］ボタンを押していないのに、動作
ランプが赤点灯（バッテリー残量低下の
場合は赤点滅）、音量表示ランプ1が赤点
灯になる。
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その他

症　　状 原　　因 処　　置

ポータブルトランシーバーWD-TR350
表示部に「901」と表示される。

通信エラーが発生しています。 お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓
口にご相談ください。

ポータブルトランシーバーWD-TR350
子機の電源を入れたときに、「LINK」（右
上に「900」）と点滅表示される。

CSが見つかりません。 システムの電源が入っているか、またCSの
状態ランプが点灯しているかを確認してくだ
さい。

ポータブルトランシーバーWD-TR350/
WD-TR300
ヒアリングスレーブでヒアリングマス
ターの通話が聞こえない。

ヒアリングマスターがCSに接続されていな
い可能性があります。

ヒアリングマスターの電源が入っているか確
認してください。
子機WD-TR350の場合：
表示部に「HEAR」、「送信」、「受信」が表示され
ているかを確認してください。
子機WD-TR300の場合：
動作ランプが橙色の点滅をしているか確認し
てください。

ポータブルトランシーバーWD-TR350/
WD-TR300
ヒアリングスレーブでヒアリンググルー
プ切り換えができない。

切り換え先のヒアリングマスターがCSに接
続されていない可能性があります。

ポータブルトランシーバーWD-TR350/
WD-TR300
ヒアリングスレーブから通話ができな
い。

CSのチャンネルに空きがありません。 お買い上げ販売店またはお近くのサービス窓
口にご相談ください。
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保証とアフターサービス

保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書が別途添付されています。保証書
は、お買い上げ販売店でお渡しいたしますので、所定
事項をご記入し、記載内容をお確かめいただいたうえ
で大切に保存してください。

保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より1 年間です。保証書の
記載内容により、お買い上げ販売店が修理いたします。
なお、修理保証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償いたしませ
ん。その他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店
にご相談ください。修理によって機能が維持できる場
合は、お客様のご要望により有料にて修理いたします。

アフターサービスについてのお問い合わせ先
アフターサービスについてのご不明な点はお買い上げ
販売店、または別紙サービス窓口案内をご覧のうえ、
最寄りのサービス窓口にご相談ください。

修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店または設置業者に次のことをお知ら
せください。

メインコントローラーWD-M300の例

品名
型名
お買い上げ日
故障の状況
ご住所
お名前
電話番号

：メインコントローラー
：WD-M300
：
：故障の状態をできるだけ具体的に
：
：
：

消耗部品について
各機器の取扱説明書の中で消耗部品と記載されている
ものは、保証期間内でも有償とさせていただきます。
お買い求めの際は、お買い上げ販売店またはお近くの
サービス窓口にお問い合わせください。

商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例にした
がって適正に処理してください。
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仕様

製品の仕様および外観は、改善のため予告なく変更す
ることがあります。

WD-M300 メインコントローラー
音声制御方式 PCMデジタルミキシング
電源 AC 100 V、50 Hz/60 Hz
消費電力 使用中（電源入）65 W
 待機中（電源切）3 W
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 420 mm × 44 mm × 280 mm 

（幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
仕上げ 黒色半艶焼付け塗装
質量 3.6 kｇ
接続端子 ユニット：2極端子台×8
 サブコントローラー：
  ロック付10ピンコネクター×7
 外線： RJ11モジュラージャック×1
 シリアルデータ出力：Dサブ9ピン×1
 外部機器制御接点：2極端子台×2
 LAN： RJ45モジュラージャック×1
付属品、添付物
 保証書 ×1 
 安全上のご注意 ×1 
 サービス窓口案内 ×1  
 取扱説明書（本書） ×1 
 シート「充電端子のお手入れについて」 

×1 
 ケーブルタイ ×1

●

WD-M310 サブコントローラー
電源 AC 100 V、50 Hz/60 Hz
消費電力 使用中（電源入）55 W
 待機中（電源切）3 W
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 420 mm × 44 mm × 280 mm 

（幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
仕上げ 黒色半艶焼付け塗装
質量 3.4 kｇ
接続端子 ユニット：2極端子台×8
 メインコントローラー：
  ロック付10ピンコネクター×1
付属品、添付物 
 保証書 ×1 
 フラットケーブル（80cm） ×1 
 ケーブルタイ ×1

WD-MC30 多機能操作器
ディスプレイ 16文字 × 2行（LCD）
ボタン・キー 
  ファンクションボタン×8 
 機能ボタン×6 
 テンキー×12 
 トーク、音量ボタン×3 
フレキシブルマイク 
 単一指向性エレクトレットコンデン

サー型（着信ランプ付き）
内蔵スピーカー
 60 Φ　8 Ω
音量切換 8段階
着信音量切換 8段階
電源 DC 48 V（WD-M300/WD-M310より

供給）
消費電力 4.8 W
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 270 mm × 59 mm × 150 mm 

（幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
仕上げ ABS樹脂 ペールグレー
質量 1.1 kｇ
接続端子 LINE：2極端子台×1
 電話機： RJ11モジュラージャック×1
付属品、添付物
 保証書×1
 ケーブルタイ×1

●

●

その他
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WD-AF30 音声入出力ユニット
音声入出力 2系統
 入力： –16 dBs（平衡）、 

–10 dBs（不平衡）  
Φ6.3フォンジャック 

 出力： –4 dBs（平衡）、 
–10 dBs（不平衡）  
Φ6.3フォンジャック

電源 DC48 V（WD-M300/WD-M310より
供給） 

消費電力 1.9 W
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 185 mm × 44 mm × 189 mm 

（幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
接続端子 LINE：2極端子台×1
 外部機器制御：2極端子台×2
仕上げ 黒色半艶焼付け塗装
質量 1.1 kｇ
付属品、添付物 
 保証書×1

WD-T300 セルステーション
送受信周波数 1.9 GHz帯
送信出力 10 mW（平均）
変調精度 12.5 ％以下
受信感度 16 dBμVEMF以下
電源 DC 48 V（WD-M300/WD-M310より

供給）
消費電力 3 W
動作温度範囲 –10 ℃～＋50 ℃
外形寸法 122 mm × 141 mm × 41 mm 

（幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
接続端子 LINE： 2極端子台
仕上げ AES樹脂ペールグレー
質量 255 ｇ
付属品、添付物
 保証書×1

●

●

WD-TR350 ポータブルトランシーバー
送受信周波数 1.9 GHz帯
送信出力 10 mW
変調精度 12.5 %以下
受信感度 16 dBμV以下
電源 DC3.7 V（充電式リチウムイオン電池使用）
使用時間 約10時間（フル充電時、送信：受信：

待ち受け ＝ 1：1：8の使用比率）
動作温度範囲 0 ℃～+40 ℃
防水レベル IPX4準拠（JIS C0920）
外形寸法 54 mm × 85 mm × 18 mm
 （幅×高さ×厚み、クリップ含まず）
質量 55 ｇ（クリップ、バッテリー含まず）
仕上げ ABS＋PC樹脂、ブラック
付属品、添付物
 保証書×1
 取扱説明書×1
 電池の取扱いについてのご注意×1
 クリップ×1
 ねじ（クリップ用）×1
 バッテリー×1

WD-TR300 ポータブルトランシーバー
送受信周波数 1.9 GHz帯
送信出力 10 mW（平均）
変調精度 12.5 ％以下
受信感度 16 dBμV以下
電源 DC 3.7 V（充電式リチウムイオン電池使用）
使用時間 約15時間（フル充電時、送信：受信：

待ち受け ＝ 1：1：8の使用比率）
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 53 mm × 122 mm × 21.5 mm 

（幅×高さ×厚み）
質量 58 ｇ（ベルトクリップセット、バッテ

リー含まず）
仕上げ ABS＋PC樹脂
付属品、添付物
 保証書×1
 取扱説明書×1
 電池の取扱いについてのご注意×1
 バッテリー×1
 ラベル×1
 ベルトクリップセット
 　ホルダー×1
 　ベルトクリップ×1
 　ねじ×2

●

●
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WD-WT20 ワイヤレストランシーバー
送受信周波数 ワイヤレスマイク：800 MHz帯
 インカム：1.9 GHz帯
送信出力 ワイヤレスマイク：5 mW
 インカム：10 mW（平均）
変調精度 12.5 ％以下
受信感度 16 dBμV以下
電源 DC 3. 7 V（充電式リチウムイオン電池

使用）
使用時間 約8時間（フル充電時、送信：受信：

待ち受け ＝ 1：1：8の使用比率）
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
外形寸法 53 mm × 142 mm × 21.5 mm 

（幅×高さ×厚み）
質量 140 ｇ
仕上げ ABS樹脂、ダークブルー
付属品、添付物
 保証書×1
 サービス窓口案内×1
 電池の取扱いについてのご注意×1
 取扱説明書×1
 バッテリー×1
 ラベル×1

WT-UM8 コントロールマイクロホン
形式 エレクトレットコンデンサー型
指向性 単一指向性
感度 –56 dB（0 dB = 1 V/Pa、1 kHz）
外形寸法 25 mm × 52.5 mm × 16 mm
 （幅×高さ×厚み、突起部、風防含まず）
質量 43 ｇ（ケーブル含む）
仕上げ ABS樹脂、ダークブルー
ケーブル 0.85 m
付属品、添付物
 イヤホンセット×1
適合機種 WD-TR350、WD-TR300

●

●

WT-UM50 コントロールマイクロホン
形式 エレクトレットコンデンサー型
指向性 無指向性
感度 –45 dB（0 dB = 1 V/Pa、1 kHz）
外形寸法 23 mm × 43 mm × 15 mm
 （幅×高さ×厚み、突起部、クリップ

含まず）
質量 35 ｇ（ケーブル含む）
仕上げ ABS樹脂、ダークブルー
コントロールマイクケーブル
 0.80 m
イヤホンケーブル
 0.70 m
付属品、添付物
 イヤホン×1
 ケーブルクランプ×1
 取扱説明書×1
適合機種 WD-TR350、WD-TR300

●

その他
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WT-UM52 コントロールマイクロホン
マイクユニット
形式 エレクトレットコンデンサー型
感度 –50 dB（0 dB = 1 V/Pa、1 kHz）

イヤホン
形式 ダイナミック型
インピーダンス

 16 Ω
質量 35ｇ
仕上げ
イヤホンマイク部：

 ABS樹脂、シルバー
トークスイッチ部：

 ABS樹脂、シルバー
イヤーフック：

 エラストマー樹脂、ブラック
外形寸法
トークスイッチ部：

 16 mm × 56 mm × 14 mm
 （幅×高さ×厚み、突起物、クリップ

含まず）
イヤホン部： φ 15 m（イヤーパット含まず）
マイクアーム長：

 110 mm
ケーブル長（イヤホンマイク部）：

 650 mm
ケーブル長（トークスイッチ部）：

 500 mm
付属品、添付物
 イヤーフック×4
 【左用×2（大小）、右用×2（大小）】
 イヤーパット×2
 取扱説明書×1
適合機種 WD-TR350、WD-TR300

● WT-UM33 コントロールマイクロホン
形式 エレクトレットコンデンサー型
指向性 単一指向性
感度 –43 dB（0 dB = 1 V/Pa、1 kHz）
質量 85 ｇ（ケーブル含む）
仕上げ ABS樹脂、ダークブルー
マイクコード 0.7 m
ツインプラグコード
 0.9 m
付属品、添付物
 イヤホンセット×1
適合機種 WD-TR350、WD-TR300

WD-UM300 イヤホンマイクアダプター
外形寸法 188 mm × 13 mm × 18 mm
質量 約15 ｇ（ケーブル含む）
動作温度範囲 0 ℃～＋40 ℃
仕上げ ABS 樹脂、ブラック
付属品、添付物 
 取扱説明書×1
対応アクセサリー
 UCM-100（コントロールマイクロホン）
 EMC-7（イヤホン付きクリップマイクロホン）
 KHS-29F（ヘッドセット）
 EMC-11（イヤホン付きクリップマイクロホン）
適合機種 WD-TR350、WD-TR300

●

●
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WD-UM20 コントロールマイクロホン
形式 エレクトレットコンデンサー型
指向性 単一指向性
感度 –43 dB（0 dB = 1 V Pa、1 kHz）
質量 90 ｇ（イヤホン含まず）
仕上げ ABS 樹脂、ダークブルー
外形寸法 28 mm × 65.5 mm × 16 mm
 （幅×高さ×厚み、突起物含まず）
ツインプラグコード
 0.8 m
付属品、添付物
 イヤホンセット×1
 取扱説明書×1
 ホルダー×1
 ベルトクリップ×1
 M3ねじ×2
適合機種 WD-WT20

WD-UM23 コントロールマイクロホン
形式 エレクトレットコンデンサー型
指向性 単一指向性
感度 –54 dB（0 dB = 1 V/Pa、1 kHz）
質量 60 ｇ（イヤホン含まず）
仕上げ ABS 樹脂、ダークブルー
外形寸法 40 mm × 100 mm × 16 mm
 （幅×高さ×厚み、突起物、クリップ含

まず）
ツインプラグコード
 約0.85 m
付属品、添付物
 イヤホンセット×1
 取扱説明書×1
 ホルダー×1
 ベルトクリップ×1
 M3 ねじ×2
適合機種 WD-WT20

●

●

WT-MC60 ホールマスター
フレキシブルマイク
 単一指向性エレクトレットコンデンサー

型
電源 DC 12 V（ACアダプター（別売）より供

給）
モニタースピーカー出力
 300 mW±100 mW
外部入力 1回路、端子板、–20 dBs、10 kΩ、電

子平衡
モニター出力 1回路、端子板、0 dBs±2 dBs、100 Ω、

電子平衡
消費電流 250 mA以下（5％歪率時）
外形寸法 150 mm × 410 mm × 145 mm
 （幅×高さ×奥行き）
質量 0.5 kｇ
仕上げ ダークグレー
 マイク部：黒色（亜鉛メッキ）

WT-C50 チャージャー
電源 DC 5 V（専用AC アダプター使用）
消費電流 DC 5 V、1.2 A（本体）
出力 DC4.2 V、400 mA (3 回路)
充電時間 約4 時間
外形寸法 200 mm × 110 mm × 64 mm
 （幅×高さ×奥行き、突起物含まず）
質量 約0.4 kｇ
適合機種 WD-TR350、および専用バッテリー
使用温湿度 5 ℃～＋35 ℃、85 %以下
付属品、添付物
 保証書×1
 サービス窓口案内×1
 取扱説明書×1
 安全上のご注意×1
 充電端子のお手入れについて×1
 ACアダプター×1

●

●

その他
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は
じ
め
に

準
備
す
る

通
話
を
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
モ
ー
ド
を
使
う

電
話
機
能
を
使
う

そ
の
他

WD-C11 チャージャー
電源 AC 100 V、50 Hz/60 Hz
消費電力 22 VA
出力 DC 4.2 V、400 mA（3回路）
充電時間 約4時間
外形寸法 260 mm × 107 mm × 120 mm
 （幅×高さ×奥行き）
質量 1.1 kｇ
適合機種 WD-TR300、WD-WT20、および専

用バッテリー
使用温湿度 5 ℃～＋35 ℃、85 ％以下
付属品、添付物
 保証書×1
 サービス窓口案内×1
 安全上のご注意×1
 取扱説明書×1

WD-C12 チャージャー
電源 AC 100 V、50 Hz/60 Hz
消費電力 42 VA
出力 DC 4.2 V、400 mA（9回路）
充電時間 約4時間
外形寸法 360 mm × 107 mm × 120 mm
 （幅×高さ×奥行き）
質量 1.4 kｇ
適合機種 WD-TR300、WD-WT20、および専

用バッテリー
使用温湿度 5 ℃～＋35 ℃、85 ％以下
付属品、添付物
 保証書×1
 サービス窓口案内×1
 取扱説明書×1

●

●



ソフトウェアに関する重要なお知らせ

本
製
品
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て

本
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、複
数
の
独
立
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
で
構
成
さ

れ
、個
々
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
JV
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド
ま
た
は
第
三
者
の
著
作
権

が
存
在
し
ま
す
。

本
製
品
は
、J
V
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド
及
び
第
三
者
が
規
定
し
た
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト

（
以
下
、
「
EU
LA
」
と
い
い
ま
す
）
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

「
EU
LA
」
の
中
に
は
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
り
、
G
N
U
 G
en
er
al
 P
ub
lic
 

Li
ce
ns
eま
た
は
Le
ss
er
 G
en
er
al
 P
ub
lic
 L
ic
en
se
（
以
下
、「
G
P
L/
LG
P
L」
と
い
い
ま
す
）の
ラ

イ
セ
ン
ス
に
基
づ
き
実
行
形
式
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
配
布
す
る
条
件
と
し
て
、当
該
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
入
手
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。当
該「
G
P
L/
LG
P
L」
の
対

象
と
な
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
関
し
て
は
、以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
:/
/w
w
w
3
.jv
ck
en
w
oo
d.
co
m
/d
ow
nl
oa
d/
gp
l/
in
de
x.
ht
m
l

な
お
、ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
内
容
等
に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
お
答
え
し
か
ね
ま
す
の
で
、予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

「
G
P
L/
LG
P
L」
の
適
用
を
受
け
な
い「
EU
LA
」に
基
づ
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
及
び
JV
C
ケ
ン

ウ
ッ
ド
自
身
が
開
発
も
し
く
は
作
成
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
提
供
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
G
P
L/
LG
P
L」
に
基
づ
い
て
配
布
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
無
償
で
お
客
様
に
使
用
許
諾

さ
れ
ま
す
の
で
、適
用
法
令
の
範
囲
内
で
、当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
保
証
は
、明
示
か
つ
黙
示

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

適
用
法
令
の
定
め
、又
は
書
面
に
よ
る
合
意
が
あ
る
場
合
を
除
き
、著
作
権
者
や
上
記
許
諾
を
受
け
て
当
該
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
変
更
・
再
配
布
を
為
し
得
る
者
は
、当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

を
使
用
し
た
こ
と
、又
は
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
一
切
の
損
害
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
責
任
も
負
い
ま

せ
ん
。当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
使
用
条
件
や
遵
守
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
等
の

詳
細
は
、各
「
G
P
L/
LG
P
L」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

本
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た「
G
P
L/
LG
P
L」
の
対
象
と
な
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
お
客
様
自
身

で
ご
利
用
頂
く
場
合
は
、対
応
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
、ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。な
お
各
ラ
イ
セ
ン
ス
は
JV
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
規
定
の
た
め
、
原
文
（
英
文
）
を
記

載
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
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th
e 

pr
og

ra
m

 u
nd

er
 th

es
e 

co
nd

iti
on

s, 
an

d 
te

lli
ng

 th
e 

us
er

 h
ow

 to
 

vi
ew

 a
 c

op
y 

of
 th

is 
Li

ce
ns

e.
(E

xc
ep

tio
n:

 if
 th

e 
Pr

og
ra

m
 it

se
lf 

is 
in

te
ra

ct
iv

e 
bu

t d
oe

s n
ot

 
no

rm
al

ly
 p

rin
t s

uc
h 

an
 a

nn
ou

nc
em

en
t, 

yo
ur

 w
or

k 
ba

se
d 

on
 th

e 
Pr

og
ra

m
 is

 n
ot

 re
qu

ire
d 

to
 p

rin
t a

n 
an

no
un

ce
m

en
t.)

Th
es

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 a

pp
ly

 to
 th

e 
m

od
ifi

ed
 w

or
k 

as
 a

 w
ho

le
. If

 
id

en
tif

ia
bl

e 
se

ct
io

ns
 o

f t
ha

t w
or

k 
ar

e 
no

t d
er

iv
ed

 fr
om

 th
e 

Pr
og

ra
m

, 
an

d 
ca

n 
be

 re
as

on
ab

ly
 c

on
sid

er
ed

 in
de

pe
nd

en
t a

nd
 se

pa
ra

te
 

w
or

ks
 in

 th
em

se
lv

es
, t

he
n 

th
is 

Li
ce

ns
e,

 a
nd

 it
s t

er
m

s, 
do

 n
ot

 a
pp

ly
 

to
 th

os
e 

se
ct

io
ns

 w
he

n 
yo

u 
di

st
rib

ut
e 

th
em

 a
s s

ep
ar

at
e 

w
or

ks
. B

ut
 

w
he

n 
yo

u 
di

st
rib

ut
e 

th
e 

sa
m

e 
se

ct
io

ns
 a

s p
ar

t o
f a

 w
ho

le
 w

hi
ch

 is
 a

 
w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Pr
og

ra
m

, t
he

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 th

e 
w

ho
le

 m
us

t b
e 

on
 th

e 
te

rm
s o

f t
hi

s L
ic

en
se

, w
ho

se
 p

er
m

iss
io

ns
 fo

r o
th

er
 li

ce
ns

ee
s 

ex
te

nd
 to

 th
e 

en
tir

e 
w

ho
le

, a
nd

 th
us

 to
 e

ac
h 

an
d 

ev
er

y 
pa

rt
 

re
ga

rd
le

ss
 o

f w
ho

 w
ro

te
 it

.
Th

us
, it

 is
 n

ot
 th

e 
in

te
nt

 o
f t

hi
s s

ec
tio

n 
to

 c
la

im
 ri

gh
ts

 o
r c

on
te

st
 

yo
ur

 ri
gh

ts
 to

 w
or

k 
w

rit
te

n 
en

tir
el

y 
by

 y
ou

; r
at

he
r, 

th
e 

in
te

nt
 is

 
to

 e
xe

rc
ise

 th
e 

rig
ht

 to
 c

on
tro

l t
he

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 d

er
iv

at
iv

e 
or

 
co

lle
ct

iv
e 

w
or

ks
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

Pr
og

ra
m

.
In

 a
dd

iti
on

, m
er

e 
ag

gr
eg

at
io

n 
of

 a
no

th
er

 w
or

k 
no

t b
as

ed
 o

n 
th

e 
Pr

og
ra

m
 w

ith
 th

e 
Pr

og
ra

m
 (o

r w
ith

 a
 w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Pr
og

ra
m

) 
on

 a
 v

ol
um

e 
of

 a
 st

or
ag

e 
or

 d
ist

rib
ut

io
n 

m
ed

iu
m

 d
oe

s n
ot

 b
rin

g 
th

e 
ot

he
r w

or
k 

un
de

r t
he

 sc
op

e 
of

 th
is 

Li
ce

ns
e.

3.
 Y

ou
 m

ay
 c

op
y 

an
d 

di
st

rib
ut

e 
th

e 
Pr

og
ra

m
 (o

r a
 w

or
k 

ba
se

d 
on

 
it,

 u
nd

er
 S

ec
tio

n 
2)

 in
 o

bj
ec

t c
od

e 
or

 e
xe

cu
ta

bl
e 

fo
rm

 u
nd

er
 th

e 
te

rm
s o

f S
ec

tio
ns

 1
 a

nd
 2

 a
bo

ve
 p

ro
vi

de
d 

th
at

 y
ou

 a
lso

 d
o 

on
e 

of
 

th
e 

fo
llo

w
in

g:
a)

 A
cc

om
pa

ny
 it

 w
ith

 th
e 

co
m

pl
et

e 
co

rre
sp

on
di

ng
 m

ac
hi

ne
-

re
ad

ab
le

 so
ur

ce
 c

od
e,

 w
hi

ch
 m

us
t b

e 
di

st
rib

ut
ed

 u
nd

er
 th

e 
te

rm
s o

f S
ec

tio
ns

 1
 a

nd
 2

 a
bo

ve
 o

n 
a 

m
ed

iu
m

 c
us

to
m

ar
ily

 u
se

d 
fo

r s
of

tw
ar

e 
in

te
rc

ha
ng

e;
 o

r,

b)
 A

cc
om

pa
ny

 it
 w

ith
 a

 w
rit

te
n 

of
fe

r, 
va

lid
 fo

r a
t l

ea
st

 th
re

e 
ye

ar
s, 

to
 g

iv
e 

an
y 

th
ird

 p
ar

ty
, f

or
 a

 c
ha

rg
e 

no
 m

or
e 

th
an

 y
ou

r 
co

st
 o

f p
hy

sic
al

ly
 p

er
fo

rm
in

g 
so

ur
ce

 d
ist

rib
ut

io
n,

 a
 c

om
pl

et
e 

m
ac

hi
ne

-re
ad

ab
le

 c
op

y 
of

 th
e 

co
rre

sp
on

di
ng

 so
ur

ce
 c

od
e,

 to
 

be
 d

ist
rib

ut
ed

 u
nd

er
 th

e 
te

rm
s o

f S
ec

tio
ns

 1
 a

nd
 2

 a
bo

ve
 o

n 
a 

m
ed

iu
m

 c
us

to
m

ar
ily

 u
se

d 
fo

r s
of

tw
ar

e 
in

te
rc

ha
ng

e;
 o

r,
c)

 A
cc

om
pa

ny
 it

 w
ith

 th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

yo
u 

re
ce

iv
ed

 a
s t

o 
th

e 
of

fe
r t

o 
di

st
rib

ut
e 

co
rre

sp
on

di
ng

 so
ur

ce
 c

od
e.

 (T
hi

s a
lte

rn
at

iv
e 

is 
al

lo
w

ed
 o

nl
y 

fo
r n

on
co

m
m

er
ci

al
 d

ist
rib

ut
io

n 
an

d 
on

ly
 if

 y
ou

 
re

ce
iv

ed
 th

e 
pr

og
ra

m
 in

 o
bj

ec
t c

od
e 

or
 e

xe
cu

ta
bl

e 
fo

rm
 w

ith
 

su
ch

 a
n 

of
fe

r, 
in

 a
cc

or
d 

w
ith

 S
ub

se
ct

io
n 

b 
ab

ov
e.

)
Th

e 
so

ur
ce

 c
od

e 
fo

r a
 w

or
k 

m
ea

ns
 th

e 
pr

ef
er

re
d 

fo
rm

 o
f t

he
 w

or
k 

fo
r m

ak
in

g 
m

od
ifi

ca
tio

ns
 to

 it
. F

or
 a

n 
ex

ec
ut

ab
le

 w
or

k,
 c

om
pl

et
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

m
ea

ns
 a

ll 
th

e 
so

ur
ce

 c
od

e 
fo

r a
ll 

m
od

ul
es

 it
 c

on
ta

in
s, 

pl
us

 a
ny

 a
ss

oc
ia

te
d 

in
te

rfa
ce

 d
ef

in
iti

on
 fi

le
s, 

pl
us

 th
e 

sc
rip

ts
 u

se
d 

to
 

co
nt

ro
l c

om
pi

la
tio

n 
an

d 
in

st
al

la
tio

n 
of

 th
e 

ex
ec

ut
ab

le
. H

ow
ev

er
, a

s 
a 

sp
ec

ia
l e

xc
ep

tio
n,

 th
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

di
st

rib
ut

ed
 n

ee
d 

no
t i

nc
lu

de
 

an
yt

hi
ng

 th
at

 is
 n

or
m

al
ly

 d
ist

rib
ut

ed
 (i

n 
ei

th
er

 so
ur

ce
 o

r b
in

ar
y 

fo
rm

) w
ith

 th
e 

m
aj

or
 c

om
po

ne
nt

s (
co

m
pi

le
r, 

ke
rn

el
, a

nd
 so

 o
n)

 o
f 

th
e 

op
er

at
in

g 
sy

st
em

 o
n 

w
hi

ch
 th

e 
ex

ec
ut

ab
le

 ru
ns

, u
nl

es
s t

ha
t 

co
m

po
ne

nt
 it

se
lf 

ac
co

m
pa

ni
es

 th
e 

ex
ec

ut
ab

le
.

If 
di

st
rib

ut
io

n 
of

 e
xe

cu
ta

bl
e 

or
 o

bj
ec

t c
od

e 
is 

m
ad

e 
by

 o
ffe

rin
g 

ac
ce

ss
 to

 c
op

y 
fro

m
 a

 d
es

ig
na

te
d 

pl
ac

e,
 th

en
 o

ffe
rin

g 
eq

ui
va

le
nt

 
ac

ce
ss

 to
 c

op
y 

th
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

fro
m

 th
e 

sa
m

e 
pl

ac
e 

co
un

ts
 a

s 
di

st
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

so
ur

ce
 c

od
e,

 e
ve

n 
th

ou
gh

 th
ird

 p
ar

tie
s a

re
 n

ot
 

co
m

pe
lle

d 
to

 c
op

y 
th

e 
so

ur
ce

 a
lo

ng
 w

ith
 th

e 
ob

je
ct

 c
od

e.
4.

 Y
ou

 m
ay

 n
ot

 c
op

y, 
m

od
ify

, s
ub

lic
en

se
, o

r d
ist

rib
ut

e 
th

e 
Pr

og
ra

m
 

ex
ce

pt
 a

s e
xp

re
ss

ly
 p

ro
vi

de
d 

un
de

r t
hi

s L
ic

en
se

. A
ny

 a
tte

m
pt

 
ot

he
rw

ise
 to

 c
op

y, 
m

od
ify

, s
ub

lic
en

se
 o

r d
ist

rib
ut

e 
th

e 
Pr

og
ra

m
 

is 
vo

id
, a

nd
 w

ill
 a

ut
om

at
ic

al
ly

 te
rm

in
at

e 
yo

ur
 ri

gh
ts

 u
nd

er
 th

is 
Li

ce
ns

e.
 H

ow
ev

er
, p

ar
tie

s w
ho

 h
av

e 
re

ce
iv

ed
 c

op
ie

s, 
or

 ri
gh

ts
, f

ro
m

 
yo

u 
un

de
r t

hi
s L

ic
en

se
 w

ill
 n

ot
 h

av
e 

th
ei

r l
ic

en
se

s t
er

m
in

at
ed

 so
 

lo
ng

 a
s s

uc
h 

pa
rt

ie
s r

em
ai

n 
in

 fu
ll 

co
m

pl
ia

nc
e.

5.
 Y

ou
 a

re
 n

ot
 re

qu
ire

d 
to

 a
cc

ep
t t

hi
s L

ic
en

se
, s

in
ce

 y
ou

 h
av

e 
no

t 
sig

ne
d 

it.
 H

ow
ev

er
, n

ot
hi

ng
 e

lse
 g

ra
nt

s y
ou

 p
er

m
iss

io
n 

to
 m

od
ify

 
or

 d
ist

rib
ut

e 
th

e 
Pr

og
ra

m
 o

r i
ts

 d
er

iv
at

iv
e 

w
or

ks
. T

he
se

 a
ct

io
ns

 
ar

e 
pr

oh
ib

ite
d 

by
 la

w
 if

 y
ou

 d
o 

no
t a

cc
ep

t t
hi

s L
ic

en
se

. T
he

re
fo

re
, 

by
 m

od
ify

in
g 

or
 d

ist
rib

ut
in

g 
th

e 
Pr

og
ra

m
 (o

r a
ny

 w
or

k 
ba

se
d 

on
 

th
e 

Pr
og

ra
m

), 
yo

u 
in

di
ca

te
 y

ou
r a

cc
ep

ta
nc

e 
of

 th
is 

Li
ce

ns
e 

to
 d

o 
so

, a
nd

 a
ll 

its
 te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

 fo
r c

op
yi

ng
, d

ist
rib

ut
in

g 
or

 
m

od
ify

in
g 

th
e 

Pr
og

ra
m

 o
r w

or
ks

 b
as

ed
 o

n 
it.

6.
 E

ac
h 

tim
e 

yo
u 

re
di

st
rib

ut
e 

th
e 

Pr
og

ra
m

 (o
r a

ny
 w

or
k 

ba
se

d 
on

 
th

e 
Pr

og
ra

m
), 

th
e 

re
ci

pi
en

t a
ut

om
at

ic
al

ly
 re

ce
iv

es
 a

 li
ce

ns
e 

fro
m

 
th

e 
or

ig
in

al
 li

ce
ns

or
 to

 c
op

y, 
di

st
rib

ut
e 

or
 m

od
ify

 th
e 

Pr
og

ra
m

 
su

bj
ec

t t
o 

th
es

e 
te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

. Y
ou

 m
ay

 n
ot

 im
po

se
 a

ny
 

fu
rt

he
r r

es
tri

ct
io

ns
 o

n 
th

e 
re

ci
pi

en
ts

' e
xe

rc
ise

 o
f t

he
 ri

gh
ts

 g
ra

nt
ed

 
he

re
in

. Y
ou

 a
re

 n
ot

 re
sp

on
sib

le
 fo

r e
nf

or
ci

ng
 c

om
pl

ia
nc

e 
by

 th
ird

 
pa

rt
ie

s t
o 

th
is 

Li
ce

ns
e.

7.
 If

, a
s a

 c
on

se
qu

en
ce

 o
f a

 c
ou

rt
 ju

dg
m

en
t o

r a
lle

ga
tio

n 
of

 
pa

te
nt

 in
fri

ng
em

en
t o

r f
or

 a
ny

 o
th

er
 re

as
on

 (n
ot

 li
m

ite
d 

to
 p

at
en

t 
iss

ue
s)

, c
on

di
tio

ns
 a

re
 im

po
se

d 
on

 y
ou

 (w
he

th
er

 b
y 

co
ur

t o
rd

er
, 

ag
re

em
en

t o
r o

th
er

w
ise

) t
ha

t c
on

tra
di

ct
 th

e 
co

nd
iti

on
s o

f t
hi

s 
Li

ce
ns

e,
 th

ey
 d

o 
no

t e
xc

us
e 

yo
u 

fro
m

 th
e 

co
nd

iti
on

s o
f t

hi
s 

Li
ce

ns
e.

 If
 y

ou
 c

an
no

t d
ist

rib
ut

e 
so

 a
s t

o 
sa

tis
fy

 si
m

ul
ta

ne
ou

sly
 y

ou
r 

ob
lig

at
io

ns
 u

nd
er

 th
is 

Li
ce

ns
e 

an
d 

an
y 

ot
he

r p
er

tin
en

t o
bl

ig
at

io
ns

, 
th

en
 a

s a
 c

on
se

qu
en

ce
 y

ou
 m

ay
 n

ot
 d

ist
rib

ut
e 

th
e 

Pr
og

ra
m

 a
t 

al
l. F

or
 e

xa
m

pl
e,

 if
 a

 p
at

en
t l

ic
en

se
 w

ou
ld

 n
ot

 p
er

m
it 

ro
ya

lty
-fr

ee
 

re
di

st
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

Pr
og

ra
m

 b
y 

al
l t

ho
se

 w
ho

 re
ce

iv
e 

co
pi

es
 

di
re

ct
ly

 o
r i

nd
ire

ct
ly

 th
ro

ug
h 

yo
u,

 th
en

 th
e 

on
ly

 w
ay

 y
ou

 c
ou

ld
 

sa
tis

fy
 b

ot
h 

it 
an

d 
th

is 
Li

ce
ns

e 
w

ou
ld

 b
e 

to
 re

fra
in

 e
nt

ire
ly

 fr
om

 
di

st
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

Pr
og

ra
m

.
If 

an
y 

po
rt

io
n 

of
 th

is 
se

ct
io

n 
is 

he
ld

 in
va

lid
 o

r u
ne

nf
or

ce
ab

le
 u

nd
er

 
an

y 
pa

rt
ic

ul
ar

 c
irc

um
st

an
ce

, t
he

 b
al

an
ce

 o
f t

he
 se

ct
io

n 
is 

in
te

nd
ed

 
to

 a
pp

ly
 a

nd
 th

e 
se

ct
io

n 
as

 a
 w

ho
le

 is
 in

te
nd

ed
 to

 a
pp

ly
 in

 o
th

er
 

ci
rc

um
st

an
ce

s.

Im
po
rt
an
t 
N
ot
ic
e 
C
on
ce
rn
in
g 
th
e 
S
of
tw
ar
e 
(c
on
ti
nu
ed
)

G
N

U
 G

EN
ER

A
L 
PU

BL
IC

 L
IC

EN
SE

Ve
rs
io
n 

2,
 Ju

ne
 1

99
1

Co
py

rig
ht

 (C
) 1

98
9,

 1
99

1 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n,
 In

c.,
51

 F
ra

nk
lin

 S
tre

et
, F

ift
h 

Fl
oo

r, 
Bo

st
on

, M
A 

02
11

0-
13

01
 U

SA
Ev

er
yo

ne
 is

 p
er

m
itt

ed
 to

 c
op

y 
an

d 
di

st
rib

ut
e 

ve
rb

at
im

 c
op

ie
s o

f 
th

is 
lic

en
se

 d
oc

um
en

t, 
bu

t c
ha

ng
in

g 
it 

is 
no

t a
llo

w
ed

.

Pr
ea

m
bl
e

Th
e 

lic
en

se
s f

or
 m

os
t s

of
tw

ar
e 

ar
e 

de
sig

ne
d 

to
 ta

ke
 a

w
ay

 y
ou

r 
fre

ed
om

 to
 sh

ar
e 

an
d 

ch
an

ge
 it

. B
y 

co
nt

ra
st

, t
he

 G
N

U
 G

en
er

al
 

Pu
bl

ic
 L

ic
en

se
 is

 in
te

nd
ed

 to
 g

ua
ra

nt
ee

 y
ou

r f
re

ed
om

 to
 sh

ar
e 

an
d 

ch
an

ge
 fr

ee
 so

ftw
ar

e-
-to

 m
ak

e 
su

re
 th

e 
so

ftw
ar

e 
is 

fre
e 

fo
r a

ll 
its

 u
se

rs
. T

hi
s G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 a
pp

lie
s t

o 
m

os
t o

f t
he

 F
re

e 
So

ftw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n'

s s
of

tw
ar

e 
an

d 
to

 a
ny

 o
th

er
 p

ro
gr

am
 w

ho
se

 
au

th
or

s c
om

m
it 

to
 u

sin
g 

it.
 (S

om
e 

ot
he

r F
re

e 
So

ftw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n 

so
ftw

ar
e 

is 
co

ve
re

d 
by

 th
e 

G
N

U
 L

es
se

r G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 

in
st

ea
d.

) Y
ou

 c
an

 a
pp

ly
 it

 to
 y

ou
r p

ro
gr

am
s, 

to
o.

W
he

n 
w

e 
sp

ea
k 

of
 fr

ee
 so

ftw
ar

e,
 w

e 
ar

e 
re

fe
rri

ng
 to

 fr
ee

do
m

, n
ot

 
pr

ic
e.

 O
ur

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
s a

re
 d

es
ig

ne
d 

to
 m

ak
e 

su
re

 th
at

 
yo

u 
ha

ve
 th

e 
fre

ed
om

 to
 d

ist
rib

ut
e 

co
pi

es
 o

f f
re

e 
so

ftw
ar

e 
(a

nd
 

ch
ar

ge
 fo

r t
hi

s s
er

vi
ce

 if
 y

ou
 w

ish
), 

th
at

 y
ou

 re
ce

iv
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

or
 

ca
n 

ge
t i

t i
f y

ou
 w

an
t i

t, 
th

at
 y

ou
 c

an
 c

ha
ng

e 
th

e 
so

ftw
ar

e 
or

 u
se

 
pi

ec
es

 o
f i

t i
n 

ne
w

 fr
ee

 p
ro

gr
am

s; 
an

d 
th

at
 y

ou
 k

no
w

 y
ou

 c
an

 d
o 

th
es

e 
th

in
gs

.
To

 p
ro

te
ct

 y
ou

r r
ig

ht
s, 

w
e 

ne
ed

 to
 m

ak
e 

re
st

ric
tio

ns
 th

at
 fo

rb
id

 
an

yo
ne

 to
 d

en
y 

yo
u 

th
es

e 
rig

ht
s o

r t
o 

as
k 

yo
u 

to
 su

rre
nd

er
 th

e 
rig

ht
s.

Th
es

e 
re

st
ric

tio
ns

 tr
an

sla
te

 to
 c

er
ta

in
 re

sp
on

sib
ili

tie
s f

or
 y

ou
 if

 y
ou

 
di

st
rib

ut
e 

co
pi

es
 o

f t
he

 so
ftw

ar
e,

 o
r i

f y
ou

 m
od

ify
 it

.
Fo

r e
xa

m
pl

e,
 if

 y
ou

 d
ist

rib
ut

e 
co

pi
es

 o
f s

uc
h 

a 
pr

og
ra

m
, w

he
th

er
 

gr
at

is 
or

 fo
r a

 fe
e,

 y
ou

 m
us

t g
iv

e 
th

e 
re

ci
pi

en
ts

 a
ll 

th
e 

rig
ht

s t
ha

t 
yo

u 
ha

ve
. Y

ou
 m

us
t m

ak
e 

su
re

 th
at

 th
ey

, t
oo

, r
ec

ei
ve

 o
r c

an
 g

et
 th

e 
so

ur
ce

 c
od

e.
 A

nd
 y

ou
 m

us
t s

ho
w

 th
em

 th
es

e 
te

rm
s s

o 
th

ey
 k

no
w

 
th

ei
r r

ig
ht

s.
W

e 
pr

ot
ec

t y
ou

r r
ig

ht
s w

ith
 tw

o 
st

ep
s: 

(1
) c

op
yr

ig
ht

 th
e 

so
ftw

ar
e,

 
an

d 
(2

) o
ffe

r y
ou

 th
is 

lic
en

se
 w

hi
ch

 g
iv

es
 y

ou
 le

ga
l p

er
m

iss
io

n 
to

 
co

py
, d

ist
rib

ut
e 

an
d/

or
 m

od
ify

 th
e 

so
ftw

ar
e.

Al
so

, f
or

 e
ac

h 
au

th
or

's 
pr

ot
ec

tio
n 

an
d 

ou
rs

, w
e 

w
an

t t
o 

m
ak

e 
ce

rt
ai

n 
th

at
 e

ve
ry

on
e 

un
de

rs
ta

nd
s t

ha
t t

he
re

 is
 n

o 
w

ar
ra

nt
y 

fo
r 

th
is 

fre
e 

so
ftw

ar
e.

 If
 th

e 
so

ftw
ar

e 
is 

m
od

ifi
ed

 b
y 

so
m

eo
ne

 e
lse

 a
nd

 
pa

ss
ed

 o
n,

 w
e 

w
an

t i
ts

 re
ci

pi
en

ts
 to

 k
no

w
 th

at
 w

ha
t t

he
y 

ha
ve

 is
 

no
t t

he
 o

rig
in

al
, s

o 
th

at
 a

ny
 p

ro
bl

em
s i

nt
ro

du
ce

d 
by

 o
th

er
s w

ill
 n

ot
 

re
fle

ct
 o

n 
th

e 
or

ig
in

al
 a

ut
ho

rs
' r

ep
ut

at
io

ns
.

Fi
na

lly
, a

ny
 fr

ee
 p

ro
gr

am
 is

 th
re

at
en

ed
 c

on
st

an
tly

 b
y 

so
ftw

ar
e 

pa
te

nt
s. 

W
e 

w
ish

 to
 a

vo
id

 th
e 

da
ng

er
 th

at
 re

di
st

rib
ut

or
s o

f a
 fr

ee
 

pr
og

ra
m

 w
ill

 in
di

vi
du

al
ly

 o
bt

ai
n 

pa
te

nt
 li

ce
ns

es
, in

 e
ffe

ct
 m

ak
in

g 
th

e 
pr

og
ra

m
 p

ro
pr

ie
ta

ry
. T

o 
pr

ev
en

t t
hi

s, 
w

e 
ha

ve
 m

ad
e 

it 
cl

ea
r t

ha
t 

an
y 

pa
te

nt
 m

us
t b

e 
lic

en
se

d 
fo

r e
ve

ry
on

e'
s f

re
e 

us
e 

or
 n

ot
 li

ce
ns

ed
 

at
 a

ll.
Th

e 
pr

ec
ise

 te
rm

s a
nd

 c
on

di
tio

ns
 fo

r c
op

yi
ng

, d
ist

rib
ut

io
n 

an
d 

m
od

ifi
ca

tio
n 

fo
llo

w
.

G
N

U
 G

EN
ER

A
L 
PU

BL
IC

 L
IC

EN
SE

 T
ER

M
S 
A

N
D

 
CO

N
D

IT
IO

N
S 

FO
R 

CO
PY

IN
G

, D
IS

TR
IB

U
TI

O
N

 A
N

D
 

M
O

D
IF

IC
AT

IO
N

0.
 T

hi
s L

ic
en

se
 a

pp
lie

s t
o 

an
y 

pr
og

ra
m

 o
r o

th
er

 w
or

k 
w

hi
ch

 
co

nt
ai

ns
 a

 n
ot

ic
e 

pl
ac

ed
 b

y 
th

e 
co

py
rig

ht
 h

ol
de

r s
ay

in
g 

it 
m

ay
 

be
 d

ist
rib

ut
ed

 u
nd

er
 th

e 
te

rm
s o

f t
hi

s G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
. T

he
 

"P
ro

gr
am

", b
el

ow
, r

ef
er

s t
o 

an
y 

su
ch

 p
ro

gr
am

 o
r w

or
k,

 a
nd

 a
 "w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Pr
og

ra
m

" m
ea

ns
 e

ith
er

 th
e 

Pr
og

ra
m

 o
r a

ny
 d

er
iv

at
iv

e 
w

or
k 

un
de

r c
op

yr
ig

ht
 la

w
: t

ha
t i

s t
o 

sa
y, 

a 
w

or
k 

co
nt

ai
ni

ng
 th

e 
Pr

og
ra

m
 o

r a
 p

or
tio

n 
of

 it
, e

ith
er

 v
er

ba
tim

 o
r w

ith
 m

od
ifi

ca
tio

ns
 

an
d/

or
 tr

an
sla

te
d 

in
to

 a
no

th
er

 la
ng

ua
ge

. (
H

er
ei

na
fte

r, 
tra

ns
la

tio
n 

is 
in

cl
ud

ed
 w

ith
ou

t l
im

ita
tio

n 
in

 th
e 

te
rm

 "m
od

ifi
ca

tio
n"

.) 
Ea

ch
 

lic
en

se
e 

is 
ad

dr
es

se
d 

as
 "y

ou
".

It 
is 

no
t t

he
 p

ur
po

se
 o

f t
hi

s s
ec

tio
n 

to
 in

du
ce

 y
ou

 to
 in

fri
ng

e 
an

y 
pa

te
nt

s o
r o

th
er

 p
ro

pe
rt

y 
rig

ht
 c

la
im

s o
r t

o 
co

nt
es

t v
al

id
ity

 o
f 

an
y 

su
ch

 c
la

im
s; 

th
is 

se
ct

io
n 

ha
s t

he
 so

le
 p

ur
po

se
 o

f p
ro

te
ct

in
g 

th
e 

in
te

gr
ity

 o
f t

he
 fr

ee
 so

ftw
ar

e 
di

st
rib

ut
io

n 
sy

st
em

, w
hi

ch
 is

 
im

pl
em

en
te

d 
by

 p
ub

lic
 li

ce
ns

e 
pr

ac
tic

es
. M

an
y 

pe
op

le
 h

av
e 

m
ad

e 
ge

ne
ro

us
 c

on
tri

bu
tio

ns
 to

 th
e 

w
id

e 
ra

ng
e 

of
 so

ftw
ar

e 
di

st
rib

ut
ed

 
th

ro
ug

h 
th

at
 sy

st
em

 in
 re

lia
nc

e 
on

 c
on

sis
te

nt
 a

pp
lic

at
io

n 
of

 th
at

 
sy

st
em

; it
 is

 u
p 

to
 th

e 
au

th
or

/d
on

or
 to

 d
ec

id
e 

if 
he

 o
r s

he
 is

 w
ill

in
g 

to
 d

ist
rib

ut
e 

so
ftw

ar
e 

th
ro

ug
h 

an
y 

ot
he

r s
ys

te
m

 a
nd

 a
 li

ce
ns

ee
 

ca
nn

ot
 im

po
se

 th
at

 c
ho

ic
e.

Th
is 

se
ct

io
n 

is 
in

te
nd

ed
 to

 m
ak

e 
th

or
ou

gh
ly

 c
le

ar
 w

ha
t i

s b
el

ie
ve

d 
to

 b
e 

a 
co

ns
eq

ue
nc

e 
of

 th
e 

re
st

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
.

8.
 If

 th
e 

di
st

rib
ut

io
n 

an
d/

or
 u

se
 o

f t
he

 P
ro

gr
am

 is
 re

st
ric

te
d 

in
 

ce
rt

ai
n 

co
un

tri
es

 e
ith

er
 b

y 
pa

te
nt

s o
r b

y 
co

py
rig

ht
ed

 in
te

rfa
ce

s, 
th

e 
or

ig
in

al
 c

op
yr

ig
ht

 h
ol

de
r w

ho
 p

la
ce

s t
he

 P
ro

gr
am

 u
nd

er
 th

is 
Li

ce
ns

e 
m

ay
 a

dd
 a

n 
ex

pl
ic

it 
ge

og
ra

ph
ic

al
 d

ist
rib

ut
io

n 
lim

ita
tio

n 
ex

cl
ud

in
g 

th
os

e 
co

un
tri

es
, s

o 
th

at
 d

ist
rib

ut
io

n 
is 

pe
rm

itt
ed

 o
nl

y 
in

 
or

 a
m

on
g 

co
un

tri
es

 n
ot

 th
us

 e
xc

lu
de

d.
 In

 su
ch

 c
as

e,
 th

is 
Li

ce
ns

e 
in

co
rp

or
at

es
 th

e 
lim

ita
tio

n 
as

 if
 w

rit
te

n 
in

 th
e 

bo
dy

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
.

9.
 T

he
 F

re
e 

So
ftw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n 
m

ay
 p

ub
lis

h 
re

vi
se

d 
an

d/
or

 n
ew

 
ve

rs
io

ns
 o

f t
he

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 fr

om
 ti

m
e 

to
 ti

m
e.

 S
uc

h 
ne

w
 

ve
rs

io
ns

 w
ill

 b
e 

sim
ila

r i
n 

sp
iri

t t
o 

th
e 

pr
es

en
t v

er
sio

n,
 b

ut
 m

ay
 d

iff
er

 
in

 d
et

ai
l t

o 
ad

dr
es

s n
ew

 p
ro

bl
em

s o
r c

on
ce

rn
s.

Ea
ch

 v
er

sio
n 

is 
gi

ve
n 

a 
di

st
in

gu
ish

in
g 

ve
rs

io
n 

nu
m

be
r. 

If 
th

e 
Pr

og
ra

m
 sp

ec
ifi

es
 a

 v
er

sio
n 

nu
m

be
r o

f t
hi

s L
ic

en
se

 w
hi

ch
 a

pp
lie

s 
to

 it
 a

nd
 "a

ny
 la

te
r v

er
sio

n"
, y

ou
 h

av
e 

th
e 

op
tio

n 
of

 fo
llo

w
in

g 
th

e 
te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

 e
ith

er
 o

f t
ha

t v
er

sio
n 

or
 o

f a
ny

 la
te

r v
er

sio
n 

pu
bl

ish
ed

 b
y 

th
e 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n.

 If
 th

e 
Pr

og
ra

m
 d

oe
s 

no
t s

pe
ci

fy
 a

 v
er

sio
n 

nu
m

be
r o

f t
hi

s L
ic

en
se

, y
ou

 m
ay

 c
ho

os
e 

an
y 

ve
rs

io
n 

ev
er

 p
ub

lis
he

d 
by

 th
e 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n.

10
. If

 y
ou

 w
ish

 to
 in

co
rp

or
at

e 
pa

rt
s o

f t
he

 P
ro

gr
am

 in
to

 o
th

er
 fr

ee
 

pr
og

ra
m

s w
ho

se
 d

ist
rib

ut
io

n 
co

nd
iti

on
s a

re
 d

iff
er

en
t, 

w
rit

e 
to

 th
e 

au
th

or
 to

 a
sk

 fo
r p

er
m

iss
io

n.
 F

or
 so

ftw
ar

e 
w

hi
ch

 is
 c

op
yr

ig
ht

ed
 

by
 th

e 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n,
 w

rit
e 

to
 th

e 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n;
 w

e 
so

m
et

im
es

 m
ak

e 
ex

ce
pt

io
ns

 fo
r t

hi
s. 

O
ur

 d
ec

isi
on

 
w

ill
 b

e 
gu

id
ed

 b
y 

th
e 

tw
o 

go
al

s o
f p

re
se

rv
in

g 
th

e 
fre

e 
st

at
us

 o
f a

ll 
de

riv
at

iv
es

 o
f o

ur
 fr

ee
 so

ftw
ar

e 
an

d 
of

 p
ro

m
ot

in
g 

th
e 

sh
ar

in
g 

an
d 

re
us

e 
of

 so
ftw

ar
e 

ge
ne

ra
lly

.

N
O

 W
A

RR
A

N
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. B

EC
AU

SE
 T

H
E 

PR
O

G
RA

M
 IS

 L
IC

EN
SE

D
 F

RE
E 

O
F 

CH
AR

G
E,

 
TH

ER
E 

IS
 N

O
 W

AR
RA

N
TY

 F
O

R 
TH

E 
PR

O
G

RA
M

, T
O

 T
H

E 
EX

TE
N

T 
PE

RM
IT

TE
D

 B
Y 

AP
PL

IC
AB

LE
 L

AW
. E

XC
EP

T 
W

H
EN

 O
TH

ER
W

IS
E 

ST
AT

ED
 IN

 W
RI

TI
N

G
 T

H
E 

CO
PY

RI
G

H
T 

H
O

LD
ER

S 
AN

D
/O

R 
O

TH
ER

 
PA

RT
IE

S 
PR

O
VI

D
E 

TH
E 

PR
O

G
RA

M
 "A

S 
IS

" W
IT

H
O

U
T 

W
AR

RA
N

TY
 O

F 
AN

Y 
KI

N
D

, E
IT

H
ER

 E
XP

RE
SS

ED
 O

R 
IM

PL
IE

D
, IN

CL
U

D
IN

G
, B

U
T 

N
O

T 
LI

M
IT

ED
 T

O
, T

H
E 

IM
PL

IE
D

 W
AR

RA
N

TI
ES

 O
F 

M
ER

CH
AN

TA
BI

LI
TY

 
AN

D
 F

IT
N

ES
S 

FO
R 

A 
PA

RT
IC

U
LA

R 
PU

RP
O

SE
. T

H
E 

EN
TI

RE
 R

IS
K 

AS
 

TO
 T

H
E 

Q
UA

LI
TY

 A
N

D
 P

ER
FO

RM
AN

CE
 O

F 
TH

E 
PR

O
G

RA
M

 IS
 W

IT
H

 
YO

U.
 S

H
O

U
LD

 T
H

E 
PR

O
G

RA
M

 P
RO

VE
 D

EF
EC

TI
VE

, Y
O

U
 A

SS
U

M
E 

TH
E 

CO
ST

 O
F 

AL
L 

N
EC

ES
SA

RY
 S

ER
VI

CI
N

G
, R

EP
AI

R 
O

R 
CO

RR
EC

TI
O

N
.

12
. IN

 N
O

 E
VE

N
T 

U
N

LE
SS

 R
EQ

U
IR

ED
 B

Y 
AP

PL
IC

AB
LE

 L
AW

 O
R 

AG
RE

ED
 T

O
 IN

 W
RI

TI
N

G
 W

IL
L 

AN
Y 

CO
PY

RI
G

H
T 

H
O

LD
ER

, O
R 

AN
Y 

O
TH

ER
 P

AR
TY

 W
H

O
 M

AY
 M

O
D

IF
Y 

AN
D

/O
R 

RE
D

IS
TR

IB
U

TE
 

TH
E 

PR
O

G
RA

M
 A

S 
PE

RM
IT

TE
D

 A
BO

VE
, B

E 
LI

AB
LE

 T
O

 Y
O

U
 F

O
R 

D
AM

AG
ES

, IN
CL

U
D

IN
G

 A
N

Y 
G

EN
ER

AL
, S

PE
CI

AL
, IN

CI
D

EN
TA

L 
O

R 
CO

N
SE

Q
U

EN
TI

AL
 D

AM
AG

ES
 A

RI
SI

N
G

 O
U

T 
O

F 
TH

E 
U

SE
 O

R 
IN

AB
IL

IT
Y 

TO
 U

SE
 T

H
E 

PR
O

G
RA

M
 (I

N
CL

U
D

IN
G

 B
U

T 
N

O
T 

LI
M

IT
ED

 
TO

 L
O

SS
 O

F 
D

AT
A 

O
R 

D
AT

A 
BE

IN
G

 R
EN

D
ER

ED
 IN

AC
CU

RA
TE

 O
R 

LO
SS

ES
 S

U
ST

AI
N

ED
 B

Y 
YO

U
 O

R 
TH

IR
D

 P
AR

TI
ES

 O
R 

A 
FA

IL
U

RE
 O

F 
TH

E 
PR

O
G

RA
M

 T
O

 O
PE

RA
TE

 W
IT

H
 A

N
Y 

O
TH

ER
 P

RO
G

RA
M

S)
, E

VE
N

 
IF

 S
U

CH
 H

O
LD

ER
 O

R 
O

TH
ER

 P
AR

TY
 H

AS
 B

EE
N

 A
D

VI
SE

D
 O

F 
TH

E 
PO

SS
IB

IL
IT

Y 
O

F 
SU

CH
 D

AM
AG

ES
.



EN
D

 O
F 

TE
RM

S 
A

N
D

 C
O

N
D

IT
IO

N
S

H
ow

 to
 A

pp
ly

 T
he

se
 T
er

m
s 
to

 Y
ou

r N
ew

 P
ro

gr
am

s
If 

yo
u 

de
ve

lo
p 

a 
ne

w
 p

ro
gr

am
, a

nd
 y

ou
 w

an
t i

t t
o 

be
 o

f t
he

 
gr

ea
te

st
 p

os
sib

le
 u

se
 to

 th
e 

pu
bl

ic
, t

he
 b

es
t w

ay
 to

 a
ch

ie
ve

 th
is 

is 
to

 m
ak

e 
it 

fre
e 

so
ftw

ar
e 

w
hi

ch
 e

ve
ry

on
e 

ca
n 

re
di

st
rib

ut
e 

an
d 

ch
an

ge
 u

nd
er

 th
es

e 
te

rm
s.

To
 d

o 
so

, a
tt

ac
h 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
no

tic
es

 to
 th

e 
pr

og
ra

m
. I

t i
s s

af
es

t 
to

 a
tt

ac
h 

th
em

 to
 th

e 
st

ar
t o

f e
ac

h 
so

ur
ce

 fi
le

 to
 m

os
t e

ffe
ct

iv
el

y 
co

nv
ey

 th
e 

ex
cl

us
io

n 
of

 w
ar

ra
nt

y;
 a

nd
 e

ac
h 

fil
e 

sh
ou

ld
 h

av
e 

at
 le

as
t 

th
e 

"c
op

yr
ig

ht
" l

in
e 

an
d 

a 
po

in
te

r t
o 

w
he

re
 th

e 
fu

ll 
no

tic
e 

is 
fo

un
d.

<o
ne

 li
ne

 to
 g

iv
e 

th
e 

pr
og

ra
m

's 
na

m
e 

an
d 

a 
br

ie
f i

de
a 

of
 w

ha
t 

it 
do

es
.>

Co
py

rig
ht

 (C
) <

ye
ar

> 
<n

am
e 

of
 a

ut
ho

r>
Th

is 
pr

og
ra

m
 is

 fr
ee

 so
ftw

ar
e;

 y
ou

 c
an

 re
di

st
rib

ut
e 

it 
an

d/
or

 
m

od
ify

 it
 u

nd
er

 th
e 

te
rm

s o
f t

he
 G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 a

s 
pu

bl
ish

ed
 b

y 
th

e 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n;
 e

ith
er

 v
er

sio
n 

2 
of

 
th

e 
Li

ce
ns

e,
 o

r (
at

 y
ou

r o
pt

io
n)

 a
ny

 la
te

r v
er

sio
n.

Th
is 

pr
og

ra
m

 is
 d

ist
rib

ut
ed

 in
 th

e 
ho

pe
 th

at
 it

 w
ill

 b
e 

us
ef

ul
, b

ut
 

W
IT

H
O

U
T 

AN
Y 

W
AR

RA
N

TY
; w

ith
ou

t e
ve

n 
th

e 
im

pl
ie

d 
w

ar
ra

nt
y 

of
 

M
ER

CH
AN

TA
BI

LI
TY

 o
r F

IT
N

ES
S 

FO
R 

A 
PA

RT
IC

U
LA

R 
PU

RP
O

SE
. S

ee
 

th
e 

G
N

U
 G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 fo
r m

or
e 

de
ta

ils
.

Yo
u 

sh
ou

ld
 h

av
e 

re
ce

iv
ed

 a
 c

op
y 

of
 th

e 
G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 

Li
ce

ns
e 

al
on

g 
w

ith
 th

is 
pr

og
ra

m
; if

 n
ot

, w
rit

e 
to

 th
e 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n,

 In
c.,

 5
1 

Fr
an

kl
in

 S
tre

et
, F

ift
h 

Fl
oo

r, 
Bo

st
on

, M
A 

02
11

0-
13

01
 U

SA
Al

so
 a

dd
 in

fo
rm

at
io

n 
on

 h
ow

 to
 c

on
ta

ct
 y

ou
 b

y 
el

ec
tro

ni
c 

an
d 

pa
pe

r m
ai

l.
If 

th
e 

pr
og

ra
m

 is
 in

te
ra

ct
iv

e,
 m

ak
e 

it 
ou

tp
ut

 a
 sh

or
t n

ot
ic

e 
lik

e 
th

is 
w

he
n 

it 
st

ar
ts

 in
 a

n 
in

te
ra

ct
iv

e 
m

od
e:

G
no

m
ov

isi
on

 v
er

sio
n 

69
, C

op
yr

ig
ht

 (C
) y

ea
r n

am
e 

of
 a

ut
ho

r 
G

no
m

ov
isi

on
 c

om
es

 w
ith

 A
BS

O
LU

TE
LY

 N
O

 W
AR

RA
N

TY
; f

or
 

de
ta

ils
 ty

pe
 `s

ho
w

 w
'.

Th
is 

is 
fre

e 
so

ftw
ar

e,
 a

nd
 y

ou
 a

re
 w

el
co

m
e 

to
 re

di
st

rib
ut

e 
it 

un
de

r 
ce

rt
ai

n 
co

nd
iti

on
s; 

ty
pe

 `s
ho

w
 c

' f
or

 d
et

ai
ls.

Th
e 

hy
po

th
et

ic
al

 c
om

m
an

ds
 `s

ho
w

 w
' a

nd
 `s

ho
w

 c
' s

ho
ul

d 
sh

ow
 

th
e 

ap
pr

op
ria

te
 p

ar
ts

 o
f t

he
 G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

. O
f c

ou
rs

e,
 th

e 
co

m
m

an
ds

 y
ou

 u
se

 m
ay

 b
e 

ca
lle

d 
so

m
et

hi
ng

 o
th

er
 th

an
 `s

ho
w

 w
' 

an
d 

`s
ho

w
 c

'; t
he

y 
co

ul
d 

ev
en

 b
e 

m
ou

se
-c

lic
ks

 o
r m

en
u 

ite
m

s-
- 

w
ha

te
ve

r s
ui

ts
 y

ou
r p

ro
gr

am
.

Yo
u 

sh
ou

ld
 a

lso
 g

et
 y

ou
r e

m
pl

oy
er

 (i
f y

ou
 w

or
k 

as
 a

 p
ro

gr
am

m
er

) 
or

 y
ou

r s
ch

oo
l, i

f a
ny

, t
o 

sig
n 

a 
"c

op
yr

ig
ht

 d
isc

la
im

er
" f

or
 th

e 
pr

og
ra

m
, if

 n
ec

es
sa

ry
. H

er
e 

is 
a 

sa
m

pl
e;

 a
lte

r t
he

 n
am

es
:

Yo
yo

dy
ne

, In
c.,

 h
er

eb
y 

di
sc

la
im

s a
ll 

co
py

rig
ht

 in
te

re
st

 in
 th

e 
pr

og
ra

m
 `G

no
m

ov
isi

on
' (

w
hi

ch
 m

ak
es

 p
as

se
s a

t c
om

pi
le

rs
) 

w
rit

te
n 

by
 Ja

m
es

 H
ac

ke
r.

<s
ig

na
tu

re
 o

f T
y 

Co
on

>,
 1

 A
pr

il 
19

89
Ty

 C
oo

n,
 P

re
sid

en
t o

f V
ic

e
Th

is 
G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 d
oe

s n
ot

 p
er

m
it 

in
co

rp
or

at
in

g 
yo

ur
 

pr
og

ra
m

 in
to

 p
ro

pr
ie

ta
ry

 p
ro

gr
am

s. 
If 

yo
ur

 p
ro

gr
am

 is
 a

 su
br

ou
tin

e 
lib

ra
ry

, y
ou

 m
ay

 c
on

sid
er

 it
 m

or
e 

us
ef

ul
 to

 p
er

m
it 

lin
ki

ng
 

pr
op

rie
ta

ry
 a

pp
lic

at
io

ns
 w

ith
 th

e 
lib

ra
ry

. If
 th

is 
is 

w
ha

t y
ou

 w
an

t 
to

 d
o,

 u
se

 th
e 

G
N

U
 L

es
se

r G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 in

st
ea

d 
of

 th
is 

Li
ce

ns
e.

G
N

U
 L

ES
SE

R 
G

EN
ER

A
L 
PU

BL
IC

 L
IC

EN
SE

Ve
rs
io
n 

2.
1,

 F
eb

ru
ar

y 
19

99
Co

py
rig

ht
 (C

) 1
98

9,
 1

99
1 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n,

 In
c.,

51
 F

ra
nk

lin
 S

tre
et

, F
ift

h 
Fl

oo
r, 

Bo
st

on
, M

A 
02

11
0-

13
01

 U
SA

Ev
er

yo
ne

 is
 p

er
m

itt
ed

 to
 c

op
y 

an
d 

di
st

rib
ut

e 
ve

rb
at

im
 c

op
ie

s o
f 

th
is 

lic
en

se
 d

oc
um

en
t, 

bu
t c

ha
ng

in
g 

it 
is 

no
t a

llo
w

ed
.

[T
hi

s i
s t

he
 fi

rs
t r

el
ea

se
d 

ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Le

ss
er

 G
PL

. I
t a

lso
 c

ou
nt

s a
s 

th
e 

su
cc

es
so

r o
f t

he
 G

N
U

 L
ib

ra
ry

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
, v

er
sio

n 
2,

 h
en

ce
 

th
e 

ve
rs

io
n 

nu
m

be
r 2

.1
.]

Pr
ea

m
bl
e

Th
e 

lic
en

se
s f

or
 m

os
t s

of
tw

ar
e 

ar
e 

de
sig

ne
d 

to
 ta

ke
 a

w
ay

 y
ou

r 
fre

ed
om

 to
 sh

ar
e 

an
d 

ch
an

ge
 it

. B
y 

co
nt

ra
st

, t
he

 G
N

U
 G

en
er

al
 

Pu
bl

ic
 L

ic
en

se
s a

re
 in

te
nd

ed
 to

 g
ua

ra
nt

ee
 y

ou
r f

re
ed

om
 to

 sh
ar

e 
an

d 
ch

an
ge

 fr
ee

 so
ftw

ar
e-

-to
 m

ak
e 

su
re

 th
e 

so
ftw

ar
e 

is 
fre

e 
fo

r a
ll 

its
 u

se
rs

.
Th

is 
lic

en
se

, t
he

 L
es

se
r G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

, a
pp

lie
s t

o 
so

m
e 

sp
ec

ia
lly

 d
es

ig
na

te
d 

so
ftw

ar
e 

pa
ck

ag
es

--t
yp

ic
al

ly
 li

br
ar

ie
s-

-o
f 

th
e 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n 

an
d 

ot
he

r a
ut

ho
rs

 w
ho

 d
ec

id
e 

to
 

us
e 

it.
 Y

ou
 c

an
 u

se
 it

 to
o,

 b
ut

 w
e 

su
gg

es
t y

ou
 fi

rs
t t

hi
nk

 c
ar

ef
ul

ly
 

ab
ou

t w
he

th
er

 th
is 

lic
en

se
 o

r t
he

 o
rd

in
ar

y 
G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 
is 

th
e 

be
tte

r s
tra

te
gy

 to
 u

se
 in

 a
ny

 p
ar

tic
ul

ar
 c

as
e,

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
ex

pl
an

at
io

ns
 b

el
ow

.
W

he
n 

w
e 

sp
ea

k 
of

 fr
ee

 so
ftw

ar
e,

 w
e 

ar
e 

re
fe

rri
ng

 to
 fr

ee
do

m
 o

f 
us

e,
 n

ot
 p

ric
e.

 O
ur

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
s a

re
 d

es
ig

ne
d 

to
 m

ak
e 

su
re

 th
at

 y
ou

 h
av

e 
th

e 
fre

ed
om

 to
 d

ist
rib

ut
e 

co
pi

es
 o

f f
re

e 
so

ftw
ar

e 
(a

nd
 c

ha
rg

e 
fo

r t
hi

s s
er

vi
ce

 if
 y

ou
 w

ish
); 

th
at

 y
ou

 re
ce

iv
e 

so
ur

ce
 

co
de

 o
r c

an
 g

et
 it

 if
 y

ou
 w

an
t i

t; 
th

at
 y

ou
 c

an
 c

ha
ng

e 
th

e 
so

ftw
ar

e 
an

d 
us

e 
pi

ec
es

 o
f i

t i
n 

ne
w

 fr
ee

 p
ro

gr
am

s; 
an

d 
th

at
 y

ou
 a

re
 

in
fo

rm
ed

 th
at

 y
ou

 c
an

 d
o 

th
es

e 
th

in
gs

.
To

 p
ro

te
ct

 y
ou

r r
ig

ht
s, 

w
e 

ne
ed

 to
 m

ak
e 

re
st

ric
tio

ns
 th

at
 fo

rb
id

 
di

st
rib

ut
or

s t
o 

de
ny

 y
ou

 th
es

e 
rig

ht
s o

r t
o 

as
k 

yo
u 

to
 su

rre
nd

er
 

th
es

e 
rig

ht
s. 

Th
es

e 
re

st
ric

tio
ns

 tr
an

sla
te

 to
 c

er
ta

in
 re

sp
on

sib
ili

tie
s 

fo
r y

ou
 if

 y
ou

 d
ist

rib
ut

e 
co

pi
es

 o
f t

he
 li

br
ar

y 
or

 if
 y

ou
 m

od
ify

 it
.

Fo
r e

xa
m

pl
e,

 if
 y

ou
 d

ist
rib

ut
e 

co
pi

es
 o

f t
he

 li
br

ar
y, 

w
he

th
er

 g
ra

tis
 

or
 fo

r a
 fe

e,
 y

ou
 m

us
t g

iv
e 

th
e 

re
ci

pi
en

ts
 a

ll 
th

e 
rig

ht
s t

ha
t w

e 
ga

ve
 y

ou
. Y

ou
 m

us
t m

ak
e 

su
re

 th
at

 th
ey

, t
oo

, r
ec

ei
ve

 o
r c

an
 g

et
 

th
e 

so
ur

ce
 c

od
e.

 If
 y

ou
 li

nk
 o

th
er

 c
od

e 
w

ith
 th

e 
lib

ra
ry

, y
ou

 m
us

t 
pr

ov
id

e 
co

m
pl

et
e 

ob
je

ct
 fi

le
s t

o 
th

e 
re

ci
pi

en
ts

, s
o 

th
at

 th
ey

 c
an

 
re

lin
k 

th
em

 w
ith

 th
e 

lib
ra

ry
 a

fte
r m

ak
in

g 
ch

an
ge

s t
o 

th
e 

lib
ra

ry
 a

nd
 

re
co

m
pi

lin
g 

it.
 A

nd
 y

ou
 m

us
t s

ho
w

 th
em

 th
es

e 
te

rm
s s

o 
th

ey
 k

no
w

 
th

ei
r r

ig
ht

s.
W

e 
pr

ot
ec

t y
ou

r r
ig

ht
s w

ith
 a

 tw
o-

st
ep

 m
et

ho
d:

 (1
) w

e 
co

py
rig

ht
 

th
e 

lib
ra

ry
, a

nd
 (2

) w
e 

of
fe

r y
ou

 th
is 

lic
en

se
, w

hi
ch

 g
iv

es
 y

ou
 le

ga
l 

pe
rm

iss
io

n 
to

 c
op

y, 
di

st
rib

ut
e 

an
d/

or
 m

od
ify

 th
e 

lib
ra

ry
.

To
 p

ro
te

ct
 e

ac
h 

di
st

rib
ut

or
, w

e 
w

an
t t

o 
m

ak
e 

it 
ve

ry
 c

le
ar

 th
at

 th
er

e 
is 

no
 w

ar
ra

nt
y 

fo
r t

he
 fr

ee
 li

br
ar

y. 
Al

so
, if

 th
e 

lib
ra

ry
 is

 m
od

ifi
ed

 b
y 

so
m

eo
ne

 e
lse

 a
nd

 p
as

se
d 

on
, t

he
 re

ci
pi

en
ts

 sh
ou

ld
 k

no
w

 th
at

 
w

ha
t t

he
y 

ha
ve

 is
 n

ot
 th

e 
or

ig
in

al
 v

er
sio

n,
 so

 th
at

 th
e 

or
ig

in
al

 
au

th
or

's 
re

pu
ta

tio
n 

w
ill

 n
ot

 b
e 

af
fe

ct
ed

 b
y 

pr
ob

le
m

s t
ha

t m
ig

ht
 b

e 
in

tro
du

ce
d 

by
 o

th
er

s.
Fi

na
lly

, s
of

tw
ar

e 
pa

te
nt

s p
os

e 
a 

co
ns

ta
nt

 th
re

at
 to

 th
e 

ex
ist

en
ce

 o
f 

an
y 

fre
e 

pr
og

ra
m

. W
e 

w
ish

 to
 m

ak
e 

su
re

 th
at

 a
 c

om
pa

ny
 c

an
no

t 
ef

fe
ct

iv
el

y 
re

st
ric

t t
he

 u
se

rs
 o

f a
 fr

ee
 p

ro
gr

am
 b

y 
ob

ta
in

in
g 

a 
re

st
ric

tiv
e 

lic
en

se
 fr

om
 a

 p
at

en
t h

ol
de

r. T
he

re
fo

re
, w

e 
in

sis
t t

ha
t 

an
y 

pa
te

nt
 li

ce
ns

e 
ob

ta
in

ed
 fo

r a
 v

er
sio

n 
of

 th
e 

lib
ra

ry
 m

us
t b

e 
co

ns
ist

en
t w

ith
 th

e 
fu

ll 
fre

ed
om

 o
f u

se
 sp

ec
ifi

ed
 in

 th
is 

lic
en

se
.

M
os

t G
N

U
 so

ftw
ar

e,
 in

cl
ud

in
g 

so
m

e 
lib

ra
rie

s, 
is 

co
ve

re
d 

by
 th

e 
or

di
na

ry
 G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
. T

hi
s l

ic
en

se
, t

he
 G

N
U

 L
es

se
r 

G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
, a

pp
lie

s t
o 

ce
rt

ai
n 

de
sig

na
te

d 
lib

ra
rie

s, 
an

d 
is 

qu
ite

 d
iff

er
en

t f
ro

m
 th

e 
or

di
na

ry
 G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

. W
e 

us
e 

th
is 

lic
en

se
 fo

r c
er

ta
in

 li
br

ar
ie

s i
n 

or
de

r t
o 

pe
rm

it 
lin

ki
ng

 th
os

e 
lib

ra
rie

s i
nt

o 
no

n-
fre

e 
pr

og
ra

m
s.

W
he

n 
a 

pr
og

ra
m

 is
 li

nk
ed

 w
ith

 a
 li

br
ar

y, 
w

he
th

er
 st

at
ic

al
ly

 o
r u

sin
g 

a 
sh

ar
ed

 li
br

ar
y, 

th
e 

co
m

bi
na

tio
n 

of
 th

e 
tw

o 
is 

le
ga

lly
 sp

ea
ki

ng
 a

 
co

m
bi

ne
d 

w
or

k,
 a

 d
er

iv
at

iv
e 

of
 th

e 
or

ig
in

al
 li

br
ar

y. 
Th

e 
or

di
na

ry
 

G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 th

er
ef

or
e 

pe
rm

its
 su

ch
 li

nk
in

g 
on

ly
 if

 th
e 

en
tir

e 
co

m
bi

na
tio

n 
fit

s i
ts

 c
rit

er
ia

 o
f f

re
ed

om
. T

he
 L

es
se

r G
en

er
al

 
Pu

bl
ic

 L
ic

en
se

 p
er

m
its

 m
or

e 
la

x 
cr

ite
ria

 fo
r l

in
ki

ng
 o

th
er

 c
od

e 
w

ith
 

th
e 

lib
ra

ry
.

W
e 

ca
ll 

th
is 

lic
en

se
 th

e 
"L

es
se

r" 
G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 b
ec

au
se

 it
 

do
es

 L
es

s t
o 

pr
ot

ec
t t

he
 u

se
r's

 fr
ee

do
m

 th
an

 th
e 

or
di

na
ry

 G
en

er
al

 
Pu

bl
ic

 L
ic

en
se

. I
t a

lso
 p

ro
vi

de
s o

th
er

 fr
ee

 so
ftw

ar
e 

de
ve

lo
pe

rs
 L

es
s 

of
 a

n 
ad

va
nt

ag
e 

ov
er

 c
om

pe
tin

g 
no

n-
fre

e 
pr

og
ra

m
s.

Th
es

e 
di

sa
dv

an
ta

ge
s a

re
 th

e 
re

as
on

 w
e 

us
e 

th
e 

or
di

na
ry

 G
en

er
al

 
Pu

bl
ic

 L
ic

en
se

 fo
r m

an
y 

lib
ra

rie
s. 

H
ow

ev
er

, t
he

 L
es

se
r l

ic
en

se
 

pr
ov

id
es

 a
dv

an
ta

ge
s i

n 
ce

rt
ai

n 
sp

ec
ia

l c
irc

um
st

an
ce

s.
Fo

r e
xa

m
pl

e,
 o

n 
ra

re
 o

cc
as

io
ns

, t
he

re
 m

ay
 b

e 
a 

sp
ec

ia
l n

ee
d 

to
 

en
co

ur
ag

e 
th

e 
w

id
es

t p
os

sib
le

 u
se

 o
f a

 c
er

ta
in

 li
br

ar
y, 

so
 th

at
 it

 
be

co
m

es
 a

 d
e-

fa
ct

o 
st

an
da

rd
. T

o 
ac

hi
ev

e 
th

is,
 n

on
-fr

ee
 p

ro
gr

am
s 

m
us

t b
e 

al
lo

w
ed

 to
 u

se
 th

e 
lib

ra
ry

. A
 m

or
e 

fre
qu

en
t c

as
e 

is 
th

at
 

a 
fre

e 
lib

ra
ry

 d
oe

s t
he

 sa
m

e 
jo

b 
as

 w
id

el
y 

us
ed

 n
on

-fr
ee

 li
br

ar
ie

s. 
In

 th
is 

ca
se

, t
he

re
 is

 li
tt

le
 to

 g
ai

n 
by

 li
m

iti
ng

 th
e 

fre
e 

lib
ra

ry
 to

 fr
ee

 
so

ftw
ar

e 
on

ly
, s

o 
w

e 
us

e 
th

e 
Le

ss
er

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
.

In
 o

th
er

 c
as

es
, p

er
m

iss
io

n 
to

 u
se

 a
 p

ar
tic

ul
ar

 li
br

ar
y 

in
 n

on
-fr

ee
 

pr
og

ra
m

s e
na

bl
es

 a
 g

re
at

er
 n

um
be

r o
f p

eo
pl

e 
to

 u
se

 a
 la

rg
e 

bo
dy

 
of

 fr
ee

 so
ftw

ar
e.

 F
or

 e
xa

m
pl

e,
 p

er
m

iss
io

n 
to

 u
se

 th
e 

G
N

U
 C

 L
ib

ra
ry

 
in

 n
on

-fr
ee

 p
ro

gr
am

s e
na

bl
es

 m
an

y 
m

or
e 

pe
op

le
 to

 u
se

 th
e 

w
ho

le
 G

N
U

 o
pe

ra
tin

g 
sy

st
em

, a
s w

el
l a

s i
ts

 v
ar

ia
nt

, t
he

 G
N

U
/L

in
ux

 
op

er
at

in
g 

sy
st

em
.

Al
th

ou
gh

 th
e 

Le
ss

er
 G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 is
 L

es
s p

ro
te

ct
iv

e 
of

 
th

e 
us

er
s' 

fre
ed

om
, it

 d
oe

s e
ns

ur
e 

th
at

 th
e 

us
er

 o
f a

 p
ro

gr
am

 th
at

 is
 

lin
ke

d 
w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y 
ha

s t
he

 fr
ee

do
m

 a
nd

 th
e 

w
he

re
w

ith
al

 to
 ru

n 
th

at
 p

ro
gr

am
 u

sin
g 

a 
m

od
ifi

ed
 v

er
sio

n 
of

 th
e 

Li
br

ar
y.

Th
e 

pr
ec

ise
 te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

 fo
r c

op
yi

ng
, d

ist
rib

ut
io

n 
an

d 
m

od
ifi

ca
tio

n 
fo

llo
w

. P
ay

 c
lo

se
 a

tte
nt

io
n 

to
 th

e 
di

ffe
re

nc
e 

be
tw

ee
n 

a 
"w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

lib
ra

ry
" a

nd
 a

 "w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 li

br
ar

y"
. T

he
 

fo
rm

er
 c

on
ta

in
s c

od
e 

de
riv

ed
 fr

om
 th

e 
lib

ra
ry

, w
he

re
as

 th
e 

la
tte

r 
m

us
t b

e 
co

m
bi

ne
d 

w
ith

 th
e 

lib
ra

ry
 in

 o
rd

er
 to

 ru
n.

G
N

U
 L

ES
SE

R 
G

EN
ER

A
L 
PU

BL
IC

 L
IC

EN
SE

 T
ER

M
S 
A

N
D

 
CO

N
D

IT
IO

N
S 

FO
R 

CO
PY

IN
G

, D
IS

TR
IB

U
TI

O
N

 A
N

D
 

M
O

D
IF

IC
AT

IO
N

0.
 T

hi
s L

ic
en

se
 A

gr
ee

m
en

t a
pp

lie
s t

o 
an

y 
so

ftw
ar

e 
lib

ra
ry

 o
r o

th
er

 
pr

og
ra

m
 w

hi
ch

 c
on

ta
in

s a
 n

ot
ic

e 
pl

ac
ed

 b
y 

th
e 

co
py

rig
ht

 h
ol

de
r 

or
 o

th
er

 a
ut

ho
riz

ed
 p

ar
ty

 sa
yi

ng
 it

 m
ay

 b
e 

di
st

rib
ut

ed
 u

nd
er

 
th

e 
te

rm
s o

f t
hi

s L
es

se
r G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 (a
lso

 c
al

le
d 

"t
hi

s 
Li

ce
ns

e"
). 

Ea
ch

 li
ce

ns
ee

 is
 a

dd
re

ss
ed

 a
s "

yo
u"

.
A 

"li
br

ar
y"

 m
ea

ns
 a

 c
ol

le
ct

io
n 

of
 so

ftw
ar

e 
fu

nc
tio

ns
 a

nd
/o

r d
at

a 
pr

ep
ar

ed
 so

 a
s t

o 
be

 c
on

ve
ni

en
tly

 li
nk

ed
 w

ith
 a

pp
lic

at
io

n 
pr

og
ra

m
s 

(w
hi

ch
 u

se
 so

m
e 

of
 th

os
e 

fu
nc

tio
ns

 a
nd

 d
at

a)
 to

 fo
rm

 e
xe

cu
ta

bl
es

.
Th

e 
"L

ib
ra

ry
", b

el
ow

, r
ef

er
s t

o 
an

y 
su

ch
 so

ftw
ar

e 
lib

ra
ry

 o
r w

or
k 

w
hi

ch
 h

as
 b

ee
n 

di
st

rib
ut

ed
 u

nd
er

 th
es

e 
te

rm
s. 

A 
"w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y"

 m
ea

ns
 e

ith
er

 th
e 

Li
br

ar
y 

or
 a

ny
 d

er
iv

at
iv

e 
w

or
k 

un
de

r c
op

yr
ig

ht
 la

w
: t

ha
t i

s t
o 

sa
y, 

a 
w

or
k 

co
nt

ai
ni

ng
 th

e 
Li

br
ar

y 
or

 a
 p

or
tio

n 
of

 it
, e

ith
er

 v
er

ba
tim

 o
r w

ith
 m

od
ifi

ca
tio

ns
 

an
d/

or
 tr

an
sla

te
d 

st
ra

ig
ht

fo
rw

ar
dl

y 
in

to
 a

no
th

er
 la

ng
ua

ge
. 

(H
er

ei
na

fte
r, 

tra
ns

la
tio

n 
is 

in
cl

ud
ed

 w
ith

ou
t l

im
ita

tio
n 

in
 th

e 
te

rm
 

"m
od

ifi
ca

tio
n"

.)
"S

ou
rc

e 
co

de
" f

or
 a

 w
or

k 
m

ea
ns

 th
e 

pr
ef

er
re

d 
fo

rm
 o

f t
he

 w
or

k 
fo

r m
ak

in
g 

m
od

ifi
ca

tio
ns

 to
 it

. F
or

 a
 li

br
ar

y, 
co

m
pl

et
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

m
ea

ns
 a

ll 
th

e 
so

ur
ce

 c
od

e 
fo

r a
ll 

m
od

ul
es

 it
 c

on
ta

in
s, 

pl
us

 a
ny

 
as

so
ci

at
ed

 in
te

rfa
ce

 d
ef

in
iti

on
 fi

le
s, 

pl
us

 th
e 

sc
rip

ts
 u

se
d 

to
 c

on
tro

l 
co

m
pi

la
tio

n 
an

d 
in

st
al

la
tio

n 
of

 th
e 

lib
ra

ry
.

Ac
tiv

iti
es

 o
th

er
 th

an
 c

op
yi

ng
, d

ist
rib

ut
io

n 
an

d 
m

od
ifi

ca
tio

n 
ar

e 
no

t c
ov

er
ed

 b
y 

th
is 

Li
ce

ns
e;

 th
ey

 a
re

 o
ut

sid
e 

its
 sc

op
e.

 T
he

 a
ct

 o
f 

ru
nn

in
g 

a 
pr

og
ra

m
 u

sin
g 

th
e 

Li
br

ar
y 

is 
no

t r
es

tri
ct

ed
, a

nd
 o

ut
pu

t 
fro

m
 su

ch
 a

 p
ro

gr
am

 is
 c

ov
er

ed
 o

nl
y 

if 
its

 c
on

te
nt

s c
on

st
itu

te
 a

 
w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y 

(in
de

pe
nd

en
t o

f t
he

 u
se

 o
f t

he
 L

ib
ra

ry
 

in
 a

 to
ol

 fo
r w

rit
in

g 
it)

. W
he

th
er

 th
at

 is
 tr

ue
 d

ep
en

ds
 o

n 
w

ha
t t

he
 

Li
br

ar
y 

do
es

 a
nd

 w
ha

t t
he

 p
ro

gr
am

 th
at

 u
se

s t
he

 L
ib

ra
ry

 d
oe

s.
1.

 Y
ou

 m
ay

 c
op

y 
an

d 
di

st
rib

ut
e 

ve
rb

at
im

 c
op

ie
s o

f t
he

 L
ib

ra
ry

's 
co

m
pl

et
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

as
 y

ou
 re

ce
iv

e 
it,

 in
 a

ny
 m

ed
iu

m
, p

ro
vi

de
d 

th
at

 y
ou

 c
on

sp
ic

uo
us

ly
 a

nd
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

 p
ub

lis
h 

on
 e

ac
h 

co
py

 
an

 a
pp

ro
pr

ia
te

 c
op

yr
ig

ht
 n

ot
ic

e 
an

d 
di

sc
la

im
er

 o
f w

ar
ra

nt
y;

 k
ee

p 
in

ta
ct

 a
ll 

th
e 

no
tic

es
 th

at
 re

fe
r t

o 
th

is 
Li

ce
ns

e 
an

d 
to

 th
e 

ab
se

nc
e 

of
 a

ny
 w

ar
ra

nt
y;

 a
nd

 d
ist

rib
ut

e 
a 

co
py

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
 a

lo
ng

 w
ith

 
th

e 
Li

br
ar

y.
Yo

u 
m

ay
 c

ha
rg

e 
a 

fe
e 

fo
r t

he
 p

hy
sic

al
 a

ct
 o

f t
ra

ns
fe

rri
ng

 a
 c

op
y, 

an
d 

yo
u 

m
ay

 a
t y

ou
r o

pt
io

n 
of

fe
r w

ar
ra

nt
y 

pr
ot

ec
tio

n 
in

 e
xc

ha
ng

e 
fo

r a
 fe

e.

2.
 Y

ou
 m

ay
 m

od
ify

 y
ou

r c
op

y 
or

 c
op

ie
s o

f t
he

 L
ib

ra
ry

 o
r a

ny
 p

or
tio

n 
of

 it
, t

hu
s f

or
m

in
g 

a 
w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y, 

an
d 

co
py

 a
nd

 
di

st
rib

ut
e 

su
ch

 m
od

ifi
ca

tio
ns

 o
r w

or
k 

un
de

r t
he

 te
rm

s o
f S

ec
tio

n 
1 

ab
ov

e,
 p

ro
vi

de
d 

th
at

 y
ou

 a
lso

 m
ee

t a
ll 

of
 th

es
e 

co
nd

iti
on

s:

a)
 T

he
 m

od
ifi

ed
 w

or
k 

m
us

t i
ts

el
f b

e 
a 

so
ftw

ar
e 

lib
ra

ry
.

b)
 Y

ou
 m

us
t c

au
se

 th
e 

fil
es

 m
od

ifi
ed

 to
 c

ar
ry

 p
ro

m
in

en
t n

ot
ic

es
 

st
at

in
g 

th
at

 y
ou

 c
ha

ng
ed

 th
e 

fil
es

 a
nd

 th
e 

da
te

 o
f a

ny
 c

ha
ng

e.
c)

 Y
ou

 m
us

t c
au

se
 th

e 
w

ho
le

 o
f t

he
 w

or
k 

to
 b

e 
lic

en
se

d 
at

 n
o 

ch
ar

ge
 to

 a
ll 

th
ird

 p
ar

tie
s u

nd
er

 th
e 

te
rm

s o
f t

hi
s L

ic
en

se
.

d)
 If

 a
 fa

ci
lit

y 
in

 th
e 

m
od

ifi
ed

 L
ib

ra
ry

 re
fe

rs
 to

 a
 fu

nc
tio

n 
or

 a
 ta

bl
e 

of
 d

at
a 

to
 b

e 
su

pp
lie

d 
by

 a
n 

ap
pl

ic
at

io
n 

pr
og

ra
m

 th
at

 u
se

s t
he

 
fa

ci
lit

y, 
ot

he
r t

ha
n 

as
 a

n 
ar

gu
m

en
t p

as
se

d 
w

he
n 

th
e 

fa
ci

lit
y 

is 
in

vo
ke

d,
 th

en
 y

ou
 m

us
t m

ak
e 

a 
go

od
 fa

ith
 e

ffo
rt

 to
 e

ns
ur

e 
th

at
, 

in
 th

e 
ev

en
t a

n 
ap

pl
ic

at
io

n 
do

es
 n

ot
 su

pp
ly

 su
ch

 fu
nc

tio
n 

or
 

ta
bl

e,
 th

e 
fa

ci
lit

y 
st

ill
 o

pe
ra

te
s, 

an
d 

pe
rfo

rm
s w

ha
te

ve
r p

ar
t o

f i
ts

 
pu

rp
os

e 
re

m
ai

ns
 m

ea
ni

ng
fu

l.
(F

or
 e

xa
m

pl
e,

 a
 fu

nc
tio

n 
in

 a
 li

br
ar

y 
to

 c
om

pu
te

 sq
ua

re
 ro

ot
s 

ha
s a

 p
ur

po
se

 th
at

 is
 e

nt
ire

ly
 w

el
l-d

ef
in

ed
 in

de
pe

nd
en

t o
f 

th
e 

ap
pl

ic
at

io
n.

 T
he

re
fo

re
, S

ub
se

ct
io

n 
2d

 re
qu

ire
s t

ha
t a

ny
 

ap
pl

ic
at

io
n-

su
pp

lie
d 

fu
nc

tio
n 

or
 ta

bl
e 

us
ed

 b
y 

th
is 

fu
nc

tio
n 

m
us

t 
be

 o
pt

io
na

l: i
f t

he
 a

pp
lic

at
io

n 
do

es
 n

ot
 su

pp
ly

 it
, t

he
 sq

ua
re

 ro
ot

 
fu

nc
tio

n 
m

us
t s

til
l c

om
pu

te
 sq

ua
re

 ro
ot

s.)
Th

es
e 

re
qu

ire
m

en
ts

 a
pp

ly
 to

 th
e 

m
od

ifi
ed

 w
or

k 
as

 a
 w

ho
le

. If
 

id
en

tif
ia

bl
e 

se
ct

io
ns

 o
f t

ha
t w

or
k 

ar
e 

no
t d

er
iv

ed
 fr

om
 th

e 
Li

br
ar

y, 
an

d 
ca

n 
be

 re
as

on
ab

ly
 c

on
sid

er
ed

 in
de

pe
nd

en
t a

nd
 se

pa
ra

te
 

w
or

ks
 in

 th
em

se
lv

es
, t

he
n 

th
is 

Li
ce

ns
e,

 a
nd

 it
s t

er
m

s, 
do

 n
ot

 a
pp

ly
 

to
 th

os
e 

se
ct

io
ns

 w
he

n 
yo

u 
di

st
rib

ut
e 

th
em

 a
s s

ep
ar

at
e 

w
or

ks
. B

ut
 

w
he

n 
yo

u 
di

st
rib

ut
e 

th
e 

sa
m

e 
se

ct
io

ns
 a

s p
ar

t o
f a

 w
ho

le
 w

hi
ch

 is
 

a 
w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y, 

th
e 

di
st

rib
ut

io
n 

of
 th

e 
w

ho
le

 m
us

t b
e 

on
 th

e 
te

rm
s o

f t
hi

s L
ic

en
se

, w
ho

se
 p

er
m

iss
io

ns
 fo

r o
th

er
 li

ce
ns

ee
s 

ex
te

nd
 to

 th
e 

en
tir

e 
w

ho
le

, a
nd

 th
us

 to
 e

ac
h 

an
d 

ev
er

y 
pa

rt
 

re
ga

rd
le

ss
 o

f w
ho

 w
ro

te
 it

.
Th

us
, it

 is
 n

ot
 th

e 
in

te
nt

 o
f t

hi
s s

ec
tio

n 
to

 c
la

im
 ri

gh
ts

 o
r c

on
te

st
 

yo
ur

 ri
gh

ts
 to

 w
or

k 
w

rit
te

n 
en

tir
el

y 
by

 y
ou

; r
at

he
r, 

th
e 

in
te

nt
 is

 
to

 e
xe

rc
ise

 th
e 

rig
ht

 to
 c

on
tro

l t
he

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 d

er
iv

at
iv

e 
or

 
co

lle
ct

iv
e 

w
or

ks
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

Li
br

ar
y.

In
 a

dd
iti

on
, m

er
e 

ag
gr

eg
at

io
n 

of
 a

no
th

er
 w

or
k 

no
t b

as
ed

 o
n 

th
e 

Li
br

ar
y 

w
ith

 th
e 

Li
br

ar
y 

(o
r w

ith
 a

 w
or

k 
ba

se
d 

on
 th

e 
Li

br
ar

y)
 o

n 
a 

vo
lu

m
e 

of
 a

 st
or

ag
e 

or
 d

ist
rib

ut
io

n 
m

ed
iu

m
 d

oe
s n

ot
 b

rin
g 

th
e 

ot
he

r w
or

k 
un

de
r t

he
 sc

op
e 

of
 th

is 
Li

ce
ns

e.
3.

 Y
ou

 m
ay

 o
pt

 to
 a

pp
ly

 th
e 

te
rm

s o
f t

he
 o

rd
in

ar
y 

G
N

U
 G

en
er

al
 

Pu
bl

ic
 L

ic
en

se
 in

st
ea

d 
of

 th
is 

Li
ce

ns
e 

to
 a

 g
iv

en
 c

op
y 

of
 th

e 
Li

br
ar

y. 
To

 d
o 

th
is,

 y
ou

 m
us

t a
lte

r a
ll 

th
e 

no
tic

es
 th

at
 re

fe
r t

o 
th

is 
Li

ce
ns

e,
 so

 
th

at
 th

ey
 re

fe
r t

o 
th

e 
or

di
na

ry
 G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
, v

er
sio

n 
2,

 in
st

ea
d 

of
 to

 th
is 

Li
ce

ns
e.

 (I
f a

 n
ew

er
 v

er
sio

n 
th

an
 v

er
sio

n 
2 

of
 th

e 
or

di
na

ry
 G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 h

as
 a

pp
ea

re
d,

 th
en

 y
ou

 c
an

 
sp

ec
ify

 th
at

 v
er

sio
n 

in
st

ea
d 

if 
yo

u 
w

ish
.) 

D
o 

no
t m

ak
e 

an
y 

ot
he

r 
ch

an
ge

 in
 th

es
e 

no
tic

es
.

O
nc

e 
th

is 
ch

an
ge

 is
 m

ad
e 

in
 a

 g
iv

en
 c

op
y, 

it 
is 

irr
ev

er
sib

le
 fo

r t
ha

t 
co

py
, s

o 
th

e 
or

di
na

ry
 G

N
U

 G
en

er
al

 P
ub

lic
 L

ic
en

se
 a

pp
lie

s t
o 

al
l 

su
bs

eq
ue

nt
 c

op
ie

s a
nd

 d
er

iv
at

iv
e 

w
or

ks
 m

ad
e 

fro
m

 th
at

 c
op

y.
Th

is 
op

tio
n 

is 
us

ef
ul

 w
he

n 
yo

u 
w

ish
 to

 c
op

y 
pa

rt
 o

f t
he

 c
od

e 
of

 th
e 

Li
br

ar
y 

in
to

 a
 p

ro
gr

am
 th

at
 is

 n
ot

 a
 li

br
ar

y.
4.

 Y
ou

 m
ay

 c
op

y 
an

d 
di

st
rib

ut
e 

th
e 

Li
br

ar
y 

(o
r a

 p
or

tio
n 

or
 

de
riv

at
iv

e 
of

 it
, u

nd
er

 S
ec

tio
n 

2)
 in

 o
bj

ec
t c

od
e 

or
 e

xe
cu

ta
bl

e 
fo

rm
 

un
de

r t
he

 te
rm

s o
f S

ec
tio

ns
 1

 a
nd

 2
 a

bo
ve

 p
ro

vi
de

d 
th

at
 y

ou
 

ac
co

m
pa

ny
 it

 w
ith

 th
e 

co
m

pl
et

e 
co

rre
sp

on
di

ng
 m

ac
hi

ne
-re

ad
ab

le
 

so
ur

ce
 c

od
e,

 w
hi

ch
 m

us
t b

e 
di

st
rib

ut
ed

 u
nd

er
 th

e 
te

rm
s o

f 
Se

ct
io

ns
 1

 a
nd

 2
 a

bo
ve

 o
n 

a 
m

ed
iu

m
 c

us
to

m
ar

ily
 u

se
d 

fo
r s

of
tw

ar
e 

in
te

rc
ha

ng
e.

If 
di

st
rib

ut
io

n 
of

 o
bj

ec
t c

od
e 

is 
m

ad
e 

by
 o

ffe
rin

g 
ac

ce
ss

 to
 c

op
y 

fro
m

 a
 d

es
ig

na
te

d 
pl

ac
e,

 th
en

 o
ffe

rin
g 

eq
ui

va
le

nt
 a

cc
es

s t
o 

co
py

 
th

e 
so

ur
ce

 c
od

e 
fro

m
 th

e 
sa

m
e 

pl
ac

e 
sa

tis
fie

s t
he

 re
qu

ire
m

en
t 

to
 d

ist
rib

ut
e 

th
e 

so
ur

ce
 c

od
e,

 e
ve

n 
th

ou
gh

 th
ird

 p
ar

tie
s a

re
 n

ot
 

co
m

pe
lle

d 
to

 c
op

y 
th

e 
so

ur
ce

 a
lo

ng
 w

ith
 th

e 
ob

je
ct

 c
od

e.

Im
po
rt
an
t 
N
ot
ic
e 
C
on
ce
rn
in
g 
th
e 
S
of
tw
ar
e 
(c
on
ti
nu
ed
)



LC
T

26
41

-0
01

A
-A

5.
 A

 p
ro

gr
am

 th
at

 c
on

ta
in

s n
o 

de
riv

at
iv

e 
of

 a
ny

 p
or

tio
n 

of
 th

e 
Li

br
ar

y, 
bu

t i
s d

es
ig

ne
d 

to
 w

or
k 

w
ith

 th
e 

Li
br

ar
y 

by
 b

ei
ng

 c
om

pi
le

d 
or

 li
nk

ed
 w

ith
 it

, is
 c

al
le

d 
a 

"w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 L

ib
ra

ry
". S

uc
h 

a 
w

or
k,

 
in

 is
ol

at
io

n,
 is

 n
ot

 a
 d

er
iv

at
iv

e 
w

or
k 

of
 th

e 
Li

br
ar

y, 
an

d 
th

er
ef

or
e 

fa
lls

 
ou

ts
id

e 
th

e 
sc

op
e 

of
 th

is 
Li

ce
ns

e.
H

ow
ev

er
, li

nk
in

g 
a 

"w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 L

ib
ra

ry
" w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y 
cr

ea
te

s a
n 

ex
ec

ut
ab

le
 th

at
 is

 a
 d

er
iv

at
iv

e 
of

 th
e 

Li
br

ar
y 

(b
ec

au
se

 it
 

co
nt

ai
ns

 p
or

tio
ns

 o
f t

he
 L

ib
ra

ry
), 

ra
th

er
 th

an
 a

 "w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 

lib
ra

ry
". T

he
 e

xe
cu

ta
bl

e 
is 

th
er

ef
or

e 
co

ve
re

d 
by

 th
is 

Li
ce

ns
e.

 S
ec

tio
n 

6 
st

at
es

 te
rm

s f
or

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 su

ch
 e

xe
cu

ta
bl

es
.

W
he

n 
a 

"w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 L

ib
ra

ry
" u

se
s m

at
er

ia
l f

ro
m

 a
 h

ea
de

r 
fil

e 
th

at
 is

 p
ar

t o
f t

he
 L

ib
ra

ry
, t

he
 o

bj
ec

t c
od

e 
fo

r t
he

 w
or

k 
m

ay
 b

e 
a 

de
riv

at
iv

e 
w

or
k 

of
 th

e 
Li

br
ar

y 
ev

en
 th

ou
gh

 th
e 

so
ur

ce
 c

od
e 

is 
no

t. 
W

he
th

er
 th

is 
is 

tru
e 

is 
es

pe
ci

al
ly

 si
gn

ifi
ca

nt
 if

 th
e 

w
or

k 
ca

n 
be

 li
nk

ed
 

w
ith

ou
t t

he
 L

ib
ra

ry
, o

r i
f t

he
 w

or
k 

is 
its

el
f a

 li
br

ar
y. 

Th
e 

th
re

sh
ol

d 
fo

r 
th

is 
to

 b
e 

tru
e 

is 
no

t p
re

ci
se

ly
 d

ef
in

ed
 b

y 
la

w
.

If 
su

ch
 a

n 
ob

je
ct

 fi
le

 u
se

s o
nl

y 
nu

m
er

ic
al

 p
ar

am
et

er
s, 

da
ta

 
st

ru
ct

ur
e 

la
yo

ut
s a

nd
 a

cc
es

so
rs

, a
nd

 sm
al

l m
ac

ro
s a

nd
 sm

al
l i

nl
in

e 
fu

nc
tio

ns
 (t

en
 li

ne
s o

r l
es

s i
n 

le
ng

th
), 

th
en

 th
e 

us
e 

of
 th

e 
ob

je
ct

 
fil

e 
is 

un
re

st
ric

te
d,

 re
ga

rd
le

ss
 o

f w
he

th
er

 it
 is

 le
ga

lly
 a

 d
er

iv
at

iv
e 

w
or

k.
 (E

xe
cu

ta
bl

es
 c

on
ta

in
in

g 
th

is 
ob

je
ct

 c
od

e 
pl

us
 p

or
tio

ns
 o

f t
he

 
Li

br
ar

y 
w

ill
 st

ill
 fa

ll 
un

de
r S

ec
tio

n 
6.

)
O

th
er

w
ise

, if
 th

e 
w

or
k 

is 
a 

de
riv

at
iv

e 
of

 th
e 

Li
br

ar
y, 

yo
u 

m
ay

 
di

st
rib

ut
e 

th
e 

ob
je

ct
 c

od
e 

fo
r t

he
 w

or
k 

un
de

r t
he

 te
rm

s o
f S

ec
tio

n 
6.

 A
ny

 e
xe

cu
ta

bl
es

 c
on

ta
in

in
g 

th
at

 w
or

k 
al

so
 fa

ll 
un

de
r S

ec
tio

n 
6,

 
w

he
th

er
 o

r n
ot

 th
ey

 a
re

 li
nk

ed
 d

ire
ct

ly
 w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y 
its

el
f.

6.
 A

s a
n 

ex
ce

pt
io

n 
to

 th
e 

Se
ct

io
ns

 a
bo

ve
, y

ou
 m

ay
 a

lso
 c

om
bi

ne
 

or
 li

nk
 a

 "w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 L

ib
ra

ry
" w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y 
to

 p
ro

du
ce

 
a 

w
or

k 
co

nt
ai

ni
ng

 p
or

tio
ns

 o
f t

he
 L

ib
ra

ry
, a

nd
 d

ist
rib

ut
e 

th
at

 
w

or
k 

un
de

r t
er

m
s o

f y
ou

r c
ho

ic
e,

 p
ro

vi
de

d 
th

at
 th

e 
te

rm
s p

er
m

it 
m

od
ifi

ca
tio

n 
of

 th
e 

w
or

k 
fo

r t
he

 c
us

to
m

er
's 

ow
n 

us
e 

an
d 

re
ve

rs
e 

en
gi

ne
er

in
g 

fo
r d

eb
ug

gi
ng

 su
ch

 m
od

ifi
ca

tio
ns

.
Yo

u 
m

us
t g

iv
e 

pr
om

in
en

t n
ot

ic
e 

w
ith

 e
ac

h 
co

py
 o

f t
he

 w
or

k 
th

at
 

th
e 

Li
br

ar
y 

is 
us

ed
 in

 it
 a

nd
 th

at
 th

e 
Li

br
ar

y 
an

d 
its

 u
se

 a
re

 c
ov

er
ed

 
by

 th
is 

Li
ce

ns
e.

 Y
ou

 m
us

t s
up

pl
y 

a 
co

py
 o

f t
hi

s L
ic

en
se

. If
 th

e 
w

or
k 

du
rin

g 
ex

ec
ut

io
n 

di
sp

la
ys

 c
op

yr
ig

ht
 n

ot
ic

es
, y

ou
 m

us
t i

nc
lu

de
 th

e 
co

py
rig

ht
 n

ot
ic

e 
fo

r t
he

 L
ib

ra
ry

 a
m

on
g 

th
em

, a
s w

el
l a

s a
 re

fe
re

nc
e 

di
re

ct
in

g 
th

e 
us

er
 to

 th
e 

co
py

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
. A

lso
, y

ou
 m

us
t d

o 
on

e 
of

 th
es

e 
th

in
gs

:
a)

 A
cc

om
pa

ny
 th

e 
w

or
k 

w
ith

 th
e 

co
m

pl
et

e 
co

rre
sp

on
di

ng
 

m
ac

hi
ne

-re
ad

ab
le

 so
ur

ce
 c

od
e 

fo
r t

he
 L

ib
ra

ry
 in

cl
ud

in
g 

w
ha

te
ve

r c
ha

ng
es

 w
er

e 
us

ed
 in

 th
e 

w
or

k 
(w

hi
ch

 m
us

t b
e 

di
st

rib
ut

ed
 u

nd
er

 S
ec

tio
ns

 1
 a

nd
 2

 a
bo

ve
); 

an
d,

 if
 th

e 
w

or
k 

is 
an

 
ex

ec
ut

ab
le

 li
nk

ed
 w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y, 
w

ith
 th

e 
co

m
pl

et
e 

m
ac

hi
ne

-
re

ad
ab

le
 "w

or
k 

th
at

 u
se

s t
he

 L
ib

ra
ry

", a
s o

bj
ec

t c
od

e 
an

d/
or

 
so

ur
ce

 c
od

e,
 so

 th
at

 th
e 

us
er

 c
an

 m
od

ify
 th

e 
Li

br
ar

y 
an

d 
th

en
 

re
lin

k 
to

 p
ro

du
ce

 a
 m

od
ifi

ed
 e

xe
cu

ta
bl

e 
co

nt
ai

ni
ng

 th
e 

m
od

ifi
ed

 
Li

br
ar

y. 
(It

 is
 u

nd
er

st
oo

d 
th

at
 th

e 
us

er
 w

ho
 c

ha
ng

es
 th

e 
co

nt
en

ts
 

of
 d

ef
in

iti
on

s f
ile

s i
n 

th
e 

Li
br

ar
y 

w
ill

 n
ot

 n
ec

es
sa

ril
y 

be
 a

bl
e 

to
 

re
co

m
pi

le
 th

e 
ap

pl
ic

at
io

n 
to

 u
se

 th
e 

m
od

ifi
ed

 d
ef

in
iti

on
s.)

b)
 U

se
 a

 su
ita

bl
e 

sh
ar

ed
 li

br
ar

y 
m

ec
ha

ni
sm

 fo
r l

in
ki

ng
 w

ith
 th

e 
Li

br
ar

y. 
A 

su
ita

bl
e 

m
ec

ha
ni

sm
 is

 o
ne

 th
at

 (1
) u

se
s a

t r
un

 ti
m

e 
a 

co
py

 o
f t

he
 li

br
ar

y 
al

re
ad

y 
pr

es
en

t o
n 

th
e 

us
er

's 
co

m
pu

te
r 

sy
st

em
, r

at
he

r t
ha

n 
co

py
in

g 
lib

ra
ry

 fu
nc

tio
ns

 in
to

 th
e 

ex
ec

ut
ab

le
, 

an
d 

(2
) w

ill
 o

pe
ra

te
 p

ro
pe

rly
 w

ith
 a

 m
od

ifi
ed

 v
er

sio
n 

of
 th

e 
lib

ra
ry

, if
 th

e 
us

er
 in

st
al

ls 
on

e,
 a

s l
on

g 
as

 th
e 

m
od

ifi
ed

 v
er

sio
n 

is 
in

te
rfa

ce
-c

om
pa

tib
le

 w
ith

 th
e 

ve
rs

io
n 

th
at

 th
e 

w
or

k 
w

as
 m

ad
e 

w
ith

.
c)

 A
cc

om
pa

ny
 th

e 
w

or
k 

w
ith

 a
 w

rit
te

n 
of

fe
r, 

va
lid

 fo
r a

t l
ea

st
 

th
re

e 
ye

ar
s, 

to
 g

iv
e 

th
e 

sa
m

e 
us

er
 th

e 
m

at
er

ia
ls 

sp
ec

ifi
ed

 in
 

Su
bs

ec
tio

n 
6a

, a
bo

ve
, f

or
 a

 c
ha

rg
e 

no
 m

or
e 

th
an

 th
e 

co
st

 o
f 

pe
rfo

rm
in

g 
th

is 
di

st
rib

ut
io

n.
d)

 If
 d

ist
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

w
or

k 
is 

m
ad

e 
by

 o
ffe

rin
g 

ac
ce

ss
 to

 c
op

y 
fro

m
 a

 d
es

ig
na

te
d 

pl
ac

e,
 o

ffe
r e

qu
iv

al
en

t a
cc

es
s t

o 
co

py
 th

e 
ab

ov
e 

sp
ec

ifi
ed

 m
at

er
ia

ls 
fro

m
 th

e 
sa

m
e 

pl
ac

e.

e)
 V

er
ify

 th
at

 th
e 

us
er

 h
as

 a
lre

ad
y 

re
ce

iv
ed

 a
 c

op
y 

of
 th

es
e 

m
at

er
ia

ls 
or

 th
at

 y
ou

 h
av

e 
al

re
ad

y 
se

nt
 th

is 
us

er
 a

 c
op

y.
Fo

r a
n 

ex
ec

ut
ab

le
, t

he
 re

qu
ire

d 
fo

rm
 o

f t
he

 "w
or

k 
th

at
 u

se
s t

he
 

Li
br

ar
y"

 m
us

t i
nc

lu
de

 a
ny

 d
at

a 
an

d 
ut

ili
ty

 p
ro

gr
am

s n
ee

de
d 

fo
r r

ep
ro

du
ci

ng
 th

e 
ex

ec
ut

ab
le

 fr
om

 it
. H

ow
ev

er
, a

s a
 sp

ec
ia

l 
ex

ce
pt

io
n,

 th
e 

m
at

er
ia

ls 
to

 b
e 

di
st

rib
ut

ed
 n

ee
d 

no
t i

nc
lu

de
 

an
yt

hi
ng

 th
at

 is
 n

or
m

al
ly

 d
ist

rib
ut

ed
 (i

n 
ei

th
er

 so
ur

ce
 o

r b
in

ar
y 

fo
rm

) w
ith

 th
e 

m
aj

or
 c

om
po

ne
nt

s (
co

m
pi

le
r, 

ke
rn

el
, a

nd
 so

 o
n)

 o
f 

th
e 

op
er

at
in

g 
sy

st
em

 o
n 

w
hi

ch
 th

e 
ex

ec
ut

ab
le

 ru
ns

, u
nl

es
s t

ha
t 

co
m

po
ne

nt
 it

se
lf 

ac
co

m
pa

ni
es

 th
e 

ex
ec

ut
ab

le
.

It 
m

ay
 h

ap
pe

n 
th

at
 th

is 
re

qu
ire

m
en

t c
on

tra
di

ct
s t

he
 li

ce
ns

e 
re

st
ric

tio
ns

 o
f o

th
er

 p
ro

pr
ie

ta
ry

 li
br

ar
ie

s t
ha

t d
o 

no
t n

or
m

al
ly

 
ac

co
m

pa
ny

 th
e 

op
er

at
in

g 
sy

st
em

. S
uc

h 
a 

co
nt

ra
di

ct
io

n 
m

ea
ns

 y
ou

 
ca

nn
ot

 u
se

 b
ot

h 
th

em
 a

nd
 th

e 
Li

br
ar

y 
to

ge
th

er
 in

 a
n 

ex
ec

ut
ab

le
 

th
at

 y
ou

 d
ist

rib
ut

e.
7.

 Y
ou

 m
ay

 p
la

ce
 li

br
ar

y 
fa

ci
lit

ie
s t

ha
t a

re
 a

 w
or

k 
ba

se
d 

on
 th

e 
Li

br
ar

y 
sid

e-
by

-s
id

e 
in

 a
 si

ng
le

 li
br

ar
y 

to
ge

th
er

 w
ith

 o
th

er
 li

br
ar

y 
fa

ci
lit

ie
s n

ot
 c

ov
er

ed
 b

y 
th

is 
Li

ce
ns

e,
 a

nd
 d

ist
rib

ut
e 

su
ch

 a
 

co
m

bi
ne

d 
lib

ra
ry

, p
ro

vi
de

d 
th

at
 th

e 
se

pa
ra

te
 d

ist
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

w
or

k 
ba

se
d 

on
 th

e 
Li

br
ar

y 
an

d 
of

 th
e 

ot
he

r l
ib

ra
ry

 fa
ci

lit
ie

s i
s 

ot
he

rw
ise

 p
er

m
itt

ed
, a

nd
 p

ro
vi

de
d 

th
at

 y
ou

 d
o 

th
es

e 
tw

o 
th

in
gs

:
a)

 A
cc

om
pa

ny
 th

e 
co

m
bi

ne
d 

lib
ra

ry
 w

ith
 a

 c
op

y 
of

 th
e 

sa
m

e 
w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y, 

un
co

m
bi

ne
d 

w
ith

 a
ny

 o
th

er
 li

br
ar

y 
fa

ci
lit

ie
s. 

Th
is 

m
us

t b
e 

di
st

rib
ut

ed
 u

nd
er

 th
e 

te
rm

s o
f t

he
 S

ec
tio

ns
 

ab
ov

e.
b)

 G
iv

e 
pr

om
in

en
t n

ot
ic

e 
w

ith
 th

e 
co

m
bi

ne
d 

lib
ra

ry
 o

f t
he

 fa
ct

 
th

at
 p

ar
t o

f i
t i

s a
 w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y, 

an
d 

ex
pl

ai
ni

ng
 

w
he

re
 to

 fi
nd

 th
e 

ac
co

m
pa

ny
in

g 
un

co
m

bi
ne

d 
fo

rm
 o

f t
he

 sa
m

e 
w

or
k.

8.
 Y

ou
 m

ay
 n

ot
 c

op
y, 

m
od

ify
, s

ub
lic

en
se

, li
nk

 w
ith

, o
r d

ist
rib

ut
e 

th
e 

Li
br

ar
y 

ex
ce

pt
 a

s e
xp

re
ss

ly
 p

ro
vi

de
d 

un
de

r t
hi

s L
ic

en
se

. 
An

y 
at

te
m

pt
 o

th
er

w
ise

 to
 c

op
y, 

m
od

ify
, s

ub
lic

en
se

, li
nk

 w
ith

, o
r 

di
st

rib
ut

e 
th

e 
Li

br
ar

y 
is 

vo
id

, a
nd

 w
ill

 a
ut

om
at

ic
al

ly
 te

rm
in

at
e 

yo
ur

 
rig

ht
s u

nd
er

 th
is 

Li
ce

ns
e.

 H
ow

ev
er

, p
ar

tie
s w

ho
 h

av
e 

re
ce

iv
ed

 
co

pi
es

, o
r r

ig
ht

s, 
fro

m
 y

ou
 u

nd
er

 th
is 

Li
ce

ns
e 

w
ill

 n
ot

 h
av

e 
th

ei
r l

ic
en

se
s t

er
m

in
at

ed
 so

 lo
ng

 a
s s

uc
h 

pa
rt

ie
s r

em
ai

n 
in

 fu
ll 

co
m

pl
ia

nc
e.

9.
 Y

ou
 a

re
 n

ot
 re

qu
ire

d 
to

 a
cc

ep
t t

hi
s L

ic
en

se
, s

in
ce

 y
ou

 h
av

e 
no

t 
sig

ne
d 

it.
 H

ow
ev

er
, n

ot
hi

ng
 e

lse
 g

ra
nt

s y
ou

 p
er

m
iss

io
n 

to
 m

od
ify

 
or

 d
ist

rib
ut

e 
th

e 
Li

br
ar

y 
or

 it
s d

er
iv

at
iv

e 
w

or
ks

. T
he

se
 a

ct
io

ns
 a

re
 

pr
oh

ib
ite

d 
by

 la
w

 if
 y

ou
 d

o 
no

t a
cc

ep
t t

hi
s L

ic
en

se
. T

he
re

fo
re

, b
y 

m
od

ify
in

g 
or

 d
ist

rib
ut

in
g 

th
e 

Li
br

ar
y 

(o
r a

ny
 w

or
k 

ba
se

d 
on

 th
e 

Li
br

ar
y)

, y
ou

 in
di

ca
te

 y
ou

r a
cc

ep
ta

nc
e 

of
 th

is 
Li

ce
ns

e 
to

 d
o 

so
, a

nd
 

al
l i

ts
 te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

 fo
r c

op
yi

ng
, d

ist
rib

ut
in

g 
or

 m
od

ify
in

g 
th

e 
Li

br
ar

y 
or

 w
or

ks
 b

as
ed

 o
n 

it.
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. E
ac

h 
tim

e 
yo

u 
re

di
st

rib
ut

e 
th

e 
Li

br
ar

y 
(o

r a
ny

 w
or

k 
ba

se
d 

on
 

th
e 

Li
br

ar
y)

, t
he

 re
ci

pi
en

t a
ut

om
at

ic
al

ly
 re

ce
iv

es
 a

 li
ce

ns
e 

fro
m

 th
e 

or
ig

in
al

 li
ce

ns
or

 to
 c

op
y, 

di
st

rib
ut

e,
 li

nk
 w

ith
 o

r m
od

ify
 th

e 
Li

br
ar

y 
su

bj
ec

t t
o 

th
es

e 
te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

. Y
ou

 m
ay

 n
ot

 im
po

se
 a

ny
 

fu
rt

he
r r

es
tri

ct
io

ns
 o

n 
th

e 
re

ci
pi

en
ts

' e
xe

rc
ise

 o
f t

he
 ri

gh
ts

 g
ra

nt
ed

 
he

re
in

. Y
ou

 a
re

 n
ot

 re
sp

on
sib

le
 fo

r e
nf

or
ci

ng
 c

om
pl

ia
nc

e 
by

 th
ird

 
pa

rt
ie

s w
ith

 th
is 

Li
ce

ns
e.
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. If

, a
s a

 c
on

se
qu

en
ce

 o
f a

 c
ou

rt
 ju

dg
m

en
t o

r a
lle

ga
tio

n 
of

 
pa

te
nt

 in
fri

ng
em

en
t o

r f
or

 a
ny

 o
th

er
 re

as
on

 (n
ot

 li
m

ite
d 

to
 p

at
en

t 
iss

ue
s)

, c
on

di
tio

ns
 a

re
 im

po
se

d 
on

 y
ou

 (w
he

th
er

 b
y 

co
ur

t o
rd

er
, 

ag
re

em
en

t o
r o

th
er

w
ise

) t
ha

t c
on

tra
di

ct
 th

e 
co

nd
iti

on
s o

f t
hi

s 
Li

ce
ns

e,
 th

ey
 d

o 
no

t e
xc

us
e 

yo
u 

fro
m

 th
e 

co
nd

iti
on

s o
f t

hi
s 

Li
ce

ns
e.

 If
 y

ou
 c

an
no

t d
ist

rib
ut

e 
so

 a
s t

o 
sa

tis
fy

 si
m

ul
ta

ne
ou

sly
 y

ou
r 

ob
lig

at
io

ns
 u

nd
er

 th
is 

Li
ce

ns
e 

an
d 

an
y 

ot
he

r p
er

tin
en

t o
bl

ig
at

io
ns

, 
th

en
 a

s a
 c

on
se

qu
en

ce
 y

ou
 m

ay
 n

ot
 d

ist
rib

ut
e 

th
e 

Li
br

ar
y 

at
 a

ll. 
Fo

r e
xa

m
pl

e,
 if

 a
 p

at
en

t l
ic

en
se

 w
ou

ld
 n

ot
 p

er
m

it 
ro

ya
lty

-fr
ee

 
re

di
st

rib
ut

io
n 

of
 th

e 
Li

br
ar

y 
by

 a
ll 

th
os

e 
w

ho
 re

ce
iv

e 
co

pi
es

 d
ire

ct
ly

 
or

 in
di

re
ct

ly
 th

ro
ug

h 
yo

u,
 th

en
 th

e 
on

ly
 w

ay
 y

ou
 c

ou
ld

 sa
tis

fy
 b

ot
h 

it 
an

d 
th

is 
Li

ce
ns

e 
w

ou
ld

 b
e 

to
 re

fra
in

 e
nt

ire
ly

 fr
om

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 

th
e 

Li
br

ar
y.

If 
an

y 
po

rt
io

n 
of

 th
is 

se
ct

io
n 

is 
he

ld
 in

va
lid

 o
r u

ne
nf

or
ce

ab
le

 u
nd

er
 

an
y 

pa
rt

ic
ul

ar
 c

irc
um

st
an

ce
, t

he
 b

al
an

ce
 o

f t
he

 se
ct

io
n 

is 
in

te
nd

ed
 

to
 a

pp
ly

, a
nd

 th
e 

se
ct

io
n 

as
 a

 w
ho

le
 is

 in
te

nd
ed

 to
 a

pp
ly

 in
 o

th
er

 
ci

rc
um

st
an

ce
s.

It 
is 

no
t t

he
 p

ur
po

se
 o

f t
hi

s s
ec

tio
n 

to
 in

du
ce

 y
ou

 to
 in

fri
ng

e 
an

y 
pa

te
nt

s o
r o

th
er

 p
ro

pe
rt

y 
rig

ht
 c

la
im

s o
r t

o 
co

nt
es

t v
al

id
ity

 o
f 

an
y 

su
ch

 c
la

im
s; 

th
is 

se
ct

io
n 

ha
s t

he
 so

le
 p

ur
po

se
 o

f p
ro

te
ct

in
g 

th
e 

in
te

gr
ity

 o
f t

he
 fr

ee
 so

ftw
ar

e 
di

st
rib

ut
io

n 
sy

st
em

 w
hi

ch
 is

 
im

pl
em

en
te

d 
by

 p
ub

lic
 li

ce
ns

e 
pr

ac
tic

es
. M

an
y 

pe
op

le
 h

av
e 

m
ad

e 
ge

ne
ro

us
 c

on
tri

bu
tio

ns
 to

 th
e 

w
id

e 
ra

ng
e 

of
 so

ftw
ar

e 
di

st
rib

ut
ed

 
th

ro
ug

h 
th

at
 sy

st
em

 in
 re

lia
nc

e 
on

 c
on

sis
te

nt
 a

pp
lic

at
io

n 
of

 th
at

 
sy

st
em

; it
 is

 u
p 

to
 th

e 
au

th
or

/d
on

or
 to

 d
ec

id
e 

if 
he

 o
r s

he
 is

 w
ill

in
g 

to
 d

ist
rib

ut
e 

so
ftw

ar
e 

th
ro

ug
h 

an
y 

ot
he

r s
ys

te
m

 a
nd

 a
 li

ce
ns

ee
 

ca
nn

ot
 im

po
se

 th
at

 c
ho

ic
e.

Th
is 

se
ct

io
n 

is 
in

te
nd

ed
 to

 m
ak

e 
th

or
ou

gh
ly

 c
le

ar
 w

ha
t i

s b
el

ie
ve

d 
to

 b
e 

a 
co

ns
eq

ue
nc

e 
of

 th
e 

re
st

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
.
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. If

 th
e 

di
st

rib
ut

io
n 

an
d/

or
 u

se
 o

f t
he

 L
ib

ra
ry

 is
 re

st
ric

te
d 

in
 

ce
rt

ai
n 

co
un

tri
es

 e
ith

er
 b

y 
pa

te
nt

s o
r b

y 
co

py
rig

ht
ed

 in
te

rfa
ce

s, 
th

e 
or

ig
in

al
 c

op
yr

ig
ht

 h
ol

de
r w

ho
 p

la
ce

s t
he

 L
ib

ra
ry

 u
nd

er
 th

is 
Li

ce
ns

e 
m

ay
 a

dd
 a

n 
ex

pl
ic

it 
ge

og
ra

ph
ic

al
 d

ist
rib

ut
io

n 
lim

ita
tio

n 
ex

cl
ud

in
g 

th
os

e 
co

un
tri

es
, s

o 
th

at
 d

ist
rib

ut
io

n 
is 

pe
rm

itt
ed

 o
nl

y 
in

 o
r a

m
on

g 
co

un
tri

es
 n

ot
 th

us
 e

xc
lu

de
d.

 In
 su

ch
 c

as
e,

 th
is 

Li
ce

ns
e 

in
co

rp
or

at
es

 
th

e 
lim

ita
tio

n 
as

 if
 w

rit
te

n 
in

 th
e 

bo
dy

 o
f t

hi
s L

ic
en

se
.

13
. T

he
 F

re
e 

So
ftw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n 
m

ay
 p

ub
lis

h 
re

vi
se

d 
an

d/
or

 n
ew

 
ve

rs
io

ns
 o

f t
he

 L
es

se
r G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 fr
om

 ti
m

e 
to

 ti
m

e.
 

Su
ch

 n
ew

 v
er

sio
ns

 w
ill

 b
e 

sim
ila

r i
n 

sp
iri

t t
o 

th
e 

pr
es

en
t v

er
sio

n,
 b

ut
 

m
ay

 d
iff

er
 in

 d
et

ai
l t

o 
ad

dr
es

s n
ew

 p
ro

bl
em

s o
r c

on
ce

rn
s.

Ea
ch

 v
er

sio
n 

is 
gi

ve
n 

a 
di

st
in

gu
ish

in
g 

ve
rs

io
n 

nu
m

be
r. 

If 
th

e 
Li

br
ar

y 
sp

ec
ifi

es
 a

 v
er

sio
n 

nu
m

be
r o

f t
hi

s L
ic

en
se

 w
hi

ch
 a

pp
lie

s 
to

 it
 a

nd
 "a

ny
 la

te
r v

er
sio

n"
, y

ou
 h

av
e 

th
e 

op
tio

n 
of

 fo
llo

w
in

g 
th

e 
te

rm
s a

nd
 c

on
di

tio
ns

 e
ith

er
 o

f t
ha

t v
er

sio
n 

or
 o

f a
ny

 la
te

r v
er

sio
n 

pu
bl

ish
ed

 b
y 

th
e 

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e 
Fo

un
da

tio
n.

 If
 th

e 
Li

br
ar

y 
do

es
 n

ot
 

sp
ec

ify
 a

 li
ce

ns
e 

ve
rs

io
n 

nu
m

be
r, 

yo
u 

m
ay

 c
ho

os
e 

an
y 

ve
rs

io
n 

ev
er

 
pu

bl
ish

ed
 b

y 
th

e 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n.
14

. If
 y

ou
 w

ish
 to

 in
co

rp
or

at
e 

pa
rt

s o
f t

he
 L

ib
ra

ry
 in

to
 o

th
er

 fr
ee

 
pr

og
ra

m
s w

ho
se

 d
ist

rib
ut

io
n 

co
nd

iti
on

s a
re

 in
co

m
pa

tib
le

 w
ith

 
th

es
e,

 w
rit

e 
to

 th
e 

au
th

or
 to

 a
sk

 fo
r p

er
m

iss
io

n.
 F

or
 so

ftw
ar

e 
w

hi
ch

 
is 

co
py

rig
ht

ed
 b

y 
th

e 
Fr

ee
 S

of
tw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n,
 w

rit
e 

to
 th

e 
Fr

ee
 

So
ftw

ar
e 

Fo
un

da
tio

n;
 w

e 
so

m
et

im
es

 m
ak

e 
ex

ce
pt

io
ns

 fo
r t

hi
s. 

O
ur

 
de

ci
sio

n 
w

ill
 b

e 
gu

id
ed

 b
y 

th
e 

tw
o 

go
al

s o
f p

re
se

rv
in

g 
th

e 
fre

e 
st

at
us

 o
f a

ll 
de

riv
at

iv
es

 o
f o

ur
 fr

ee
 so

ftw
ar

e 
an

d 
of

 p
ro

m
ot

in
g 

th
e 

sh
ar

in
g 

an
d 

re
us

e 
of

 so
ftw

ar
e 

ge
ne

ra
lly

.
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. B

EC
AU

SE
 T

H
E 

LI
BR

AR
Y 

IS
 L

IC
EN

SE
D

 F
RE

E 
O

F 
CH

AR
G

E,
 T

H
ER

E 
IS

 
N

O
 W

AR
RA

N
TY

 F
O

R 
TH

E 
LI

BR
AR

Y, 
TO

 T
H

E 
EX

TE
N

T 
PE

RM
IT

TE
D

 B
Y 

AP
PL

IC
AB

LE
 L

AW
. E

XC
EP

T 
W

H
EN

 O
TH

ER
W

IS
E 

ST
AT

ED
 IN

 W
RI

TI
N

G
 

TH
E 

CO
PY

RI
G

H
T 

H
O

LD
ER

S 
AN

D
/O

R 
O

TH
ER

 P
AR

TI
ES

 P
RO

VI
D

E 
TH

E 
LI

BR
AR

Y 
"A

S 
IS

" W
IT

H
O

U
T 

W
AR

RA
N

TY
 O

F 
AN

Y 
KI

N
D

, E
IT

H
ER

 
EX

PR
ES

SE
D

 O
R 

IM
PL

IE
D

, IN
CL

U
D

IN
G

, B
U

T 
N

O
T 

LI
M

IT
ED

 T
O

, T
H

E 
IM

PL
IE

D
 W

AR
RA

N
TI

ES
 O

F 
M

ER
CH

AN
TA

BI
LI

TY
 A

N
D

 F
IT

N
ES

S 
FO

R 
A 

PA
RT

IC
U

LA
R 

PU
RP

O
SE

. T
H

E 
EN

TI
RE

 R
IS

K 
AS

 T
O

 T
H

E 
Q

UA
LI

TY
 

AN
D

 P
ER

FO
RM

AN
CE

 O
F 

TH
E 

LI
BR

AR
Y 

IS
 W

IT
H

 Y
O

U.
 S

H
O

U
LD

 
TH

E 
LI

BR
AR

Y 
PR

O
VE

 D
EF

EC
TI

VE
, Y

O
U

 A
SS

U
M

E 
TH

E 
CO

ST
 O

F 
AL

L 
N

EC
ES

SA
RY

 S
ER

VI
CI

N
G

, R
EP

AI
R 

O
R 

CO
RR

EC
TI

O
N

.
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. IN
 N

O
 E

VE
N

T 
U

N
LE

SS
 R

EQ
U

IR
ED

 B
Y 

AP
PL

IC
AB

LE
 L

AW
 O

R 
AG

RE
ED

 T
O

 IN
 W

RI
TI

N
G

 W
IL

L 
AN

Y 
CO

PY
RI

G
H

T 
H

O
LD

ER
, O

R 
AN

Y 
O

TH
ER

 P
AR

TY
 W

H
O

 M
AY

 M
O

D
IF

Y 
AN

D
/O

R 
RE

D
IS

TR
IB

U
TE

 
TH

E 
LI

BR
AR

Y 
AS

 P
ER

M
IT

TE
D

 A
BO

VE
, B

E 
LI

AB
LE

 T
O

 Y
O

U
 F

O
R 

D
AM

AG
ES

, IN
CL

U
D

IN
G

 A
N

Y 
G

EN
ER

AL
, S

PE
CI

AL
, IN

CI
D

EN
TA

L 
O

R 
CO

N
SE

Q
U

EN
TI

AL
 D

AM
AG

ES
 A

RI
SI

N
G

 O
U

T 
O

F 
TH

E 
U

SE
 O

R 
IN

AB
IL

IT
Y 

TO
 U

SE
 T

H
E 

LI
BR

AR
Y 

(IN
CL

U
D

IN
G

 B
U

T 
N

O
T 

LI
M

IT
ED

 T
O

 
LO

SS
 O

F 
D

AT
A 

O
R 

D
AT

A 
BE

IN
G

 R
EN

D
ER

ED
 IN

AC
CU

RA
TE

 O
R 

LO
SS

ES
 

SU
ST

AI
N

ED
 B

Y 
YO

U
 O

R 
TH

IR
D

 P
AR

TI
ES

 O
R 

A 
FA

IL
U

RE
 O

F 
TH

E 
LI

BR
AR

Y 
TO

 O
PE

RA
TE

 W
IT

H
 A

N
Y 

O
TH

ER
 S

O
FT

W
AR

E)
, E

VE
N

 IF
 S

U
CH

 
H

O
LD

ER
 O

R 
O

TH
ER

 P
AR

TY
 H

AS
 B

EE
N

 A
D

VI
SE

D
 O

F 
TH

E 
PO

SS
IB

IL
IT

Y 
O

F 
SU

CH
 D

AM
AG

ES
.

EN
D

 O
F 

TE
RM

S 
A
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(045)450-8950［代表］
(045)450-2308FAX
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0120–2727–87
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客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示するこ
とはありません。
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